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法
律
論
叢

第
七
二
巻

第
六
号

(二
〇
〇
〇

・
三
)

【
論

説
】

債
権
者
代
位
権

の
優
先
的
債
権
回
収
制
度

へ
の
転
用
(三
)

最
終
的
な
給
付
の
帰
属
者
の
優
先
的
保
護
の
法
的
可
能
性

平

野

裕

之

目

次

1

問
題
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的
考
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2

直
接
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権

(な

い
し
直
接
請
求
権
)

の

一
般
論
に

つ
い
て

3

第

三
者

の
給
付

か
ら
排
他
的
な

い
し
優
先
的
回
収
を
認
め
る
制
度

(以
上
七
二
巻
二

・
三
号
)
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転
用
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権
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を
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い
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具
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的
考
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5

責
任
保
険

に
お
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る
保
険
金

請
求
権

に
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い
て

(以
上
七
二
巻
四

・
五
号
)

6

直
接
訴
権

の
法

理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
民
法
規
定
1
1

転
貸
借
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六

=
二
条

7

直
接
訴
権

の
法

理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
民
法
規
定
2
一

復
代
理
の

一
〇
七
条

二
項

(以
上
本
号
)
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84

6

直
接
訴
権
の
法
理
が
認
め
ら
れ
て

い
る
民
法
規
定

1

転
貸
借
の
六

=
二
条

〔73
〕)q

六

=

二
条

の
起
草

過
程

　a

旧
民

法

に

つ

い
て

く

一

㈲

は
じ
め
に

現
行
民
法
の
六

一
三
条

一
項
は
・
適
法
な

・転
借
人
は
賃
貸
人
に
対
し
て
直
接
に
霧

を
魯

L
も
の
と
規
{疋

叢

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
義
務
と
し
て
起
草
者
に
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
専
ら
賃
料
債
務
で
あ
る
が
、
「義
務
」
と
い
う
だ
け
で

論

あ

る
の
で
、
賃
料
債
務
に
そ
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
も
㊨
で
は
な
い
。
起
草
者
も
、
転
借
人
が
特
約
で
自
分
の
負
担
で
賃
借
物
の
修
理
を

律

す

べ
き
義
務
を
負

っ
た
場
合
に
、
そ
の
修
理
義
務
も
直
接
賃
貸
人
に
対
し
て
負
う
も
の
と
説
明
し
て
お
り
、
金
銭
債
務

に
限
定
さ
れ
る
も

の
で

に
な

い
と

考

え

て

薪

.
(
〔83
〕
以
下

に
詳
し
く
述

べ
る
)
・

法一

後
述
す
る
さ

つ
に
、
六

一
三
条

一
項
が
Z
フ
ン
ス
民
法
の
規
定
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
・
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
に
は

対
応
す
る
規
定
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
多
く
参
照
し
た
は
ず
の
旧
民
法
で
は
、
こ
れ

に
対
応
す
る
規
定

は
な
く
、
六

一
三
条
は
現
行
民
法
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
デ
に
、
旧
民
法
は
直
接
訴
権
と
い
う

制
度

の
導
入
自
体
を
否
定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
復
代
理
に
お
け
る
本
人

・
復
代
理
人
間
の
直
接
訴
権

(〔88
〕
以
下
)
及
び
請
負
契
約

に
お
い
て
下
請
人
ま
た
は
請
負
人
の
労
働
者
の
注
文
者
に
対
す
る
直
接
訴
権
を
認
め
る
規
定
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
転
貸
借
に

つ
い
て
直
接
訴
権

の
規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
推
測
す
れ
ば
転
貸
料
債
権
に
対
し
て
賃
貸
人
に
先
取
特
権

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
直
接
訴
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
復
代
理
や
下
請
け
の
場
合
と
は
状
況
が
異
な
り
、
こ
の
先
取
特
権
に
基
づ
く
転
貸



料

債

権

の
行

使

だ
け

で
よ

い
と

考

え

ら

れ

た
可

能

性

が

あ

る
。

そ

こ

で
、

現
行

民
法

三

一
四

条

に

対
応

す

る

旧
民

法

の
規
定

の
起

草

過

程

か
ら

、

転

貸

料

に

つ

い
て

の
賃

貸

人

の
保

護

が

ど

の
よ

う

に

考

え

ら

れ

て

い
た

か
、

探

っ
て
み

る

こ

と

に
し

た

い
。

　

一

α

ボ

ア

。
ナ

ー

ド

草
案

と

そ

の
展

開

ヨ

①

ボ

ア

ソ
ナ
ー

ド
草

案

ボ
ア

ソ
ナ

ー

ド
草

案

は
、
次

の
よ
う

な

規

定

を
有

し

て

い
た
。
な

お

、
準

○
し暮

ユ
㊦
O
O
U
国

○
署

目

で
。
霞

朝

野

・
・邑

巳

・琶

一

目
藷

§

ぎ

8
量

・量

・…

ま

●
Ω
・・
…
野

鼠

書

・
…

象

含

昇

三

・
。・り
ζ

諺

璽

吻

一
五
六
条
の
私
訳
で
あ
る
・

度欄

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案

=

五
六
条

、賃
借
権
の
謹

ま
た
は
転
貸
の
場
合
に
お
い
て
、
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
賃
貸
場
所
に
備
え
付

翔

け
ら
れ
た
動
産
そ
の
他
の
物
に
及
ぶ
.
賃
貸
人
が
そ
の
物
が
譲
受
人
ま
た
は
転
借
人
の
所
有
に
属
す
る
,・と
を
知

っ
て
い
た
と
し
て
も
同

蝋

様
で
あ
る
.

先便

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
先
取
特
権
は
、

一
=
二
八
条
に
従
い
、
譲
渡
ま
た
は
転
貸
の
対
価
と
し
て
主
た
る
賃
借
人
が
受
く
べ
き

の擁

金
額
に
つ
い
て
も
及
ぶ
。
但
し
期
限
前
の
支
払
を
も
っ
て
賃
貸
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。L

イ都

前
掲
書
三
〇
六
頁
の
理
由
説
明
に
よ
れ
ば
、
転
貸
料
に
先
取
特
権

の
効
力
が
及
ぶ
の
は
、
そ
れ
が
賃
貸
人
の
所
有
物
の
果
実
で
あ
る
と

醗

同
時
に
・

=

三
八
条
の
物
上
代
位
窪

思

結
果
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
・

H

②

法
律
取
調
委
員
会

こ
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
を
た
た
き
台
と
し
て
旧
民
法
の
制
定
に
向
け
て
審
議
が
さ
れ
る
が
、
法
律
取
調

委
員
会
で
の
審
議
で
は
、
次
の
よ
う
な
条
文
が
審
議
に
付
さ
れ
る
。

草
案

=

五
六
条

「
賃
借
権
ノ
譲
渡
又

ハ
転
貸
ノ
場
合

二
於
テ

ハ
賃
貸
人
其
賃
貸
シ
タ
ル
場
所

二
備
へ
有
ル
動
産
及
ビ
其
他
ノ
物
ガ

85

譲
受
人
又

ハ
転
借
人

二
属
ス
ル
事
ヲ
知
ル
ト
錐
モ
賃
貸
人
ノ
先
取
特
権

ハ
是
等
ノ
物

二
及
ブ



86叢

此
場
合

二
於
テ
先
取
特
権

ハ
亦
第

一
=
二
人
条

〔筆
者
注
-
物
上
代
位

の
規
定
〕

二
従
ヒ
譲
渡
又
ハ
転
貸
ノ
代
金
ト
シ
テ
主
タ
ル
賃
借

人
ノ
受
ク
可
キ
金
額

二
及
ブ
但
前
払
ヲ
以
テ
賃
貸
人

二
対
抗
ス
ル
事
ヲ
得
ズ
」

審
議
で
は
第

一
項
に
つ
き
、
「賃
借
権
」
を

「賃
貸
借
権
」
と
修
正
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
「
及
ビ
其
他
の
物
」
と

い
う
文
言
を
削
除
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
「賃
貸
人
ノ
」
と
い
う
の
を

「其
」
と
直
す
字
句
修
正
が
可
決
さ
れ
る

(「法
律
取
調
委
員
会

民
法
草
案
債
権
担
保
編
議
事

筆
記
」
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
10
)
四
〇
～
四
一
頁
)。

③

再
調
査
案

再
調
査
案
で
は
以
下
の
よ
う
に
若
干
の
修
正
が
さ
れ
る
が
、
議
論
は
全
く
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
議
決
さ
れ
る

(「法
律

取
調
委
員
会

民
法
担
保
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
11
)
八
三
頁
)。

再
調
査
案

一
一
五
六
条

「賃
借
権
ノ
譲
渡
又

ハ
転
貸
ノ
場
合

二
於
テ

ハ
賃
貸
人
が
賃
貸
場
所

二
備

へ
有

ル
動
産
物
ノ
譲
受
人
又

ハ
転

輪

借
人

二
属
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ト
錐
モ
其
先
取
特
権

ハ
是
等
ノ
物

二
及
ブ

律

此
場
合

二
於
テ
先
取
特
権

ハ
第

一
=
二
人
条

二
従
ヒ
譲
渡
又
ハ
転
貸
ノ
代
価
ト
シ
テ
主
タ
ル
賃
借
人
ノ
受
ク
可
キ
金
額

二
及
プ
但
前
払

ヲ
以
テ
賃
貸
人

二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
L

法「

㈲

旧
民
法
の
規
定
に
つ
い
て

先
取
特
権
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ

つ
に
現
行
民
法
三

一
四
条
の
原
型
と
な

っ
た
規
定
が
お
か
れ

て
い
る
。

財
産
担
保
編

一
五
〇
条

「賃
借
権
ノ
譲
渡
又

ハ
転
貸
ノ
場
合

二
於
テ
賃
貸
人

ハ
賃
貸
場
所

二
値

へ
有
ル
動
産
が
譲
受
人
又
ハ
転
借
人

二
属
ス
ル
コ
ト
ヲ
知

ル
ト
錐
モ
其
先
取
特
権

ハ
此
等
ノ
物
二
及
プ

此
場
合

二
於
テ
先
取
特
権

ハ
第

一
三
三
条

〔筆
者
注
-
物
上
代
位
の
規
定
〕

二
従
ヒ
譲
渡
又

ハ
転
貸
ノ
代
金
ト
シ
テ
主
タ
ル
賃
借
人
ノ

受
取
ル
可
キ
金
額

二
及
ブ
但
前
払
ヲ
以
テ
賃
貸
人

二
対
抗

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」

フ
ラ
ン
ス
で
は
既
述
の
よ
う
に
、
初
期
に
は
直
接
訴
権
を
債
権

へ
の
先
取
特
権
で
も

っ
て
構
成
す
る
学
説
が
あ
り
、
直
接
訴
権
と
先
取



特
権
と
の
関
係
に
つ
き
混
乱
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
規
定
を
も

っ
て
直
接
訴
権
の
規
定
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
実
際
に
、
旧

民
法

の
本
規
定
に
つ
い
て
起
草
の
際
の
審
議
で
直
接
訴
権
と
い
う
説
明
は
登
場
し
て
こ
な
い
し
、.
ま
た
、
本
規
定
の
註
釈
に
お
い
て
も
直

接
訴
権

へ
の
言
及
は
な
い
。

一

本
条
に
つ
い
て
の
溜

着
綿

望

は
、
転
貸
料
債
権
に
対
す
る
先
取
特
権
に
つ
ミ

①
そ
れ
は
自
己
の
物
の
果
実
で
姥

の
み
な
ら

ヨ

ず
、
②

㎝
三
三
条
の
物
上
代
位
の
適
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
が
さ
れ
て
お
り
、
草
案
の
説
明
か
ら
全
く
変
更
は
な

い
。

鯛

起
草
補
助
委
員
で
あ

っ
た
宮
城
浩
蔵
は
、
第

一
項
に
つ
い
て
、
「賃
貸
人
の
権
利
は

一
の
物
権
な
り
其
権
利
は
賃
貸
場
所
に
備

へ
ら
れ
た

のへ

る
動
産
を
以
て
担
保
せ
ら
る
る
も
の
な
り
故
に
賃
借
権
が
何
人
の
手
に
移
り
た
り
と
と
て
之
れ
が
為
め
に
其
物
権
の
消
滅
す
可
べ
き
謂
は

度制

れ
は
な
く
且

つ
其
担
保
権
の
消
失
す
べ
き
原
由
な
き
も
の
と
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
と
説

明
し
、
ま
た
、
第
二

収

(3
)

翻

項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
を

=
三

条
の
物
上
代
位
の
適
用
な
り
と
い
・つ
だ
け
で
あ
る
.

債的

生

先

..,

優

(1
)

梅
謙

次

郎

『
民
法

釈

義

巻

之

三
』

六

五

六
頁

。

の権

(2
)

O
o
o
国

白

く
巨

富

い
.・
目
豆
・・
含

』
書

8

霧

8

暑

品

鼠

自
ゴ
:

嵩

。
。。
盆

…

日
。
け
掛

こ

く
弘

。。
り
H
も

嵩

α
・

盤

(3
)

宮
城
浩
蔵

『
民
法

正
義

債
権
担
保
編

集
壱
巻
』

(信
山
社

日
本
立
法
資
料
全
集

別
巻
60
)
七
三

一
頁
以
下
。

輻H

〔四
〕ω

現
行
民
法
の
起
草
過
程

旧
民
法
に
は
な
か
・
た
⊥ハ
=
二
条
窺

定
・
れ
…

に
な
・
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
現
行
三

西

条

の
審
議
に
お
い
て
三

一
四
条
の
先
取
特
権
を
制
限
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
加
賀
山
教
授
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
・
こ
の
慧

に
つ
い
て
は
・
既
に
加
賀
山
教
授
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
の
蔦

簡
単
に
紹
介
を
し
て
お
く
に
留
め
詳
し
く
は
加

7

(2
)

8

賀

山
論

文

に
譲

り

た

い
。



ヵ

三

一
四
条

(草

案

三

一
五
条

)

の
審

議

明

治

二
七

年

一
〇

月

二

三

日

の
法

典

調

査
会

第

三

九

回

に
お

け

る

、

現

行
三

一
四

〇〇

(

　

ヘ

ヘ

ヘ

へ

条

の
原

案

で
あ

る
草

案

三

一
五

条

の
審

議

に

お

い
て
、

転

借

人

を
保

護

す

る
必

要

性

が
議

論

さ

れ

た

(『
法
典
調
査
会

民
法
議
事
速
記

録
二
』

(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書

2
)
四
三
〇
頁
以
下
)
。

ち

な

み

に
、

草

案

三

一
五
条

は
次

の
よ

う

な

規
定

で
あ

る
。

草

案

三

一
五
条

「
賃
借

権

ノ
譲

渡

又

ハ
転
貸

ノ
場

合

二
於

テ

ハ
賃
貸

人

ノ
先

取

特

権

ハ
譲

受

人

又

ハ
転

借

人

の
動

産

並

二
譲

渡

人

又

ハ
転
貸

人

ノ
受

取

ル

ベ
キ
金

額

二
及

ブ

譲

受

人

又

ハ
転

借

人

ハ
前

払

ヲ
以

テ

之

二
対
抗

ス

ル

コ
ト

ヲ

得

ズ
」

草
案

三

一
五

条

の
参

照
条

文

と

し

て
は

、
旧
民

法
担

保

編

一
五

〇
条

(↓

〔73
〕
㈲
)
の
他

、
イ

タ

リ

ア
民
法

一
九
五

八
条

三

項

が

挙
げ

ら

れ

叢

、

、

、
、

、

、

、

、

、

、

、

て

い
る
だ

け

で
あ

る

。
起

草

を
担

当

し

た
穂

積
博

士

の
説

明

に
よ

れ
ば

、
本

条

は

旧
民

法

担
保

編

一
五
〇

条

に

わ
ず

か

の
修

正

を

し

た

だ

け

論

の
規
定

で
あ

り

、

第

二
項

の

「
之

二
」

と

い
う

の
は

漠

然
な

の

で

「
賃

貸

人

二
」

と
修

正
す

る

こ
と

(
こ
れ
は
旧
民
法
通
り
に
戻
し

た
だ
け
で

律

あ
る
)

が
述

べ
ら

れ

る
。

審

議

の
際

に
は

、
磯

部

四
郎

に
よ

り

、
第

二

項

に
譲

受

人

が

入

っ
て

い
る

の
は
お

か

し

い
と

い
う

こ
と

で
、

「
転

借

人

ハ
借

賃

ノ
前

払

ヲ

法一

以
テ
蕃

人
二
対
抗
ス
ル
。
ト
。
得
ズ
・
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
。
れ
が
可
決
さ
れ
る
.
そ
し
て
、
六

一
三
条
と
の
関
係
で
注
目

さ
れ
る
の
は

(転
貸
料
債
権
へ
の
先
取
特
権
の
問
題
で
は
な
い
が
)、
転
借
人
が
賃
借
人
に
は
転
借
料
を
支
払
っ
た
の
に
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に

賃
料
を
支
払
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
転
借
人
が
賃
借
人
の
債
務
に
つ
き
自
己
の
動
産
で
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
酷
で
は
な

い
か
と
い
う
長
谷
川
喬
委
員
の
質
問
で
あ
る
。
梅
博
士
は

(一一=
四
条
の
起
草
者
で
は
な
い
が
後
の
賃
貸
借
の
規
定
の
起
草
者
)、
初
め
は
前
払
で

な
く
て
も
賃
貸
人
の
債
権
が
残

っ
て
い
る
以
上
は
、
転
借
人
の
動
産
を
差
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
答
え
る
が
、
長

谷
川
委
員
の
そ
れ
は

不
都
合
で
は
な

い
か
と
い
う
追
及
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
返
答
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
其
代
は
り
賃
貸
借
の
所
で
斯
う
云
う
規
定
が
出
来
や
う
と
思
ひ
ま
す
。
転
借
人
が
若
し
自
分
の
直
接
の
賃
貸
人
即
ち

一
般
に
云
う
と



始
め
の
賃
借
人
、
其
賃
借
人
が
ま
た
家
賃
地
代
の
引
負
ひ
が
あ
る
と
云
う
時
に
は
、
自
分
の
賃
貸
人
に
払
わ
ず
し
て
直
接
に
始
め
の
即
ち

原
賃
貸
人
に
家
賃
地
代
を
払
ふ
こ
と
を
得
る
と
云
う
規
定
が
先
き
に
往

っ
て
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
う
云
う
規
定
が
出
来
ま
す
れ
ば

少
し
も
不
都
合
は
な
か
ら
う
と
思

い
ま
す
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)。

「

。
の
さ

つ
に
、
賃
貸
借
の
規
定
の
所
で
、
転
借
人
が
蕃

人
に
支
払
が
で
き
る
ホ

つ
に
し
て
不
利
益
を
蕃

人
が
回
避
す
る
キ

つ
に
す

ヨ

る

こ
と
が
約
束
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
規
定
が
作
ら
れ
る
か
は
議
論
が
賃
貸
借
の
規
定

へ
と
先
送
り
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三

轡

四
条

の
審
議
過
程
か
・
は
、
直
接
訴
肇

の
関
係
は
何
も
説
明
が
・
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
・
い
・
て
よ
い
で
あ
・
有

切

ω

六

三

条

(草
案
六

=
八
条
)
の
審
議

法
典
調
査
会

の
明
治
二
八
年
六
月
二

百

の
第
九
六
回
の
護

で
は

(・法
典
調
査

度制

会
民
法
議
事
速
記
録
四
』
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
4
)
四
〇
四
頁
以
下
)
、
現
行
民
法
六

=
二
条
と
全
く
同
じ
規
定
が
審
議
に

収翻

か
け
ら
れ
、
・
の
規
定
に
つ
い
て
、
梅
博
士
よ
り
そ
の
警

日
と
し
て
以
下
の
さ

つ
に
説
明
が
さ
れ
る
.

鑛

第
二
項
は
旧
民
法
財
産
編

一
三
四
条
=
一項
と
同
じ
で
あ
る
が
、
笙

項
は
旧
民
法
に
は
な
か
・
た
が

.必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
」
.

概

何
故
な
ら
ば
・
転
借
人
は
賃
借
人
に
対
し
て
霧

を
魯

の
み
な
ら
ず

蕃

人
に
対
し
て
も
直
接
に
霧

を
魯

と
し
た
ほ
う
が

・万
事

の権

便

利

で
あ

ろ
う

」

し

、
ま

た
、
外

国

に
も

同
様

の
規
定

が
あ

る
。

ま
た

、
借

賃

に

つ
き
先

取

特

権

の
行

使

が

で
き

る

の
で
あ

る

か

ら
、

「
転

位都

借

人
は
賃
貸
人
に
対
し
て
直
接
の
霧

を
魯

と
し
た
方
が
或
は
あ
の
規
定

〔筆
者
注
-

三

茜

条
で
あ
ろ
、・
〕

と
も
権
衡
を
得
や
し

罐

な

い
か
と
思
い
ま
す
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
。

な
お
、
既
述
の
草
案
三

一
五
条
二
項
は
、
先
取
特
権
の
問
題
で
は
な
い
た
め
、
賃
貸
借
の
所
に
移
し
た
方
が
よ
い
の
で
本
条

一
項
後
段

に
規
定
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
規
定
が
可
決
さ
れ
た
な
ら
ば
整
理
の
際
に
草
案
三

=

条

(先
の
草
案
三

一
五
条
)
の
末
文
は
削
除
す

る
と
述
べ
る
。
草
案
六

一
六
条
に
つ
い
て
は
、
権
利
の
側
か
ら
規
定
し
た
ほ
う
が
よ

い
か
と
い
う
議
論
が
さ
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
可
決
さ

89

(4
)

れ
る
。
そ
の
た
め
、
草
案
三

一
五
条
二
項
に
あ

っ
た

「譲
受
人
又

ハ
転
借
人

ハ
前
払
ヲ
以
テ
之

二
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
い
う
規
定



0

は
、
『法
律
取
調
委
員
会
民
法
草
案
議
事
筆
記

』
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
15
)
に
よ
る
と
、
削
除
さ
れ
六

一
六
条
を
修
正

9

し
た
六

一
二

(現
行
六

=
二
条
)
の

一
項
後
段
に

「此
場
合

二
於
テ

ハ
借
賃
ノ
前
払
ヲ
以
テ
賃
貸
人

二
対
抗

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
規
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
直
接
訴
権
と
転
貸
料
債
権

へ
の
先
取
特
権
と
が
異
な
る
制
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
方
に
こ
う
し
た
規
定
を
置
い
て
お

い
て
不
思
議
で
は
な
い
が
、
起
草
者
が
密
接
に
関
連
し
た
制
度
と
理
解
し
て
い
た
証
拠
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
、馳

　け

起
草
過
程
に
つ
い
て
の
結
論

審
議
の
際
に
は
六

=
二
条
の
規
定
が

「直
接
訴
権
」
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
明
言
さ

れ
ず
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
単
に
便
利
と
い
う
だ
け
で
あ
る
が

(こ
の
便
利
と
い
っ
た
説
明
が
民
法
施
行
後
の
教
科
書
の
説
明
に
受
け
継
が
れ
て

一

こ

そ
の
後
の
本
条
の
起
薯

権

士
の
教
科
書
で
こ
れ
が
直
接
訴
権
制
度
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
こ
と
に
な

叢

る
。
し
か
し
、

一
〇
七
条
二
項
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
現
行
民
法
の
制
定
の
際
に
直
接
訴
権
と
い
う
こ
と
が
起
草
者
に
よ
り
十

論

分
に
理
解
さ
れ
、
消
化
さ
れ
て
い
た
か
は
は
な
は
だ
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
の
た
め
、
金
銭
債
権
に
限
定

さ
れ
ず
、
施
行
後
の

律

学

説
の
解
釈
に
よ
り
種
々
の
義
務
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

(〔83
〕
以
下
)。

ま
た
、
三

一
四
条

の
転
借
人
が
支
払

っ
た
後
に
も
そ
の
物
に
つ
き
先
取
特
権
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
制
限
す
る

法一

と

い
・つ
・
と

に

つ

い
て
は

、
三

四
条

で

の
先

の
議

論

と

の
関

連

性

は
會

一言
及

さ

れ

て

い
な

い
.
そ

し

て
、
起

草

者

自
身

も

、

〔
四

に

述

べ
る
併
存
説
に
立
脚
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り

(断
言
は
避
け
る
)
、
併
存
説
で
は
転
借
人
が
転
借
料
を
支
払
え
ば
転
貸
料
債
権

へ
の

先
取
特
権
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
賃
貸
人
の
賃
借
人
に
対
す
る
債
権
が
あ
る
限
り
転
借
人
の
物
に
つ
い
て

の
先
取
特
権
が
存
続

(
6

)

し

て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
三

一
四
条
の
制
限
は
果
し
得
な

い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
〔79
〕
に
述
べ
る
移
転
説
で
は
三

一
四
条
の
制
限
と
い
う
趣
旨
が
実
現
で
き
る
と
し
て
、
後
述
の
よ
う
に
加
賀
山
教
授
は
移

転
説
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
直
接
訴
権
は
飽
く
ま
で
も
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
転
貸
料
債
権
を
取
得

で
き
る
権
限
で
あ
り
、

賃
借
人
が
転
借
人
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
、
ま
た
、
そ
の
債
権
に
限
界
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し



て
、
賃
貸
人
が
転
借
人
の
物
の
上
の
先
取
特
権
を
行
使
で
き
る
の
は
、
三

一
二
条
で
先
取
特
権
の
つ
い
た
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
賃

料
債
権
を
取
得
す
る
か
ら
で
あ
り
、
直
接
訴
権
を
前
提
と
し
、
そ
の
帰
結
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
賃
借
人

の
債
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
見
の
優
先
的
な
い
し
排
他
的
代
位
権
と
い
う
構
成
で
も
可
能
で
あ
り
、
起

草
者
の
意
思
は
明
瞭
で
は
な
い
の
で
、
起
草
者
の
意
思
か
ら
は
い
ず
れ
の
構
成
を
是
と
す
べ
き
か
は
決
定
で
き
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

主

鯛

(・
)

袈

山
茂

「民
法
六

一
三
条

の
直
接
訴
権

《
　
・
巨

・
・・・
…

》
・

つ
・
て

(
一
)
・
阪
大
法
学

一
・
二
号

(昭
五

二
)
七
二
頁
以
下
.

の

(2
)

ち
な

み
に
各
国

の
こ
の
問
題
に
関
す
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
加
賀
山

・
前
掲
論
文

(
一
)
阪
大
法
学

}
〇
二
号
八
三
一
八
四
頁
に
紹
介
が
さ
れ

幽

て

い
る
・
そ
れ
に
よ
る
・
・
例
え
ば
イ
タ
・
ア
旧
民
法
典
で
・
・
転
貸
借
契
約

の
転
借
人

の
霧

の
範
囲
・
限
ら
れ
・
…

ま
・
・
前
払
を
も

・

囎

て
賃
貸
人
に
対
抗

で
き
な

い
・
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
.
な

お
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、

.あ

考

窺

定

は
な
柔

取
特
権
だ
け
で
対
処
す
る
よ

回

う

で
あ
り
、
但
し
賃
貸
借
契
約
終
了

に
よ
る
目
的
物

の
返
還

に
つ
い
て
は
、
賃
貸
人
に
転
借
人
に
対
す

る
直
接

の
返
還
請
求
権

が
認

め
ら
れ

(B

簾

G
B
五
五
六
条
三
項
)
、

・
れ
・
併
存
的
霧

裂

・
分
析
・
れ
て

・
…

う

・
・
で
あ
・
.

鋤

(
・
)

本
条

の
担
当
で
は
な

い
が
起
募

員

の
簿

士
・
、
・
の

.民
法
要
馨

之
二
物
権
編
・

(有
斐
閣
復

刻
版
;

一五

責

で
・
、
転
借

人
の
動
産

優

へ
の
先
取
特
権

に
つ
き
、
次

の
よ
う

に
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
此
権
利
を
賃
貸
人
に
与

へ
た
る
理
由
は
他
な
し
。
若
し
賃
借

人
が
其
権
利

の
譲
渡

渤

又
・
賃
借
物

の
転
貸
を
為
さ
ざ
れ
ば
、
賃
貸
人
・
其
動
産
・
付

・
先
取
特
権
を
有
す
べ
き
も

の
・
す
る
は
其
当
を
得

ざ
れ
ば
な
り
.
況

や
賃
貸
人

位

は
往
々
賃
借
人
の
動
産
と
転
借
人

の
動
産
と
を
識
別
す
る
こ
と
を
能

は
ざ

る
に
於

て
を
や
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
。

翫

(
4
)

碧

山
整

の
分
析

に
よ
る
と
・
霧

か
ら
規
定
し
た
ほ
う

が
転
借
人
の
霧

の
藷

に
賃
貸
人
の
権
利

が
制
限
さ
れ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し

醜

や
す

い
と
起
薯

が
考
え
て

い
た
・
と
が
、
そ
の
理
由
と
さ
れ
て

い
る

(加
賀
中

前
掲
論
文

(
一
)
阪
大
法
学

δ

二
号
八
五
頁
).

H

(
5
)

加
賀
山
教
授
は
、
後
述

の
よ
う

に
三

一
四
条

は
直
接
訴
権

の
制
度
と
三

一
二
条
と
の
帰
結

で
あ
る
と

い
う
。
確
か
に
、
転
借
人

の
動
産

に
つ
い

て
は
そ
う

い
え
る
し
、
ま

た
、
転
借

人
を
自
分
の
債
務

の
範
囲

に
限
定
す

る
意
図

で
六

=
二
条

一
項
が
作

ら
れ
た
経
緯

に
も
合
致
す

る
が
、
転
貸

料
債
権

の
先
取
特
権

に

つ
い
て
は
三

一
二
条
か
ら
当
然

に
で
て
く
る
も

の
で
は
な

い
の
で
、
少
な
く
と
も

こ
れ
に

つ
い
て
の
先
取
特
権

に

つ
い
て

は
直
接
訴
権
と
は
別
個

の
制
度
と
理
解
し
て
お
い
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

91

(6
)

そ
の
た
め
、
柚
木
馨

・
高
木
多
喜
夫

『
担
保
物
権
法

(第
三
版
ご

(昭
五
七
)
六
二
頁
は
、
「
譲
受
人
や
転
借
人
が
他
人

の
債
務

の
た
め
に
自
己

の
動
産

の
上
に
先

取
特
権
を
行
使
せ
れ
る
も

の
と
す

る
の
は
、
酷

に
す
ぎ
る
。
賃
貸
人

の
保
護

は
物
上
代
位

の
範
囲
に
こ
れ
を
止
む

べ
か
り
し
も



の
で
あ
ろ
う
L

と
述

べ
る
の
で
あ
る
。
立
法
論
と
し
て
は
、
賃
借
権

の
譲
渡
代
金
債
権

や
転
貸
料
債
権

へ
の
先
取
特
権

に
限
定
す

べ
き
で
あ
る
と

　9

い
う
趣
旨
で
あ
る
。

〔75
〕一に

民
法
制
定
後
の
理
解

以
上
の
起
草
過
程
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
六

=
二
条

の
直
接
訴
権
の
規
定
は
、
二

つ
の
意
味
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

㈲

三

一
四
条

の
先
取
特
権
の
制
限

先
ず
、
三

一
四
条
で
の
議
論
を
受
け
て
六

=
二
条
が
制
定
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
か
ら
分
か

一

る
よ
う
に
、
蕃

人
の
賃
借
人
に
対
す
る
債
権
の
た
め
の
先
取
特
権
を
蕃

人
の
動
産
に
拡
大
す
る
三

西

条
の
規
定
に
つ
き
、
転
借
人

叢

の
債
務

の
範
囲
内
に
限
定
を
す
る
と
い
う
血忌
味
が
あ
る
・

論

確
か
に
六

=
二
条
の
制
定
に
際
し
て
は
そ
の
よ
う
な
意
識
が
あ

っ
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
三

一
四
条
が
六

=
二
条

で

律

ど
う
制
限
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
点
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
加
賀
山
教
授
は
直
接
訴
権
を
移
転
説
で
構
成
す
る
た
め
、
賃

貸
人
は
三

一
二
条
の
先
取
特
権
を
伴
う
賃
借
人
の
賃
料
債
権
を
六

=
二
条

一
項
の
直
接
訴
権
に
よ
り
取
得
で
き
、
こ
の
こ
と
を
三

一
四
条

法一

は
確
認
し
た
に
す
ぎ
三

、
位
置
づ
け
、
。
、
に
よ
り
、
転
借
人
の
責
任
の
自
分
の
債
務

へ
の
限
定
を
動
産
に
つ
い
て
の
先
取
特
権
に
つ

い
て
も
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
起
草
者
が
そ
の
よ
う
な
理
解
を
本
当
に
し
て
い
た
の
か
は
疑
問
で
あ
り
、
寧
ろ
併
存
説
に
よ
っ

て
い
た
と
さ
え
と
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
併
存
説
で
は
、
六

=
二
条
と
三

一
四
条
は
別
個
の
制
度
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
二
つ

の
保
護
が
重
畳
す
る
だ
け
で
あ
り
、
六

=
二
条
が
転
借
人
の
債
務
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
に
三

一
四
条
の
制
限

に
結
び
つ
か
な
い
は

ず
で
あ
る
。

　α

賃
貸
人
の
保
護

更
に
直
接
訴
権
が
そ
の
訴
権
を
認
め
ら
れ
る
賃
貸
人
の
保
護
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
便

利
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
転
貸
借
の
場
合
に
つ
い
て
三

一
四
条
で
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
復
代
理



や
下
請
け
な
ど
と
異
な
り
直
接
訴
権
の
規
定
を
置
く
意
義
は
殆
ど
な

い
。
こ
れ
が
旧
民
法
で
直
接
訴
権
規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
理
由
と

推
察
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
取
特
権
に
基
づ
い
て
債
権
質
同
様
に
取
立
権
を
認
め
れ
ば
、
直
接
訴
権
に
よ
る
必
要
性
も
な
い
は

ず

で
あ
り
、
そ
の
存
在
意
義
は
非
常
に
不
明
に
な
る
。

一

そ
し
て
、
六

=
二
条
に
つ
い
て
は
起
薯

の
梅
博
士
が
直
接
訴
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ーフ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
解
釈
に
倣
っ
た

ヨ

も

の

で
あ

る

こ
と

を
そ

の
教

科
書

で

は

明
言

し

て

い
た

に

も

か

か
わ

ら
ず

(但

し
起
草
過
程
で
は
直
接
訴
権

と

い
う
言
葉
は

一
度
も

口
に
し
て

い

鯛

な

い
)
、

民

法
施

行

後

の
学

説

.
判

例

は

後

述

の
よ

う

に

こ
の
規

定

に
特

に
注

目

す

る

こ
と
な

く

、

単

に
賃

貸

人

保

護

の
た

め

に
直

接

の
請

吻

求
を
認
め
た
餐

的
規
定
と
い
・
た
程
度
の
理
解
し
か
し
て
・
な
か
・
た
・
・
ろ
で
あ
蒐

し
か
敷

そ
の
蕃

人
保
護
の
中
身

換
言

服

す

れ
ば
直
接
の
請
求
を
認
め
る
こ
と
の
法
的
嚢

が
券

に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
・
た
・
直
接
訴
権
の
法
的
嚢

に
つ
い
て
は
、

芳

収翻

で
、
同
様
に
直
接
の
請
求
を
認
め
る
債
権
者
代
位
権
ま
た
債
権
に
対
す
る
強
襲

行
と
の
関
係
、
他
方
で
、
債
権
の
優
先
的
回
収
と
い
、フ

蝋

担
保
目
的
か
ら
は
、
法
定
担
保
た
る
先
取
特
権
と
の
関
係
で
、
そ
の
存
在
意
義
が
解
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
.
起
草
者
の
理
解
に
つ
い
て

概

は
詳
し
一
は
後
述
す
る
・
と
に
し
て
・
要
点
を
先
ず
こ
・
で
確
副署

し
て
お
・
う
.

の権

①

先
取
特
権
と
の
関
係

後
述
す
る
よ
う
に
、
殆
ど
先
取
特
権
と
は
別
に
直
接
訴
権
を
認
め
る
意
義
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
次

位猷

の
代
位
権
と
先
取
特
権
と
の
関
係
に
お
い
て
も
一・口え
る
.芝

で
あ
り
、
債
権
質
同
様
に
、
先
取
特
権
に
基
づ
い
て
債
磐

が
自
己
の
名
で

撒

取
り
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
他
の
債
権
者
を
排
除
で
き
る
の
で
、
代
位
権
に
も
直
接
訴
権
に
も
よ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
の

で
あ
る
。

②

債
権
者
代
位
権
と
の
関
係

債
権
者
代
位
権
と
の
関
係
で
は
、
六

=
二
条
の
直
接
訴
権
制
度
は
二
つ
ほ
ど

の
意
義
を
有
す
る
で

あ
ろ
う
・
①
先
ず
・
直
接
訴
権
で
は
、
債
務
者
の
無
資
力
要
件
が
不
要
で
あ
る
。
②
次
に
、
債
権
者
代
位
権
と
い
う

債
務
各
σ
責
任
財
産

ヨ9

を
総
債
権
昔
砂
た
ぬ
に
る
σ
代
表
ど
レ
で
保
全
か
む
と
い
う
制
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
来
な
ら
ば
債
務
者

へ
の
支
払
い
ま
た
は
供
託
し
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か
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
制
度
は
債
権
回
収
制
度
で
あ
る
の
で
自
分

へ
の
支
払
い
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
後

者

の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
判
例
に
よ
れ
ば
代
位
債
権
者
は
自
分
へ
の
支
払
い
を
請
求
で
き
る
の
で
、
特
別
の
利
点
と
い
う

こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
差
押
え
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
く
と
、
債
権
の
差
押
え
そ
し
て
取
立
に
つ
い
て
は
、
債
務
者

の
無
資
力

と

い
う
要
件
は
不
要
と
な
る
が
、
債
務
名
義
が
必
要
に
な
り
、
六

=
二
条
は
こ
れ
と
の
関
係
で
は
債
務
名
義
な
し
に
第
三
債
務
者
か
ら
の

(2
∀

取
立
を
可
能
に
す
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

一

(主1
)

別

義

我
秦

『債
馨

論
中
巻

三

昭
三

四
六
二
真

義

(2
)

債
権
者
代
位
権
と
債
権

の
強
襲

行
手
続
き
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
・
磯
村
保

・債
権
者
代
位
権
に
基
づ
く
金
銭
債
権

の
回
収
L
磯
村
保
他

・民

法
ト
ラ
イ
ア

ン
グ

ル
教
室
』

(平

一
一
)
二
〇
七
頁
以
下
及
び
そ

の
引
用
文
献
参

照
。

論律

〔76
〕

法

ω

直
接
訴
権
を
認
め
る
根
拠

　a

六

=
二
条

の
趣
旨

げ

賃
貸
人
保
護
の
中
身

右
に
見
た
よ
う
に
、
六

=
二
条
は
債
権
者
代
位
権
と
の
関
係
、
ま
た
債
務
名
義
が
不
要
と
い
う
点
で
債

権

の
差
押
と
の
関
係
に
つ
き
、
法
的
な
存
在
意
義
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ま
で
の
学

説
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
程
度
の
意
義

の
み
を
想
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

起
草
者
が
直
接
訴
権

の
規
定
と
い
う

こ
と
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
次
に
述
べ
る
が
、
民
法
施
行
後
の
学
説
に
も
、
賃
貸
人
保
護
の
中
身

に

つ
い
て
あ
る
程
度
説
明
を
試
み
る
者
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
中
島
博
士
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
と
、
「転
貸
人

(賃
借
人
)
が
転



借
人
よ
り
借
賃
を
得
る
も
之
を
賃
貸
人
に
支
払
わ
ざ
る
と
き
は
賃
貸
人
は
独
り
損
害
を
受
け
転
貸
人
は
他
人
の
財
産

に
依
り
て
利
得
を
な

(
1

)

す

の
不
都
合
を
生
ず
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
る
が
故
に
、
六

一
三
の
規
定
を
お
い
た
と
説
明
し
、
ま
た
、
村
上
博
士
は
、
賃
借
人
が
転
借
人
か

ら
賃
料
を
受
け
て
こ
れ
を
賃
貸
人
に
支
払
う
の
は

「往
々
無
用
の
手
数
な
る
の
み
な
ら
ず
、
賃
借
人
が
転
借
人
よ
り
受
領
し
た
る
借
賃
を

更

に
賃
貸
人
に
支
払
わ
ざ
る
に
因
り
独
り
賃
貸
人
の
み
損
害
を
蒙
る
の
不
条
理
を
生
ず
る
こ
と
な
し
と
せ
ず
、
此
の
不
便
を
防
ぎ
且
此
の

[

・

(
2

)

、

ヨ

不

条

理

を

避

く

る

為
L

(
原
文
カ
タ

カ
ナ
)

六

=

二
条

一
項

が
規

定

さ

れ

た

も

の

と
説

明
を

し

て

い
る
。

輔

し
か
し
、
そ
の
後
、
・
の
賃
貸
人
を
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
転
貸
料
か
ら
優
先
的
寮

権
欝

収
寄

重

言

と
い
・
た
警

・

吻

は
、
六

=
二
条
の
説
明
で
は
特
に
強
調
さ
れ
る
・」
と
は
な
妥

・
て
で

.
単
に
直
欝

粟

を
認
か
雰

が
餐

的
で
蓼

と
い
・
た

度制

程
度

の
説

明

が

さ

れ

る

に
止

ま

る
よ
う

に
な

っ
て
し

ま

う
。

収鞭

と
。
う
が
、
昭
和
五
。
年
代
銭

.
て
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
亡心
れ
ら
れ
て
い
た
直
接
訴
権
と
い
穂

拠
づ
け
が
、
先
の
加
加貝
山

蜥

教
授

の
論

文

に

よ

り

発
掘

さ

れ

る

。
既

述

の
よ
う

に
本

規

定

は

旧
民

法

に
は

な
く

(転
貸
に
つ
い
て
の
財
産
編

一
三
四
条
に
こ
の
よ
う
な
規
定
は

翫

な
か
・
た
)・
現
行
民
法
の
譲

に
際
し
て
浮
上
し
て
き
窺

定
で
あ
る
・
フ
ラ
ン
ス
法
を
受
け
継
い
だ
本
来
の
趣
旨

に
よ
れ
ば
・
六

=
二

の権

条
は
直
接
訴
権
を
導
入
し
た
規
定
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
直
接
の
請
求
権
を
認
め
た
便
宜
的
規
定
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
賃
貸
人

位猷

に
賃
借
人
に
対
す
る
債
権

(義

債
権
)
に
つ
養

借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
債
権
か
ら
優
先
的
な
回
収
を
可
能
に
す

る
と
い
・つ
制
度
と
い

購

う

こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
起
草
者
が
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
そ
の
意
義
を
理
解
し
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
く
、
民
法
修
正
案
理
由

引

書

ξ

六

一
三
条

(そ
の
当
時
の
案
で
は
六
一
二
条
)
に
つ
き
次
の
考

な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
ゑ

「本
条

一
項
は
、
転
貸
の
場
合
に
於
け
る
賃
貸
人
の
利
益
を
保
護
せ
る
も
の
な
り
」
。
「既
に
賃
貸
人
の
承
諾
あ
り
と
す
れ
ば
之
に
与
ふ

る
に
転
借
人
に
対
す
る
直
接
の
権
利
を
以
て
す
る
も
可
な
り
。
本
案
三

=

条

〔現
三

一
四
条
〕
に
は
既
に
賃
貸
人

の
先
取
特
権
は
転
借

　9

人

の
動
産
及
び
転
貸
人
の
受
く
べ
き
金
額
に
も
及
ぶ
と
せ
る
を
以
て
今

一
層
之
を
拡
張
し
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
と
の
間
に
は
直
接
の
権
利
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関
係
を
生
ぜ
し
む
る
も
何
の
付
加
が
あ
ら
ん
。
亦
転
借
人
に
あ
り
て
も
賃
貸
人
に
対
す
る
義
務
の
範
囲
は
唯
自
己
が
転
貸
借
に
因
り
て
負

担
し
た
る
も
の
に
止
ま
り
、
先
き
の
賃
貸
借
契
約
に
因
り
て
賃
貸
人
の
負
担
せ
る
義
務
の
如
何
に
大
な
る
も
之
に
関
係
を
有
せ
ざ
る
な
り
」

(4
)

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
。

の

賃

貸

人

を
優

先

的

に
保

護

す

る

根

拠

と

こ
ろ

で
、

そ

の
よ
う

な

賃

貸

人

に
優

先

権

を

認

め

る
規

定

で
あ

る

こ
と

は
解

明

さ

れ

た

か

ら

よ

い
と
し

て
、

で
は
、

ど
う

し

て
優
先

的
扱

い
が
さ

れ

る

べ
き

か

と

い
う

点

に

つ

い
て

の
説

明

を

み

て

い
こ
う

。

こ
れ

は

直

接

訴
権

な

い
し
同

様

の
制

度

を

一
般

的

に
認

め

て

い
く

こ

と
を

解

釈

論

と

し

て
考

え

る
立

場

で

は
、

そ

の
認

否

の
基
準

の

た

め

に
参

考

に
な

「

る
も
の
で
あ
る
・
こ
の
点
に
つ
き
三

一
四
条
で
魯

人
に
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
賃
料
債
権
に
つ
い
て
直
裁
に
先
取
特
権
が
認
め
ら

叢

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
趣
旨
と
共
通
の
も
の
と
な
り
え
よ
う
が
、
六

=
二
条
に
つ
き
起
草
者
梅
博
士
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。

論

賃
貸
人
が
賃
借
人
に
対
し
て
し
か
権
利
を
持
た
ず
、
転
借
人
に
対
し
て
権
利
を
持
た
な
い
と
す
る
の
は

「時
と
し
て
不
便
な
き
に
非
ず
。

律

蓋
し
賃
借
人
は
賃
貸
人
に
対
し
て
其
義
務
を
尽
く
さ
ず
、
而
も
転
借
人
は
賃
借
人
に
対
し
て
其
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
稀
な
り
と
せ
ざ
る

べ
し
。
此
場
合
に
於
て
は
賃
借
人
確
り
利
益
を
専
に
し
て
賃
貸
人
は
大
に
損
害
を
被
む
る
の
虞
あ
り
、
而
し
て
是
れ
宣
に
公
平
と
謂
う
べ

法

(5
)

け
ん
や
。
是
に
於
か
本
条
は
賃
貸
人
に
与
ふ
る
に
転
借
人
に
対
す
る
直
接
の
権
利
を
以
て
せ
り
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
。

そ
の
後
の
学
説
は
、
六

=
二
条
の
趣
旨
自
体
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
た
め
、
説
明
が
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、
加
賀
山
論
文
後
の
体

(
6
)

系
書
を
見
る
と
三
宅
教
授
が
こ
れ
と
類
似
し
た
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
但
し
、
先
取
特
権
が
認

め
ら
れ
る
の
で
、
そ

れ
と
の
関
係
、
ま
た
、
先
取
特
権
以
外
に
こ
の
よ
う
な
権
利
を
認
め
る
意
義
に
つ
い
て
は
別
の
疑
問
が
残
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
先
に
指

(
7
)

摘

し

た
通

り

で
あ

る

。

こ

の
点

に

つ
い
て

詳

し

く

次

に

み

て

い

こ
う

。

注(1
>

中
島
玉
吉

『
民
法
釈
義
巻
二
之
下
』

(大
五
)
六
入
五
頁
。

ま
た
、
松
波
仁

一
郎

・
仁
保
亀
松

・
仁
井
田
益
太
郎

『帝
国
民
法

〔
明
治
二
九
年
〕



正
解

第
六
巻

債
権
』
(信
山
社

日
本
立
法
資
料
全
集

別
巻
……
)

一
一
四
七
頁
は
、
直
接

の
関
係
が
な
い
と
す

る
と
、
往

々
に
し

て
賃
貸
人

に
不
利

益
を
来
す
こ
と
が
あ
る

の
で
、

こ
の
よ
う
な
権
利
を
認
め
た
も
の
と
述
べ
る
だ
け

で
あ
る

(直
接
訴
権

と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て

い
な
い
)
。

(2
)

村
上
恭

一

『債
権
各
論
』
(大
三
)
五
九
七
頁
。
横

田
秀
雄

『債
権
各
論
』
(明
四
五
)
五
二
〇
頁
や
大
谷
美
隆

『
債
権
各
論
』
(大

=
二
)

=
二
一二

頁
も
同
様
で
あ

る
。
横
田
博
士
は
、
転
貸
人
11
賃
借
人
が
転
借
人
か
ら
賃
料
を
受
け

て
お
き
な
が
ら
、
賃
貸
人
に
は
賃
料
を
支

払
わ
な

い
こ
と
が

あ
り
え
、
「
賃
貸
人
は
自
己

の
所
有
物

の
使
用
収
益
を
為
さ
し
む
る
の
対
価
と
し
て
其
正
当
に
領
収
す
べ
き
借
賃
を
領
収
せ
ざ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
賃

ト

借
人
は
他
人
の
所
有
物
を
使
用
収
益

せ
し
め
借
賃
を
受
取
り
不
当

に
利
得
を
為
す
の
不
公
平
な
る
結
果
を
生
ず
る
に
至
る
べ
し
」、
ま
た
、
賃
貸
人

に

が
転
借
人
に
自
分
に
履

行
す
る
よ
う
請
求
す
る
権
利
が
な

い
と

「
実
際
上
き
わ
め
て
不
便
に
し
て
其
利
益
を
十
分
に
保
護
す
る
こ
と
を
得
ず
」

(原

鯛

文
多

カ
ナ
)
と
・
う

・
と
を
、
六

一
三
条

一
項

の
根
拠

・
し
・
挙
げ

・
・
る
.

切

(
・
)

碧

山
茂

「
民
法
六

一
三
条

の
直
接
訴
権

　
什・・
轟

・
・
け・
・

つ
・
て

(
こ

三

.
完
)
・
阪
大
法
学

一
・
二
号

一
・
三
号

(昭
五
三

.
ま

度

た
、
座
談
会

「
民
法
を
語

る
⑫

民
法
六

=
二
条

の
直
接
訴
権

(上
)

(下
)
」
ピ
9
≦

ω
臼
o
皇

二
〇
号
、
三

一
号

(昭
五
六
)
も
参

照
。
そ

の
後
、
六

囎

一
三
条

は
直
接
請
求
権

(訴
権

を
認

め
、
債
権
者
平
等

の
原
則
を
修
正
し

た
も

の
で
あ
る
・
と
を
体
垂

・
で
も
記
述
す
る
も

の
が
現
わ
れ
て

い

翻

・

三

宅
正
男

.契
約
法

(各
論
)
下
巻
・

(平
元
)
七
八
九
頁
)
.
し
か
し
、
多
あ

教
科
重
日
は
、
袈

山
論
文

の
後
も

。
の
占
…。
つ
き
詳
し
註

債

述

べ
る
こ
と
は
な

い
。

カ知

(4
)

広
中
俊
雄
編
著

『
民
法
修
正
案

(前
三
編
)

の
理
由
書
』
五
入
七
頁
。

優

(5
)

梅
謙
次
郎

『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』

(有
斐
閣
復
刻
版
)
六
五
六
頁
。

の権

(6
)

三
宅
正
男

『契
約
法

(各
論
)
下
巻
』

(平
元
)
七
八
九
頁

で
は
、
「
賃
借
人
が
転
借
人
に
対
し
て
有
す
る
転
借
料
や
転
借
物

の
滅
失
殿
損
に
よ
る

盤

馨

賠
償
の
債
権
・
、

賃
借
物
自
体
ま
た
は
そ

の
使
用

の
対
価
…

変
形
だ
か
・
、
・
れ
を
賃
借
人

の

一
般
財
産
と
区
別
し
て
、
賃
貸

人
の
債

者

権

に
基
づ
く
先
取
り
を
認
め
る
根
拠
が
あ

る
」
と
説
明
さ
れ
る
。

醜

(7
)

な
お
・
鑑

人

が
借
地
上

の
建
物
を
暮

す
る
場
合

に
は
・
土
地

の
転
貸
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
・

土
地

の
使
用
分
も
建
物

の
暮

料

に

H

・
含
・
れ
…

の
で
、
六

≡

条
藁

堆
適
用
す
・
余
地
が
・
ゑ

〔
。
げ

転
貸
料
債
権

へ
の
先
取
特
権
に
つ
い
て

民
法
は
・
六

一
三
条

の
覆

訴
権
の
他
に
・
ご
一
一
四
条
で
塾

先
取
特
権
と
し
て
・

(

　9

転

貸

料

に

つ
き

賃
貸

人

が
先

取

特
権

を
持

つ
こ
と

を

肯
定

し

て

い
る
。

し

か
し

、

転

借

料

に

つ

い
て
は

、

転
借

人

の
持

ち

込

ん

だ

動
産

へ



(
1

V

8

の
先
取
特
権
と
は
異
な
り
、
債
権
に
対
し
て
先
取
特
権
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三

一
四
条
に
つ
い
て
は
、
「本
条
の
規
定
は

9

其
精
神
に
於
て
や
や
第
三
〇
四
条
に
類
す
る
所
あ
り
と
錐
も
亦
大
に
其
趣
旨
を
異
に
せ
る
こ
と
は
敢
て
蝶

々
を
侯
た
ざ
る
べ
し
」
と
言
わ

(
2
)

れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
民
法
で
は
、
果
実
と
い
う
こ
と
及
び
物
上
代
位
の
適
用
に
よ
り
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で

あ

る

(↓

〔73
〕
)。

　げ

転
貸
料

へ
の
先
取
特
権

の
根
拠

三

一
四
条
の
転
借
料

へ
の
先
取
特
権
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
右
に
述

べ
た
よ
う
に
起
草
者

は
物
上
代
位
に
類
似
す
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
学
説
も
特
に
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し

い
説
明
を
す
る
も
の

は
な
い
。

叢

①

物
上
代
位
と
同
趣
旨
の
制
度
と
す
る
理
解

起
草
老
梅
は
、
物
上
代
位
の
精
神
に
類
す
る
と
い
っ
た
程
度

の
説
明
で
あ

っ
た
が
、

論

そ

の
後

・物
上
代
位
の
思
想

の
現
わ
れ
で
あ
る
か
ら
・
至
当
な
も
の
で
あ
華

・物
上
代
位

(…
)
の
理
論
を
適
用
し
た
結
果
で
み

・
て
・

(
4

V

(
5
)

律

三
〇
四
条
を
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
L
、
コ
一二

四
条
後
段
は
物
上
代
位

(三
〇
四
条
)
の
趣
旨
に
基
づ
く
L
な
ど
と
、
物
上
代
位
と
全
く

(
6
)

法

同

じ

か

の
よ
う

な

説

明
が

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

そ

の
他

、

こ

の
よ
う

な

説

明

を
す

る
学

説

は
多

い
。

一

②

物
上
代
位
と
は
異
な
る
と
い
う
理
解

・
れ
に
対
し
、
物
上
代
位
と
は
委

る
制
度
で
あ
る
と
位
置
づ
け

る
学
説
も
あ
る
・
起

草
者

の
梅
博
士
も
三

一
四
条

の

「規
定
は
其
精
神
に
於
て

第
三
〇
四
条
に
類
す
る
所
あ
り
と
錐
も
亦
大
い
に
其
趣
旨
を
異
に
せ
る
こ
と

(7
)

は
敢
て
蝶

々
を
侯
た
ざ
る
べ
し
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
と
述
べ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
学
説
と
し
て
は
少
数
な
が
ら
物
上
代
位
と
異
な
る
と

い
う
学
説
が
あ
る
。

例
え
ば
、
山
下
教
授
は
、
こ
の
制
度
を
物
上
代
位
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
「何
と
な
れ
ば
、
物
上
代
位
は
本
来
の
客
体
が
変
形
し

た
場
合
に
、
そ
の
変
形
物
の
上
に
権
利
を
行
は
し
め
る
制
度
な
る
も
、
三

一
四
条
後
段
に
所
謂
金
額
は
賃
借
権
の
変
形
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
賃
借
権
は
先
取
特
権
の
客
体
で
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
立
法
の
趣
旨
も
亦
物
上
代
位
に
於
け

る
と
同

一
で
は
な
い
」



(
8
)

と

い
う
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
債
権
が
先
取
特
権
の
客
体
と
な
り
、
そ
の
点
で
物
上
代
位
と
同
様
に
弁
済
に
よ

っ
て
消
滅
す

べ
き
債
権
で
あ
る
の
で
、
払
渡
前
に
差
押
え
の
手
続
き
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

以
上
に
対
し
、
直
接
訴
権
を
移
転
説
で
構
成
し
、
三

一
四
条
は
移
転
説
と
三

一
二
条
と
に
よ
る
当
然
の
規
定
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

加
賀
山
教
授
は
先
の
梅
説
明
を
引
用
し
な
が
ら
、
「民
法
三

一
四
条
と
、
民
法
三
〇
四
条
の
物
上
代
位
の
制
度
と
は
、
大

い
に
趣
旨
を
異
に

一

(9
)

に

す

る
も
の
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

用転

③

直
接
訴
権
11
移
転
説

.

六

=
二
条

の
直
接
訴
権
に
つ
き
移
転
説
を
採
用
す
る
加
賀
山
教
授
に
よ
れ
ば
、
三

一
四
条
は
六

一
三
条

の膨

に

つ
き
移
転
説
を
採
用
す
れ
ば
三

=

一条
と
結
び
つ
い
て
当
然
の
帰
結
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
賃
貸
人
に
よ

る
直
接
訴
権
の
行
使

㎜

に
よ
り
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
賃
料
債
権
は
賃
貸
人
に
移
転
し
、
賃
借
人
の
有
し
て
い
た
先
取
特
権
も
担
保
の
随
伴
性
に
よ
り
賃
貸

網

人

に
移
転
す
る
・
と
に
な
る
・
従

・
て
・
三

西

条
と
い
う
の
は
・
直
接
訴
権
の
理
論
か
ら
み
れ
ば
・
当
然
蝋の
規
定
で
あ
る
L
と
さ
れ
麺

　醐

④

評
価
-

優
先
的
代
位
権
説
の
立
場
か
ら

先

の
①
説
も
②
説
も

〔78
〕
の
に
述
べ
る
併
存
説
の
立
場
を
前
提
と
し
て
、
六

一

先

一

嘔

三
条
と
=
=

四
条
と
は
異
な
っ
た
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
③
説
は
三

一
四
条
に
特
別
の
制
度
と
し
て
の
意
義
を
認
め

雌

ず

三

三
条
の
直
接
訴
権
の
帰
結
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
.
同
様

の
結
論
は
、
移
転
説
の
み
な
ら
ず
私
見
の
優
先
的
代
位

猷

権
な
い
し
排
他
的
代
位
権
説
の
立
場
で
も
導
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
・
し
か
し
・
③
説
で
は
・
転
借
人
の
動
産
の
上

の
先
取
特
権
は
説
明

権

で
き
て
も
、
転
貸
料
債
権
は
直
接
訴
権
の
対
象
に
な
る
と
い
う
の
み
で
あ
り
こ
れ

へ
の
先
取
特
権
は
説
明
で
き
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
も

喉

そ
も
直
接
訴
権
は
直
裁
に
担
保
権
が
説
明
で
き
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
三

一
四
条
を
転
貸
料
債
権
に
先
取
特
権

を
認
め
た
制
度
と
し
て
、
六

=
二
条
と
競
合
す
る
が
別
の
制
度
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

9

α

先
取
特
権
者
の
取
立
権
の
有
無
及
び
差
押
え
の
要
否

物
上
代
位
の
場
合
に
は
、
①
債
権
質
と
同
様
に
、
物
上
代
位
を
し
た

9

先
取
権
者
は
債
権
の
取
立
権
を
有
し
、
他
方
で
、
債
務
者
は
債
権
の
受
領
権
を
制
限
さ
れ
、
第
三
債
務
者
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
支
払
い



は
債
権
者
に
対
抗
で
き
ず
、
こ
の
よ
う
な
不
利
益
を
避
け
る
た
め
に
三
〇
四
条

一
項
但
書
で
、
そ
の
よ
う
な
制
限
を
第
三
債
務
者
に
知
ら

oo-

し
め
る
対
抗
要
件
と
し
て
差
押
え
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が

(現
在
の
判
例
で
あ
る
第
三
債
務
者
保
護
説
)
、
②

こ
れ
に
対
し
て
は
、

物
上
代
位
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
先
取
権
者
に
取
立
権
を
認
め
て
債
務
者
の
受
領
権
を
制
限
す
る
と
い
う
結
論
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
、
反
対
す
る
考
え
も
あ
る

(〔78
〕
注
5
参
照
)
。

三

一
四
条

の
転
貸
料
債
権

へ
の
先
取
特
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
点
は
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
。
物
上
代
位
と
全
く
同
じ
で
は
な

い
と
い

う

こ
と
は
、
起
草
者
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
差
押
え
と
い
う
要
件
の
点
に
差
を
認
め
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

一

条
文
上
差
押
え
が
特
に
要
件
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
る
・
学
説
に
は
、
・
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
な

い
も
の

叢

(11
)

が
多
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
規
定
を
物
上
代
位
と
同
様
の
制
度
と
考
え
る
か
で
学
説
が
別
れ
て
く
る
。

論

①

差
押
必
要
説

先
ず
、
物
上
代
位
と
同
様
の
制
度
と
理
解
す
る
も
の
は
、
差
押
え
を
必
要
と
す
る
。
例
え
ば
、
「賃
貸
人
が
こ
の
(
12
V

律

先
取
特
権
を
行
使
す
る
に
は
、
三
〇
四
条

の
趣
旨
か
ら
み
て
こ
れ
ら
の
金
額
の
払
渡
し
前
に
差
押
え
を
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
さ
れ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
林
教
授
も
、
「金
銭
が
債
務
者

(賃
借
人
)
に
払
い
渡
さ
れ
た
後
に
は
特
定
性
を
失
う
か
ら
、
先
取
特
権
は
行
使
し

法

(13
)

(14
)

㎝

え
富

な
る
と
蟹

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
述
べ
る
.
そ
の
値

古
く
か
ら
、
差
押
え
を
要
求
す
る
学
説
は
多
い
.

。
れ
は
物
上
代
位

の
議
論
に
お
け
る
特
権
説
ま
た
差
押
え
の
位
置
づ
け
に
お
け
る
特
定
性
保
持
説
の
影
響
、
特
に
後
者

の
影
響
が
大
き

い
も
の
と
い
え
る
で

あ

ろ
う
。

他
方
で
、
物
上
代
位
と
は
異
な
る
制
度
で
あ
る
と
い
う
学
説
も
、
「
こ
の
場
合
に
於
け
る
先
取
特
権
の
客
体
は
、
前
述
し
た
る
が
如
く

一

定

の
金
額
を
受
く
べ
き
債
権
で
あ
る
か
ら
、
其
の
払
渡
に
よ
っ
て
客
体
の
消
滅
を
生
ず
る
に
至
る
が
為
め
」
、
払
渡
前

に
差
押
え
る
こ
と
が

(15
)

必

要

で
あ

る

と

し

て

い
る
。

②

差

押

不

要

説

こ
れ

に
対

し

、

差

押

え

を
要

し

な

い
と

い
う

考

え
も

あ

る
。

薬

師

寺
博

士

は
、

次

の
よ
う

に

述

べ

て

い
る
。



差
押
え
を
必
要
と
す
る
学
説
は
、
「
い
っ
た
ん
其
金
額
を
払
渡
し
他
の
金
銭
と
混
同
し
た
る
後
に
到
っ
て
、
先
取
特
権
を
行
は
し
む
る

は
、
他
の
債
権
者
を
害
す
る
か
ら
い
け
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
然
し
債
権
が
先
取
特
権
の
物
体
た
る
場
合
に
は
、
理
論
上
其
債
権
の
差

押
を
為
す
こ
と
な
し
に
、
先
取
特
権
を
行
使
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
物
上
代
位
の
場
合
は
、
明
文
規
定
を
設
け

て
特
に
其
例
外
を
定

一

め
た
も
の
、
解
す
べ
く
、
従
.
て
例
鹸

疋
を
置
か
な
い
此
先
取
特
権
に
付
い
て
は
其
行
使
に
債
権
の
差
押
を
必
要
、
し
な
い
も
の
、
解

ヨ

さ

な

け

れ

ば
な

ら

ぬ
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)

。

輔

・
の
考
え
は
、
債
権
に
先
取
特
権
の
効
果
が
及
ぶ
と
き
は
、
債
権
質
と
同
様
に
当
然
に
差
押
え
を
要
す
る
・
と
亨

取
立
を
す
る
・
と

吻

が
可
能
で
あ
り
・
特
に
三
。
四
条
の
考

な
例
外
が
規
定
さ
れ
て
い
な

い
限
り
そ
の
通
り
に
な
る
と
い
、つ
論
理
で
あ
葡

し
か
し
・
債
権

度制

質
に
お
い
て
は
、
物
上
代
位
に
お
け
る
差
押
え
で
そ
の
代
わ
り
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
第
三
債
務
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
は
、
ち
ゃ
ん
と

収襯

要

求

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る

三

六
四
奎

項

・
よ
る
四
山八
七
条

一
項
の
準
用
)
.

債的

主

先

.、'

暫

優

(1
)

富
井
政
章

『
民
法
原
論
第
二
巻
物
権
』
(明
三
九
)
三
七
〇
頁
、
薬
師
寺
志
光

「借
地

二
因
ル
先
取
特
権
ヲ
論
ズ
」
『横

田
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』

勧

(杢

三

四
六
頁
な
ど
・
古
く
か
ら
そ
の
金
額
を
受
け
る
債
権
が
先
取
纏

の
目
的

で
あ
…

が
認
め
ら
れ
・
・
る
・

な
お
・

・
民
法
で
・
・

撒

債
権
担
保
璽

五
・
条

二
項
で
、
蕃

権

の
蓑

ま
た
は
転
貸

の
場
合
・
、
.先
取
特
権

ハ
第

=
三

条

〔
=
三

条

の
誤
り

か
〕

・
従

・
軽

又

者

ハ
転
貸
ノ
代
価
ト
シ
テ
主
タ

ル
賃
借
人
ノ
受
取

ル
可
キ
金
額

二
及
プ
但
前
払
ヲ
以
テ
賃
貸
人

二
対
抗

ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
規
定
が
さ
れ

て
い
た
。

醜

(2
)

梅
嚢

郎

・民
法
要
義
巻
之
二
物
権
編
』

(明
四
四
年
訂
正
需

改
版
の
復
刻
版
に
よ
る
と

一藝

貢

・

H

(3
)

我
妻
栄

『新
訂
担
保
物
権
法

(民
法
講
義

m
ご

(昭
四
三
)
八

一
頁
。

(4
)

柚
木
馨

・
高
木
多
喜
夫

「担
保
物
権
法

〔第
三
版
〕
」

(昭
五
七
)
六
二
頁
。

(5
)

川
井
健

「民
法
概
論

2
物
権
」

(平
九
)
三
〇
〇
頁

(同

『担
保
物
権
法
」

(昭
五
〇
)
三
〇
五
頁
も
同
じ
)
。
高
木
多
喜
夫

『
担
保
物
権
法

〔新

版
ご

(平
五
)

四
三
頁
も
、
物
上
代
位

の
法
理

に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
三
〇
四
条
を
拡
張
す
る
も

の
で
あ
る
と

い
う
。
椿
寿
夫
編

「
担
保
物
権

ユー0

法
』

(平
三
)

二
九
二
頁

(尾
崎
三
芳
)
も
、
物
上
代
位

の
理
論
を
拡
張
し
た
も

の
と
述

べ
る
。



(6
)

勝
本
正
晃

『担
保
物
権
法
論
』
(昭

一
五
)

一
九
五
頁
は
、
「
物
上
代
位

と
同

一
の
立
法
趣
旨

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
明
言
す
る
。
三
潴
信
三

　10

「全
訂
担
保
物
権
法
」

(初
版

・
大
四
)

一
九
三
頁

は

「
物
上
代
位

の
規
定
と
相
似
た
り
」

と
い
い
、
そ
の
理
由
と
し
て

「譲
受
人
又
は
転
借

人
が

譲
渡
人
又
は
転
貸
人
に
対
し
て
支
払
う

べ
き
金
額
は
賃
借
権
又
は
賃
借
物
の
法
律
的
処
分

に
因
り
て
生
じ
た
る
収
益
と
見

る
を
得

べ
き
が
故
な
り
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
と
述
べ
る
。
今
泉
孝
太
郎

『物
権
法
論
』
(昭
四
二
)
二
五
二
頁
も
立
法
趣
旨
は
物
上
代
位
と
同
様

と
い
う
。
そ

の
他
、
石
田
文

次
郎

「
担
保
物
権
法
下
』

七

}
入
貢
、
横
田
秀
雄

『物
権
法
』

(明
三
入
)
六
四
五
頁
な
ど
も
同
様
。

(7
)

梅
謙
次
郎

『民
法
要
義
巻
之
二
物
権
編
』

(有
斐
閣
復
刻
版
)
三
五
三
頁
。

(8
)

山
下
博
章

『
担
保
物
権
法
論
』
(昭
三
)

=
一=

頁
。
小
池
隆

}

『
担
保
物
権
法
論
』

(昭

一
二
)

一
六
四
頁
、
小
林
俊
三

『担
保
物
権

法
』

(昭

一
四
)
八
七
頁
も
同
旨
で
あ

る
。

一

(9
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(
一
)
阪
大
法
学

】
〇
二
号
八
○
頁
注

(36
)
。

叢

(10
)

座
談
会

「
民
法
を
語
る
⑬
民
法
六

一
三
条

の
直
接
訴
権

(上
)
」
い
㊤
≦

ω
。げ
。
o
一
三
〇
号

(昭
五
六
)

一
二
六
頁
に
お
け
る
加
賀
山
教
授
の
発
言
。

(11
)

三
宅
正
男

「
契
約
法

(各
論
)
下
巻
』
(平
元
)
七
九
〇
頁
は
、
三

一
四
条

の
転
借
料

に
対
す
る
先
取
特
権
は

「直
接
訴
権
と
同

一
の
根
拠
に
基
づ

論

く
も
の
で
あ
り
、
賃
貸
人
が
先
取
特
権

の
実
行

と
し
て
転
借
人
に
対
す
る
賃
借
人
の
債
権
を
差
押
え
、
転
借
人
に
対
し
取
立
訴
訟
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
賃
借
人
の
破
産

の
場
合

に
別
除
権
を
行
使

で
き
る
以
上
、
直
接
訴
権
を
認
め
る
必
要
性
は
少
な
い
」
と
述

べ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
す

る
と
、

律

先
取
特
権

の
実
行

と
し

て
は
、
裁
判
外

で
取
立
を
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
差
押
え
を
し
て
取
り
立
て
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

(12
)

川
井
健

『
民
法
概
論
2
物
権
』

(平
九
)
三
〇
〇
頁
。
な
お
、
法
典
調
査
会
の
審
議

の
中
で
、
磯
部
四
郎
委
員
が
、
「
『
…
受
取

ル
ベ
キ
金
額
』
と

↓

云

ふ
以
上

は
既
に
受
取

っ
て
仕
舞

つ
た
も
の
に
は
先
取
特
権
が
及
ば
ぬ
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る

(
『法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録

二
』

(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書

2
)
四
三
八
頁
)
。

(
13
)

林
良
平
編
集

「
注
釈
民
法

(8
ご

(昭
四
〇
)

一
二
八
頁
。
な
お
、
同
じ
く
、
民
法

に
よ

っ
て
債
権

へ
の
先
取
特
権

が
認
め
ら
れ
て

い
る
例
と
し

て
、
公
吏
保
証
金
の
先
取
特
権

(三
二
〇
条
)
が
あ

る
が
、
特
定
債
権

へ
の
先
取
特
権

と
い
う

こ
と
で
、
そ

の
行
使

に
あ
た

っ
て
は
、
三
〇
四
条

の

趣
旨
か
ら
払
渡
し
前
に
差
押
え
を
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(『注
釈
民
法

(
8
ご

(昭
四
〇
)

一
四
二
頁

(甲
斐
道
太
郎
)
、
川
井
健

「
担
保
物
権
法
』

(昭
五
〇
)
三
〇
七
頁
、
伊
藤
進
編
著

「
法
学

ガ
イ
ド

民
法

m

(担
保
物
権
)
』

(昭
六
二
)
二
七
頁

〔伊
藤
進
〕
な

ど
通
説
)。

(
14
)

遊
佐
慶
夫

「民
法
概
論
物
権
篇
』

(大
九
)

二
八
三
頁
、
沼
義

雄

『綜
合

日
本
民
法
別
巻
第
三

担
保
物
権
』

(昭

=
二
)

七
五
頁
、

勝
本

正
晃

『
担
保
物
権
法
論
』
(昭

一
五
)

一
九
五

～
六
頁
。
中
島
玉
吉

『
民
法
釈
義
巻
ニ
ノ
下
』
(大
五
)
六
入
五
頁
、
石
田
文
次
郎

『担
保
物
権
法
論
下
巻
』

(昭

一
一
)
七

一
八
頁
も
、
目
的

が
債
権
で
あ

る
の
で
、
払
渡
し
前
に
差
押
え
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ

る
と

い
う
。
他
方
、
横
田
秀
雄

『物
権
法

論
』

(大

一
〇
)
三

一
七
頁
は
、
三

一
四
条

の

「金
額

は
支
払
以
前

の
も
の
を
意
味
し
賃
貸
人
が
其
特
権
を
保
全
す
る
為
め
に
は
第
三
〇
四
条

の
場



　に

(17
)

三
潴
信
三

『全
訂
担
保
物
権
法
』
(大
四
)

一
九
三
頁
も
差
押
え
を
解
釈
上

は
不
要

と
い
う
が
、
三

一
四
条
は
三
〇
四
条

の
規
定

と
性
質
を
同
じ

輔

-
す

る
た
め
・

(↓
注

(
6
)
)
、
立
法
論
と
し
て
は
差
押
え
を
条
件

・
す
べ
き

で
あ
る
と

・
、先

そ
の
他
、
遊
佐
慶
夫

.民
法
概
論
物
権
篇
・

(大

の

九
)
四
〇
六
頁
も
差
押
え
不
要
説

で
あ
り
、
ま
た
、
田
島
順

『担
保
物
権
法
』
(昭
九
)
五
九
頁
、
今
泉
孝
太
郎

『物
権
法
論
』
(昭
四
二
)
二
五
二

膨

頁
も
差
押
不
要
説
か
・

㎜細蝋

ω

転
貸
料
債
権
を
め
ぐ
・
て
1

六

一
三
条
の
制
度
趣
旨
の
考
察
を
兼
ね
て

概禦

㎎
げ

他
の
制
度
と
の
関
係
-

起
薯

醤

士
の
を

を
忠

と
し
て

賃
料
支
払
霧

が
六
≡

奎

項
の
忠

磐

霧

で
あ

イ散

る
が
、
そ
・
で
規
定
す
る
直
接
の
霧

、
逆
に
い
え
ば
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対
す
る
直
接
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
起
薯

の
梅
博
士
が
、
六

熊

一
三
条

頑

の
権
利
を

・直
接
訴
権
L
と
称
し
て
・
債
権
者
代
位
権
と
先
取
特
権
と
の
比
較
を
し
て
い
蒐

こ
の
説

明
を
忠

に
見
て
い

H

く

こ
と
に
し
た
い
。

の

転
借
料
に
対
す
る
先
取
特
権
と
の
関
係

旧
民
法
で
は
転
貸
料
に
つ
き
先
取
特
権
が
用
意
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
直
接
訴
権

(

3

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
っ
た
た
め
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
両
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
賃

10

貸

人
の
保
護
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
三

一
四
条
で
賃
貸
人
に
つ
き
賃
借
人
の
転
貸
料
に
つ
き
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
別
に

合
と
等
し
く
差
押

の
手
続
き
を
必
要
と
す

る
」
と
、
「
金
額
」
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

(
同
改
版
増
補
六
四
六
頁
も
同
じ
)
。
な

お
、
鳩
山

博
士
述

『
担
保
物
権
法
』

(年
月
日
不
明
)
入

一
～
八
二
頁
に
よ
る
と
、
鳩
山
博
士
も

「
之
等

の
金
額
は
賃
借
権

の
法
律
上

の
処
分

の
た
め
生
じ
た

る
財
産

に
し
て
従

て
三
〇
九
条

〔
三
〇
四
条
の
誤
り

で
あ
ろ
う
〕

の
物
上
代
位

の
趣
旨

に
基
き

て
之
を
以
て
先
取
特
権

の
客
体
と
せ
ん
な
り
」
と

述
べ
て

い
る
。

(
15
)

小
池
隆

一

『
担
保
物
権
法
論
』

(昭

一
二
)

一
六
四
頁
。
山
下
博
章

『担
保
物
権
法
論
』

(昭
三
)

一
三

一
頁
も
先

の
同
旨
を
述

べ
て
い
る
。

(
16
)

薬
師
寺
志
光

「借
地

二
因

ル
先
取
特
権
ヲ
論
ズ
」
『
横
田
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』

(大

一
〇
)
四
九
頁
。



(
2

∀

4

賃

貸

人

の
た

め

の
権

利

を

規

定

す

る

必
要

性

が
な

い

の
で

は
な

い

か
と

い
う

疑

問

が
あ

る
。

こ
れ

に

つ

い
て
は

、

次

の

よ
う

な

点

が
指

摘

10

さ

れ

て

い
る

(
六

=
二
条
と
三

一
四
条

が
別

の
制
度
か
に

つ
い
て
は
、

〔
77
〕
㈲
に
譲
る
)
。

①

先

ず

、

=
二

四
条

の
規

定

は
不

動

産

の
賃

貸

借

に

つ
い
て

の
み
適

用

に
な

る
も

の
で
あ

り

、

動

産

の
場

合

に

は
適

用

に
な

ら

な

い

こ
と

が
指

摘

さ

れ

て

い
る

。

②

次

に
、

果

実

を
も

っ
て
賃

料

と

す

る

場
合

に

は
、

三

　二
〇
条

三
項

に
よ

り

、

賃
貸

人
よ

り

も

強

力

な
先

取
特

権

者

が

い

る

こ
と

か

(3
)

ら

、

六

=
二
条

一
項

の
存

在
意

義

が
あ

る
と

述

べ
て

い
る
。

叢

以

上

に

つ
き

実

際

上

大

き

な
意

味

は
な

く

、

三

一
四
条

と

は
別

に
転

貸

料

債

権

に
直

接
訴

権

を

認

め

る

意
義

は
殆

ど
な

い
と

い

っ
て

よ

い
。

な

お
、

逆

に
六

=

二
条

と

は
異

な

り

、

三

一
四
条

後

段

で
は

、
転

貸

借

が
さ

れ

る
前

の
賃

料

債

権

に

つ

い
て
も

先

取

特

権

が
認

め

ら

論

れ

る

と

い
う

利

点

が

指
摘

さ

れ

て

い

蒐

　

律

α

転
貸
料
債
権

へ
の
拘
束
-

三

一
四
条
と
六

=
二
条

な
お
、
こ
れ
は
先
取
特
権
と
の
差
異
と
し
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い

法

が
、
債
権
に
担
保
権

の
効
力
が
及
ぶ
と
な
る
と
、
第
三
債
務
者
は
債
務
者

へ
の
支
払
い
に
つ
き
拘
束
を
受
け
る
は
ず

で
あ
る
が
、
六

=
二

条

一
項
の
直
接
訴
権
に
つ
い
て
は
、
梅
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
「本
条
の
規
定
は
、
特
に
賃
貸
人
に

与
ふ
る
に
転
借
人
に
対
す
る
直
接
訴
権
を
以
て
し
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
敢
て
賃
借
人
の
権
利
を
奪

い
て
之
を
賃
貸
人
に
与

へ
た
る
に
非

ず
。
故
に
借
賃
前
払
の
場
合
を
除
く
外
、
賃
借
人
は
転
借
人
に
対
し
て
其
義
務
の
履
行
を
求
む
る
こ
と
を
得
べ
く
、
而
し
て
転
借
人
は
其

履
行
を
拒
む
こ
と
を
得
ず
。
而
し
て
後
日
に
至
り
若
し
賃
貸
人
が
転
借
人
に
対
し
其
義
務
の
履
行
を
求
む
る
乏
き
は
転
借
人
は
既
に
賃
借

(
5
)

人
に
対
し
其
履
行
を
為
し
た
る
に
因
り
其
義
務
を
免
れ
た
り
と
答
え
て
可
な
り
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
と
。

ま
た
、
前
払
を
例
外
と
す
る
説
明
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

「転
借
人
が
賃
借
人
に
其
借
賃
を
支
払
ひ
た
る
と
き
は
其
義
務
消
滅
す
る
が
故
に
更
に
賃
貸
人
よ
り
請
求
を
受
く

べ
き
の
理
な
し
。
而



し
て
転
借
人
が
約
定
の
時
期

(又
は
慣
習
上
若
く
は
法
律
上
の
時
期
、
以
下
同
じ
、
次
条
参
照
)
に
借
賃
を
支
払
ひ
た
る
と
き
は
、
固
よ

り
此
原
則
を
適
用
す
べ
し
と
錐
も
、
前
払
即
ち
約
定
の
時
期
前
に
為
し
た
る
支
払
は
之
を
賃
貸
人
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
せ

り
、
是
れ
他
な
し
既
に
本
条
に
於
て
賃
貸
人
に
直
接
訴
権
を
与

へ
た
る
以
上
は
、
転
借
人
は
濫
に
其
意
思
を
以
て
賃
貸
人
の
権
利
を
左
右

[

す

る
。
,
を
得

べ
か
ら
ず
.
殊
に
』剛
払
は
往
々
に
し
て
賃
貸
人
に
損
害
を
加
ふ
る
為
め
薄
膜

と
転
借
人
と
通
謀
し
て
之
を
為
す
。
、
を

ヨ

以

て
特

に
之

を

賃
貸

人

に
対

抗

す

る

こ
と
を

得

ざ

る
も

の
と
し

た
る

な

り
L

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
。

輔

直
接
訴
権
に
つ
き
移
転
説
を
採
用
す
る
加
賀
山
教
授
は
、
三

面

条

の
転
貸
料

へ
の
先
取
特
権
と
六

一
一二
条
の
直
接
訴
権
の
関
係
に
つ

切

き
、
債
権
が
移
転
す
る
の
で
あ
る
か
ら
賃
借
人
が
転
借
人
に
対
し
て
有
す
る
先
取
特
権
も
担
保
の
随
伴
性
に
よ
り
移
転
す
る
の
が
当
妖
…で

搬

あ
り
・
ま
た
・
先
取
特
奪

あ
れ
ば
蕃

人
が
優
先
す
る
と
い
う
だ
け
で
賃
借
人
の
権
利
行
使
自
体
は
否
{疋
さ
れ
な

い
が
・
直
接
訴
権
で

収

(7
v

細

は
賃
借
人
は
権
利
行
使
が
で
き
な
い
と
い
う
差
異
が
あ
る
も
の
と
い
わ
れ
る
。

ネ嶺

私
見
と
し
て
は
こ
う
考
え
た
い
。
債
権

へ
の
先
取
特
権
に
よ
り
、
第
三
債
務
者
た
る
転
借
人
は
賃
借
人
へ
の
支
払
を
債
権
者

(賃
貸
人
)

　概

に
対
抗
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
が
・
三
・
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
り
先
取
特
権
を
対
抗
す
る
た
め
に
は
差
押
え
が
必
要
で
あ
る
.
そ
し
て
、

の権

直
接
訴
権
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
私
見
で
は
優
先
的
代
位
権
と
し
て
構
成
す
る
が
、
担
保
権
で
は
な
い
の
で
賃
借
人

へ
の
支
払
を
無
効
と

位散

す

る
効
力
を
主
張
で
き
な
い
が
、
差
押
え
を
す
る
・
と
に
よ
り
支
払
を
排
除
で
き
、
ま
た
、
他
の
債
権
者
を
排
除
で
き
る
・
と
に
な
る
.

醜

虜

債
権
者
代
位
権
と
の
関
係

次
に
、
債
権
者
代
位
権
と
の
差
異
で
あ
る
が
、
梅
博
士
は

「第
四
二
三
条

の
間
接
訴
権
に
依
れ

州

ば
皆

人
は
自
己
の
権
利
を
行
う
に
非
ざ
る
が
故
に
」
(原
文
多

カ
ナ
)
・
次
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
と
述
べ
殖

①

先

ず

、

代
位

権

の
場

合

に

は
、

「
其

転
借

人
よ

り

得

た

る
も

の
は
己

濁

り

之

を
専

に
す

る

こ
と
を

得

ず

。
必

ず

賃
借

人

の
他

の
債
権

者

と
之

を

分

た

ざ

る

こ
と

を
得

ず

」

(債
権
者
平
等
の
原
則
)
。

と

こ
ろ

が
、

六

=

二
条

一
項

に
よ

る
場

合

に

は

、
「
賃

貸

人

は

自
己

の
権

利

を

051

以

て
転

借

人

に
請

求

を
為

す

が
故

に
、

是

よ
り

得

た
る

も

の
は
全

く

己

の
有

に
帰

す

べ
し

」

と

い
わ

れ

る
。



6

②

ま
た
、
直
接
の
権
朴
を
認
勤
む
む
の
で
あ
る
た
め
、
転
借
人
は
賃
借
人

(転
貸
人
)
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
が
あ

っ
て

10

も
、
賃
貸
人
に
は
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
わ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
、
転
借
人
が
賃
借
人
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
て
相

殺
が
で
き
て
も
、
賃
貸
人
の
請
求
に
つ
い
し
て
は
相
殺
が
で
き
な
い
と
い
う
。

こ
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
明
確
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
債
権
者
代
位
権
は
転
借
人
の
権
利
を
代
位
行
使
す
る
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
直
接
訴
権
の
場
合
に
は
自
己
の
固
有
の
権
利
を
行
使
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
併
存
説
な
い

し
独
立
権
利
説
を
起
草
者
が
考
え
て
い
る

一
つ
の
証
拠
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
に
は
疑
問
が
残
さ
れ
る
。

「

先
ず
・・①
の
点
に
つ
い
て
は
・
賃
貸
人
に
転
借
人
に
対
す
る
直
接
の
債
権
を
認
め
る
の
で
・
賃
借
人
の
債
薯

は
こ
れ
に
干
渉
で
き
な
い

叢

と
い
う
の
は
、
転
用
物
訴
権
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
理
解
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
賃
借
人
の
債
権
者
が
賃
借
人
の
債
権
で
あ
る

論

転
貸
料
債
権
の
行
使
ま
で
排
除
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
こ
と
、
転
用
物
訴
権
に
お
け
る
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
②

の
点
に
つ
い
て
は
、

律

直
接
の
権
利
を
認
め
る
た
め
、
転
借
人
が
賃
借
人
に
対
す
る
債
権
で
賃
貸
人
に
対
す
る
債
務
と
相
殺
が
で
き
な
い
、
即
ち
賃
貸
人
と
転
借

人
と
の
間
に
相
殺
適
状
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
相
殺
が
で
き
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
転
借
人
が
賃
借
人
に
対
し
て
相
殺
を
す
る
こ
と

法一

を
否
定
す
る
説
明
と
し
て
+
分
と
い
え
る
か
は
疑
問
の
残
る
と
・
ろ
で
あ
る
.
そ
・
に
は
相
殺
適
状
が
存
在
す
る
②

で
あ
る

(〔・・
〕
㈲

に
蓬

.

@

一三

四
条
と
の
関
係
一

転
貸
料
以
外

へ
の
先
取
特
権
に
つ
い
て

三

一
四
条
で
は
不
動
産
の
転
貸
借

が
さ
れ
た
場
合
に
、

賃
貸
人
が
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
賃
料
債
権
に
つ
い
て
直
接
に
行
使
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
原
案
の
三

一
五
条

の

審
議

の
際
に
、
転
借
人
が
賃
借
人
に
転
借
料
を
支
払

っ
た
の
に
、
賃
貸
人
が
転
借
人
の
動
産
に
先
取
特
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
は
不
当
な

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
起
草
者
も
そ
の
不
当
な
こ
と
を
認
め
、
現
行
民
法
六

=
二
条

の
審
議
の
際
に
再
審
議
を
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
解
決
の
方
法
と
し
て
は
、
①
転
借
人
の
動
産
に
先
取
特
権
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
直
接
訴
権
を
賃
貸
人
.



に
与
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
転
借
人
の
動
産
の
上
の
先
取
特
権
を
解
放
す
る
と
い
う
も
の
、
及
び
、
②
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対
す
る
債
権
(
9
V

の
範
囲
を
転
借
人
の
債
務
の
範
囲
に
限
定
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
六

一
三
条
を
制
定
し
て
民
法
が
採
用
し
た
の
は
、
②

の
方
法
で
あ

っ
た
。

注

一

(
1
)

梅
謙
次
郎

『
民
法
釈
義
巻
之
三
』

(有
斐
閣
復
刻
版
)
六
五
八
～
六
五
九
頁
。

コ

(
2
)

三
宅
正
男

『契
約
法

(各
論
)
下
巻
』
(平
元
)
七
九
〇
頁

は
、
先
取
特
権

が
認

め
ら
れ
る
の
で
直
接
訴
権
を
認
め
る
必
要
性

は
少
な

い
と
評
す

刷

る
。
三

一
四
条

の
不
動
産
賃
貸
人
の
先
取
特
権
は
賃
貸
債
権

の
み
な
ら
ず

、
「其
不
動
産

の
借
賃
其
他
項
貸
借
関
係
よ
り
生
じ
た
る
賃
借
人
の
債
務
」

転

が
被

担
保
債
権
に
な

っ
て
い
る
。

切

(・
)

起
薯

が
先
取
特
権
・
対
し
・
挙
げ
…

利
点
・
・
れ
だ
け
で
あ
・
か
ら
、
転
借
料
債
権
の
上
の
先
取
特
権
・
基
づ
・
て
債
磐

・
・
暮

渡

人
は
、
転
借
人
か
ら
裁
判
外
で
取
り

た
て
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え

て
い
る
と
見

て
よ

い
で
あ
ろ
う
か
。

卸収

(
4
)

三
潴
信
三

『全
訂
担
保
物
権
法
』

(初
版

・
大
四
)

一
九
二
～
三
頁
、
勝
本

正
晃

『担
保
物
権
法
論
』

(昭

一
五
)

一
九
五
頁
、
石
田
文
次
郎

『担

翻

保
物
権
法
論
下
巻
』
(昭

=

)
七
;

真

蠣

(
三

無

次
郎

.
民
法
釈
義
巻
之
三

債
権
編
・
(有
斐
閣
復
刻
版
)
六
六
・
頁
.
同
五
五
九
頁
で
・
れ
・
対
す
・
唯

一
の
例
外
が
前

払
の
場
A
・
で
あ
る

先

と

い
う

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
六

=
二
条

一
項
と
の
関
係
で
、
転
借
人

の
支
払

い
が
有
効
で
あ

る
と
し
て
も
、
=
=

四
条

と
の
関
係

礪

・
つ
い
て
は
疑
問
が
残

さ
れ
る
.
・
れ
は
、
三
・
四
条

の
物
上
代
位
同
様
・
、
起
薯

が
そ
の
根
元
・
な
る
ボ
ア
・
†

ド

の
考
え
を
+
分

・
理

権

解
し
て

い
た
か
不
明
で
あ
り
、

こ
こ
で
も
支
払

い
を
賃
貸
人
に
対
抗
で
き

る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

盤

物
上
代
位
に
つ
い
て
は
・
先
取
特
権

の
効
力
が
及
び
支
払

・
て
も
当
然
に
無
効
な
は
ず

で
あ
る
の
を

第
三
霧

者
保
護
の
た
め
に
差
塑

と
い

儲

う
公
示
を
要
求
し
…

う
ボ
ア
・
才

ド
の
意
図
が
起
薯

・
充
分
・
理
蟹

れ
・
・
た
か
は
疑
問
の
残
…

ろ
で
あ
・
.
そ
の
た
め
、
物

湘

上
代
位
に

つ
い
て
も
、
第
三
債
務
者
保
護
説

の
根
底
を
な
す
、
債
務
者

の
第
三
債
務
者
に
対
す

る
受
領
権
の
制
限

に
つ
き
、
先
取
特
権
者

は
債
権

質
権
者
と
は
異
な
り
、
第
.三
債
務
者

に
対
し
て
直
接
取
立
権
は
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
先
取
特
権

の
実
行
手
続
き

に
よ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ

て

い
る
と

い
う
理
解
が
さ
れ
、
従

っ
て
差
押

が
あ
る
ま
で
三
〇
四
条

一
項
但
書

が
な
く

て
も
第

三
債
務
者

の
債
務
者

へ
の
支
払

い
は
有
効
で
あ
る
と

し
て
、
第
三
債
務
者
保
護
説
を
批
判
す
る
学
説
が
あ

る

(高
橋
眞

「物
上
代
位

に
基
づ
く
差
押
え
の
意
義
」
銀
行
法
務
21
五
六
九
号

(平

=

)
三

7

七
頁
)。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三

一
四
条
も
同
様
の
解
釈
に
服
す
る

こ
と
に
な
ろ
う

か
。
そ
う
す
る
と
、
先
取
特
権
者
に
は
四
二
三
条

と
は
異
な
り
裁

む1

判
外

の
直
接
取
立
権

は
な
く
、
そ
れ
は
六

=
二
条

に
よ
り
初
め
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。



(
6
>

梅
謙
次
郎

『
民
法
釈
義
巻
之
三
』

(有
斐
閣
復
刻
版
)
六
五
九

～
六
六
〇
頁
。

　10

(
7
)

座
談
会

「
民
法
を
語
る
⑬
民
法
六

=
二
条

の
直
接
訴
権

(上
)
」
ピ
㊤
≦

QQ
爵
8

二
二
〇
号

(昭
五
六
)

一
二
六
頁
、

一
二
七
頁

に
お
け
る
加
賀

山

教
授

の
発
言
。

、

(
8
)

梅
謙
次
郎

『
民
法
釈
義
巻
之
三
』
六
五
八
頁
。

(
9
)

こ
の
あ
た
り
の
状
況
に
つ
き
詳
し
く
は
、
加
賀

山

・
前
掲
論
文

(
一
)
阪
大
法
学

一
〇
二
号
七
三
以
下
参
照
。
な
お
、
篠
塚
昭
次

『新
版
注
釈
民

法

(
15
)
』
(平
元
)
二
人
八
頁

は
、
転
借
人

の
義
務
を
、
「
連
帯
債
務

に
準
じ
た
特
殊
な
債
務

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
」
と

い
う
。

〔79
〕一

、

㊥

六

=
二
条

一
項
の
権
利

の
位
置
づ
け

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
直
接
訴
権
の
根
拠
づ
け
な

い
し
法
的
構
成
に
つ
い
て
は
議
論

叢

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(〔17
〕
以
下
参
照
)
、
わ
が
国

で
は
直
接
訴
権
と
い
う
概
念
自
体
近
時
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
・

論

六

=
二
条
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
は
十
分
な
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
学
説
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
ょ
う
か
。

　

律

ぴ

直
接
固
有
の
権
利
を
認
め
た
と
す
る
学
説

(併
存
説
な
い
し
独
立
権
利
説
)

①

併
存
説
の
構
成

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
起
草
者
は
、
六

一
三
条

}
項
を
直
接
訴
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
賃
貸
人

、

、
、

、

、

、

、

、

、
、

、

、

、

、

(-
)

融

に
転

借

人

に
対

し

て
賃

借

人

11

転
貸

人

の
権

利

と

は

別

の

独
自

の
直

接

の
権

利

を

認

め

た
も

の
と

理
解

を

し

て

い
る
。

即
ち

、

賃

貸

人

の

賃

借

人

に
対

す

る

債
権

、

賃
借

人

一

転

貸

人

の
転

借

人

に
対

す

る
債

権

の
他

に

賃
貸

人

の
転
借

人

に
対
す

る
債

権

を

認

め

る

こ
と

に
な

る
。

但

し

、
賃

貸

人

の
転

借

人

に
対

す

る
債
権

は
賃

貸

人

の
賃
借

人

に
対

す

る
債
権

の

た
め

の

い
わ

ば
従

た

る
存

在

で
あ

り

(弁
済
者
代
位
に
原

債
権

と
い
う

限
界
づ
け
が
あ
る
よ
う

に
)
、

賃

貸

人

の
賃

借

人

に
対

す

る
債

権

と

同

額

に
な

る
。

こ
れ

は
、

六

=

二
条

一
項

の

「
直

接

に
義

務

を

負

う

」

と

い
う

文

言

に
合

致
す

る
も

の

で
あ

り

、
起

草

者

が

こ

の
よ
う

な
意

識

で
あ

っ
た

こ
と

は
、

こ

の
文

言

か

ら
も

窺

わ

れ

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

賃
貸

人

に
対
す

る
、
賃
借

人

の
義

務

と
転
借

人

の
義
務

と

の
関
係

に

つ
い
て

は
、

こ

の
学

説

で

は
併

存

的
関

係

で
二

つ
の
債
権

が
存

在
す
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コ

(賃貸人)(賃 借 人)L(転 借人)
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③排他権説(私 見)

,_一 … 一一一燭 テ使(613条)疑 義 鞭 黎
/、 ▲

X_壁 攣 一→M一_蝉 一→Y
(賃 貸 人)1(賃 借 人),'L、(転 借 人)

コ ノ ヘ ヘ

ロ ノ ヘ へ

1_.一 一一_一 一_一'先 取 特 権 ＼ お

(312条)先 取 特 権

(314条)倉

動 産

613条 とは 別 の制 度

と して 併存 し選 択 的 関係



0

る
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「賃
借
人
と
転
借
人
と
は
各

々
賃
貸
人
に
対
し
客
観
的
に
単

一
の
目
的
を
有
す
る
全
部
義
務

11

を
負
担
す
る
が
」
、
「
そ
の
間
に
は
主
観
的
関
係
を
欠
き
」、
「然
も
、
転
借
人
の
義
務
は
賃
借
人
が
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
い
て
賃
貸
人
に
負

へ
る
義
務
を
法
律
上
伝
承
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
賃
借
人
の
義
務
と
転
借
人
の
そ
れ
と
は
別
個
独
立
の
も
の
で
な
い
」、
「賃
借
人
と
転
借

人
と
は
客
観
的
に
単

一
の
目
的
を
有
す
る
債
務
を
負
担
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
者
の
う
ち
何
れ
か
の

一
方
が
目
的

を
達
す
る
が
如
き
全

(
2
)

部
給
付
を
為
す
と
き
は
絶
対
的
効
力
を
生
じ
、
他
の
者
は
義
務
を
免
れ
る
」
、
と
。

な
お
、
責
任
保
険
の
場
合
と
は
異
な
り
、
転
貸
借
契
約
の
構
造
や
当
事
者
の
意
思
か
ら
直
接
請
求
権
を
導
く
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
は

考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
議
論
は
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
従

っ
て
、
賃
貸
人
の
権
利
は
六

=
二
条

が
定
め
た
法
定
の
権

叢

利
と
い
う
こ
と
に
な
り
・
転
借
人
の
側
か
ら
い
、つ
と
・
・法
律
上
併
存
的
霧

引
受
の
効
力
を
与
さ

た
も
の
と
評
さ
れ
て
い
苑

論

②

併
存
説

へ
の
批
判

加
賀
山
教
授
は
、
通
説
た
る
併
存
説
に
対
す
る
疑
問
と
し
て
、
先
ず
、
転
借
人
が
賃
貸
人
に
支
払
う

こ
と

律

に
よ
り
ど
う
し
て
賃
貸
人

.
賃
借
人
間
、
賃
借
人
11
転
貸
人

・
転
借
人
間
の
法
律
関
係
が
消
滅
す
る
の
か
、
論
理
必
然
的
に
は
出
て
こ
な

い
と
い
う
。
即
ち
、
第
三
者
の
弁
済
に
よ
り
賃
借
人
の
賃
貸
人
に
対
す
る
債
務
が
消
滅
し
、
そ
れ
に
よ
る
求
償
権
に
よ
り
転
借
人
が
賃
借

法「

人
の
警

料
纏

を
受
働
債
権
,
す
陥

殺
の
効
果
が
自
動
的
に
出
て
く
る
と
で
も

い
わ
な
け
れ
ば
な
・
ず
、
余
り

に
も
技
巧
的
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　G

賃
借
人
の
権
利
が
移
転
す
る
と
い
う
構
成

(移
転
説
)

こ
れ
に
対
し
て
、
加
賀
山
教
授
は
直
接
訴
権

の

一
般
論
と
し
て
移

転
説
を
採
用
し
た
上
で

(↓

〔18
〕
)
、
六

=
二
条
に
つ
い
て
も
移
転
説
で
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
六

=
二
条

の
直
接
訴
権
で
は
、

そ

の
要
件
が
充
た
さ
れ
直
接
訴
権
が
成
立
し
て
も
当
然
に
そ
の
効
力
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
不
完
全
直
接
訴
権
で
あ
り
、
そ

の
行
使
に
よ
り
初
め
て
効
力
が
生
じ
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
効
力
と
は
、
「転
貸
借
契
約
か
ら
生
じ
る
転
借
人
に
対
す
る
転
貸
人

(賃
借
人
)
の
請
求
権

(も
し
く
は
権
利
の
行
使
権
限
)
は
、
賃
借
人
に
対
す
る
賃
貸
人
の
権
利
の
範
囲
で
、
付
随
的
な
権
利

(担
保
権
)



を
伴

っ
て
賃
貸
人

へ
移
転
す
る
。
そ
の
結
果
、
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
賃
貸
人
に
対
す
る
賃
借
人
の
債
務
は
、
賃
貸
人
が
転
借
人
に
対
し

(5
)

て
得
た
権
利
の
範
囲

(重
複
部
分
)
で
連
帯
保
証
債
務

へ
転
化
す
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
L
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
で

は
、
「民
法
六

=
二
条
二
項
は
決
し
て
当
然
の
規
定
で
は
な
く
、
不
真
正
連
帯
債
務
を
認
め
た
、
非
常
に
意
味
の
あ
る
規
定
で
あ
る
と
言
わ

(6
V

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
評
さ
れ
る
。

ヨ

直
接
訴
権
の
行
使
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
学
説
は
特
に
差
押
え
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
述
べ
て

い
な
い
の
で
、
裁
判

期

外

の
意
思
表
示

(債
権
移
転
を
も
た
ら
す
形
成
権
の
行
使
)
で
も
よ
く
、
ま
た
、
転
借
人
へ
の
対
抗
要
件
は
不
要
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

の

)

へ

け

優
先
的
代
位
権
説

(排
他
権
説
)

私
見
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
優
先
的
な
い
し
排
他
的
代
位
権
で
説
明
し
た

度制

い
。
①
先
ず
、
私
見
は

一
般
論
と
し
て
四
二
一二
条
で
債
権
者
代
位
権
を
優
先
的
債
権
回
収
制
度
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ

収翻

こ
で
直
接
の
権
利
で
は
な
く
債
務
者
の
権
利
の
代
位
行
使
と
説
明
し
な
が
ら
、
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
A
口
に
は
直
接

の
権
利
と
い
う
の
は

蠣

説
明
と
し
て
適
切
か
は
疑
問
で
あ
る
・
と
、
②
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
独
立
し
た
直
接
の
権
利
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
か
疑
問

先便

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
債
務
不
履
行
責
任
か
否
か
と
い
う
責
任
の
性
質
の
問
題
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
直
接
訴
権
を
認
め
る
大

撒

き
な
意
義
の

;

で
は
あ
・
が
・
私
見
で
は
大
き
な
意
味
を
認
め
な
い
竃

こ
・
で
の
最
大
の
ポ
イ
・
な

霧

者

の
他
の
債
肇

イ献

に
対
し
て
問
題
と
な

っ
て
い
る
債
務
者
の
第
三
債
務
者
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
優
先
権
を
与
え
る
と
い
う
・
と
で
あ
る
.

醜

そ
の
た
め
、
六

=
二
条

一
項
に
つ
い
て
も
、
私
見
で
は
、
起
草
者
の
考
え
、
そ
し
て
六

一
三
条

一
項
の
文
言
に
は
反
す
る
こ
と
に
な
る

H

が
・
蕃

人
に
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
優
先
的
に
行
使
を
す
る
権
利
を
認
め
た
も
の
と
蔑

す

る
こ
と
に
な
る

(但

(
8
)

し
、
弱
い
優
先
的
代
位
権
)。
そ
う
す
る
と
、
金
銭
債
権
以
外
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
用
法
違
反
の
行
為
の
停
止
請
求
権
、
契
約
終
了
後
の
目

1

的
物
返
還
請
求
権
に
つ
き
、
優
先
的
代
位
権
で
は
説
明
が
で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
権
利
に
つ
い
て
、
六

=
ニ

ー1

条

の
本
来
の
趣
旨
を
離
れ
て
直
接
の
権
利
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
四
二
三
条

の
特
定
債
権
の
保
全



へ
の
転
用
と
し
て
、
債
務
者
の
無
資
力
を
要
件
と
し
な
い
代
位
行
使
を
認
め
れ
ば
よ
い
し
、
そ
れ
で
は
第
三
債
務
者

が
債
務
者
に
対
抗
で

121

き
る
事
由
を
対
抗
さ
れ
る
の
で
不
都
合
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
有
者
と
し
て
の
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
る
な
ど
に
よ
り
対
処
す

る

こ

と

で
解

決

で
き

る

の
で

は
な

い
か

と

考

え

ら

れ

る
。

第
三
債
務
者
た
る
転
借
人
や
譲
受
人
な
ど
の
第
三
者
の
保
護
と
の
関
係
で
は
、
優
先
的
地
位
の
主
張
の
た
め
に
は
差
押
え
が
必
要
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
物
上
代
位
で
は
な
い
が
、
賃
料
債
権

へ
の
物
上
代
位
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
て
、
三

一
四
条

で
は
差
押
え
が
そ
の

効
力
を
第
三
債
務
者
に
主
張
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
と
の
関
係
で
優
先
的
代
位
権
に
よ
る
場

一

合
蔑

差
押
え
を
必
要
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
先

業

注

論

(1
)

賃
貸

人
の
転
貸

の
承
諾

の
効
果
で
は
な
く
、
賃
貸
人
と
転
借

人
の
間

に
は
契

約
関
係

は
生
ず
る

こ
と
は
な
く
、
六

一
三
条

一
項

の
請
求
権

は
、

「
賃
貸
人

の
利
益
を
保
護
す

る
た
め
に
民
法
が
と
く
に
認
め
た
と
こ
ろ
の
非
法
律
行
為
的
な
効
果
で
あ
る
か
ら
、
転
貸
借
の
当
事
者
が
こ
れ
を
排

除

律

す
る
旨
の
特
約
を
し
て
も
、
そ
れ
は
無
効

で
あ
る
」
と

い
わ
れ
る

(末
川
博

『契
約
法
下
』

(昭
五
〇
)

一
二
六
～
七
頁
)
。

(2
)

石
皿
文
次
郎

『債
権
各
論
』

(昭
二
二
)

一
四
四
頁
な
ど
、
な
お
、
岩
田
新

『債
権
法
新
講
』

(昭
九
)
三
七
五
頁
は
、
「
之
れ
法
律

が
甲

〔一
賃

法

貨
人
〕
に
与
え

た
権
利

で
あ

っ
て
・
甲
が
契
約

に
加
入
す
る

の
で
も
・
第
三
者

の
為
に
す

る
契
約
で
も
な

い
。
寧
ろ
債
権
者

の
代
位
権

(…
)
と
同

じ
内
容
の
も

の
で
あ
」

る
と
述

べ
る
が
、
代
位
権

と
は
異
な
り
固
有

の
権
利
を
取
得
す
る
と
最
終
的
に
は
述

べ
て

い
る
。

な
お
、
三
宅
正
男

『契
約
法

(各
論
)
下
巻
』

(平

元
)
七
九
八
頁
は
、
六

=
二
条

一
項
は

「無
資
力
そ
の
他

の
理
由

で
賃
借
人
か
ら

の
取
立
が

困
難
で
あ

る
場
A
口
に
、
賃
借
人

に
対
し
賃
料
、
賃
貸
物

の
返
還
遅
滞

・
滅
失
鍛
損

に
よ
る
損
害
賠
償
な
ど

の
債
権
を
有
す
る
賃
借

人
を
保
護
す

る

た
め
に
、
転
借
人
の
賃
借
人
に
対
す
る
債
務
に

つ
い
て
、
賃
貸

人
に
転
借
人
に
対
す
る
直
接
の
請
求
権

(訴
権
)
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
る
」
、
「
一
般

の
代
位
訴
権

の
ほ
か
に
賃
貸
人

の
直
接
訴
権
を
認
め
、
賃
貸
人
は
…
賃
借
人
に
対
す

る
転
借
人
の
債
務

の
履
行
を
直
接
請
求
で
き

る
」
と
述
べ
て

お
り
、
敢
え

て
訴
権
と
称
し

て
い
る
が
、

こ
の
中
身

に

つ
い
て
は
明
ら
か
と
は
言

い
難

い
。

何
故
直
接

の
請
求

が
で
き
る
の
か
の
点

に
つ
い
て
更

に
説
明
が
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
点
は
み
あ
た
ら
な

い
。

(3
)

我
妻
栄

・
廣

瀬
武
文

「賃
貸
借
判
例
法

(入
)
」
二
〇
巻
九
号

(昭

一
五
)
三
八
頁
。
な
お
、
債
務

の
側
か
ら
い
う
と
、
賃
借
人
と
転
借
人
と
は

不
真
正
連
帯
債
務
ま
た
は
全
部
義
務

(大
谷
美
隆

『
債
権
各
論
講
義

』
(大

=
二
)

一
三
三
頁
は

一
種
の
全
部
義
務

と
い
う
)

の
関
係
に
立

つ
こ
と



に
な
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

四
四
三
条
を
準
用
し
て
、

弁
済

の
事
前
事
後

の
相
互

の
通
知
を
義

務
づ
け
、

こ
れ
に
よ
り
賃
借
人
が
賃
貸
人

に
対
し

て
相
殺
が
で
き

る
場
A
口
に
相
殺

の
利
益
を
保
護

で
き
る
と
い
わ
れ
る

(鈴
木
禄
弥

『借
地
法
下
巻

〔改
訂
版
〕
』

(昭
五
五
)

=

九
六
頁
)
。
私
見

の
移
転
説
で
は
、
同
様

の
扱

い
が
で
き
な

い
が
、
第
三
者

の
弁
済
に
類
す
る
関
係

に
立

つ
の
で
、
転
借
人

の
賃
借
人

に
対
す
る
通
知
義
務
を
認
め

.る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

(4
)

加
賀
山
茂

「
民
法
六

=
二
条

の
直
接
訴
権

営
二
8

島
冨
9
①
に
つ
い
て

(
二

・
完
)
」
阪
大
法
学

一
〇
三
号

(昭
五
二
)

一
〇
二
頁
。
同

「
民
法
を

一

語

る
⑬

民
法
六

=
二
条

の
直
接
訴
権

(上
)
(下
)
」
ピ
p
≦

Q。
。
『
0
9
三
〇
号
、
=
=

号

(昭
五
六
)

で
の
発
言
も
同
じ
。

こ
れ

に
対
し
て
、
鈴
木

・

　巳

前
掲

〔14
〕
注

(2
)
論
文
三
三
六
頁
は
、
明
文
規
定
な
し
に

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
か
は

一
抹

の
疑
念
は
あ
る
が
き
わ
め
て
巧
妙
な
解
釈
で

朝

あ

る
と
評
し

て
い
る
.
但
し
、
Y

に
そ
の
契
約

の
相
手
方
で
あ
る
M

へ
の
支
払

い
を
封
じ
て
ま

で
、
X

に
強

い
優
位
を
与
え

る
必
要
が
あ
る
か
は
、

の

.

き
わ

め
て
疑

わ
し

い
と
評
し

て
い
る
。

膨

な
お
・
①
説
と
②
説
に
共
通

の
問
題
と
し
て
・
賃
貸
人

に
対
す

る
転
借
人
と
賃
借
人
の
霧

の
関
係
と

い
う
も

の
が
あ
る
・

こ
れ
に

つ
い
て
は
・

囎

い
ら

か

の
見
解
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
.

回

①

不
真
正
連
帯
債
務
的

に
と
ら
え
る
も
の

末
弘
厳
太
郎

『債
権
各
論
』

(大
七
)
六

一
八
頁
は
、
「
連
帯
債
務
の
関
係
に
あ
ら
ず
し
て
、
単

権債

に
同

一
の
目
的
を
有
す

る
二
箇

の
債
務

が
存
在
す
る
も
の
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
と

い
う
。
ま
た
、
椿
教
授

が
、
併
存
的
債
務
引

鋤

受
け

・
位
置
づ
け
る

・
と
は

〔
磐

・
述

べ
・
.

優

、

②

法
定

の
保
証
債
務
説

.以
上

に
対
し
て
、
加
賀
山
教
授
の
移
転
説
に
基
づ
く
、
本
来
な
ら
ば
代
物
弁
済
や
転
付
命
令
と
同
様

に
、
賃
貸

人

勲

の
賃
借
人
・
対
す

・
債
穫

消
滅
す
・
は
ず

で
あ
る
が
、
賃
借
人

の
霧

を
保
証
霧

と
し

て
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
…

う
蔑

が
あ
・
.
保

雌

証
債
務
な
の
で
、
転
借
人
が
支
払
・
ば
賃
借
人
に
求
償
が
で
ミ

転
借
人

の
賃
借
人
に
対
す
・
債
務
と
相
殺
を
す

る
・
と
が
で
き
る
・
・
に
な
る
.

者

こ
れ
に
対
し
て
、
私
見
で
は
、
賃
貸
人
に
対
し

て
転
借

人
と
賃
借
人
が
債
務
を
負
う
と

い
う
説
明
を
し
な

い
の
で
、
両
債
務

の
関
係
を
問
題
に

擁

す

る
必
要
は
な
い
。
恐
ら
く
、
加
賀
山
説
の
最
大

の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ

ン
ト

は
、
賃
貸

人
の
賃
借
人
に
対
す
る
債
権

の
位
置
づ
け

の
点

だ
と
思
わ
れ

H

る
が
、
私
見
で
は
こ
の
点
に
問
題
は
な

い
こ
と

に
な
る
。

(
5
)

座
談
会

「
民
法
を
語
る
⑬
民
法
六

=
二
条

の
直
接
訴
権

に
つ
い
て

(下
)
」
い
睾

ω
。
げ
o
o
一
=
=

号

(昭
五
六
)

一
〇
九
頁
か
ら

一
一
〇
頁
の
加

賀

山
教
授

の
発
言
。

(6
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

〔
一
)
阪
大
法
学

一
〇
二
号

一
〇
入
頁
。

ヨー1

(
7
)

拙
稿

「契

約
外

の
第
三
者

と
損
害
賠
償
責
任
」
『
玉
田
弘
毅
教
授
古
希
記
念
論
文
集

現
代
民
法
学

の
課
題
』

(平
九
)
参
照
。

(8
)

な

お
、
原
賃
貸
借

に
つ
き
賃
料
債
権
に
物
上
代
位
に
よ
り
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
場
合
、
抵
当
権
者

が
こ
の
優
先
的
代
位
権

を
行
使
す
る
こ
と
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が

で
き

る

こ
と

に
な

る
。

〔
80
〕一c

賃

貸

人

の
優

先

権

の
実

現

の

賃
借
人
と
の
競
合
i

転
借
人
の
保
護
の
問
題
も
兼
ね
て

従
来
の
学
説
は
、
六

一
三
条
に
つ
き
賃
貸
人
が
直
接
に
転
借
人

(

に
賃
料
の
支
払

い
を
請
求
で
き
る
の
は
便
宜
で
あ
る
と
い
っ
た
程
度
に
し
か
理
解
を
し
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
賃
借
人
と
の
競
合

(転

借
人
か
ら
い
う
と
債
権
者
が
二
人
に
な
る
)
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
但
し
、
来
栖
教
授
に
よ
り
、
賃
借
人
と
賃
貸
人
の

ト

転
借
人
に
対
す
る
支
払
請
求
が
競
A
口し
た
場
合
に
、

い
ず
れ
の
請
求
が
優
先
す
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
賃
借
人
の
他
の
債
権
者
と
賃
貸

(
l
V

人

の
関

係

は
ど

う

な

る

の
か

と

い
う

、

本

稿

の
着

目

し

て

い
る

問

題

に

つ
い

て
は

、
疑

問

が
提

起

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

は
、

転

借

人

が
賃

論

借

人

に
転

借

料

を
支

払

っ
た
場

合

に

こ

れ
を

賃

貸

人

に
対

抗

で
き

る

か

と

い
う

問

題

と

は
別

で
あ

り

(
こ
れ

に
つ
い
て
も
併
せ
て
言
及
し
て
お

偉

く
)
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
権
利
行
使
が
競
合
し
た
場
合
に
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
議
論

の
実
益
を
失
わ
せ
て

い
る
の
は
、
三

一
四
条
で
別
個
に
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
賃
貸
人
が
先
取
特
権
に
基

づ
い
て
賃
借
人
の
転

融

(2
V

貸
料
債
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
賃
貸
人
が
優
先
す
る
の
は
当
然
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
取
特
権
の
場
合
に
は
、
転
借
人

が
賃
借
人
に
支
払

っ
て
も
賃
貸
人
に
対
抗
で
き
な

い
と
い
う
不
利
益
を
受
け
る
の
は
、
三
〇
四
条

一
項
を
類
推
適
用
し
て
差
押
え
を
必
要

と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
う
す
る
と
、
転
貸
料
債
権

へ
の
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
な

い
動
産
の
賃
貸
借
の
場
合

に
、
そ
の
議
論
の
実
益
は
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

①

権
利
併
存
説

a
一

平
等
説

先
ず
、
賃
貸
人
の
六

=
二
条

一
項
に
よ
る
債
権
と
賃
借
人
の
転
貸
借
契
約
上
の
債
権
と
を
併
存

的
に
認
め
る
通
説
で
は
、
こ
の
二
つ
の
権
利
の
行
使
が
競
合
し
う
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
優
劣
が
問
題
と
さ
れ
る
。

こ
の
立
場
で
は
、
転

借

人
は
賃
借
人

・
賃
貸
人
の
両
者
か
ら
支
払
を
請
求
さ
れ
た
と
し
て
も
、
い
わ
ば
連
帯
債
権
の
よ
う
に
い
ず
れ
に
支
払

っ
て
も
よ
い
と
考



え

る

こ
と

に

な

ろ
う

か
。

従

っ
て

、

転
借

人

が
賃

借

人

に
支

払

っ
た

後

に
、

た

と
え

賃

借

人

が
賃

貸

人

に
支

払

を

し
な

く

て
も

、

転

借

人

は
義

務

を

果

し

た

こ

と

に
な

る

の
で
賃

貸

人

に
対

し

て
責

任

を

負
う

こ
と

は
な

い

こ
と

に

な

る
。

.

②

権
利
併
存
説
b
I

賃
貸
人
優
先
説

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
考
え
で
は
、
両
者
の
権
利
行
使
は
平
等
の
効
力
を
持

つ
こ
と
に
な

る
が
、
し
か
し
、
賃
貸
人
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
賃
借
人
を
、
賃
貸
人
と
平
等
に
扱
う

の
が
妥
当
か
は
疑
問
が
残
る

ヨ

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
転
用
物
訴
権
な
ど
直
接
の
債
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
法
理
す

べ
て
に
つ
い
て
当
て

鯛

は
ま
る
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
賃
貸
人
の
権
利
行
使
を
優
先
す
る
こ
と
は
、
併
存
説
で
も
可
能
で
あ
る
。

切

な
お
、
連
帯
債
権
の
関
係
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
・
賃
借
人

へ
の
支
払
は
有
効
で
あ
る
こ
と
は
平
等
説
で
は
疑

い
な
い
・
問
題
は
・

度鯛

蕃

人
を
優
先
さ
せ
る
立
場
を
も
し
採
用
し
た
と
す
れ
ば
、
転
借
人
に
よ
る
賃
借
人

へ
の
支
払
の
効
力
を
ど
、つ
考
え
る
か
で
あ
る
.
折
角

綱

の
優
先
的
立
場
が
賃
借
人

へ
支
払
わ
れ
る
・
と
に
よ
り
無
に
さ
れ
る
の
も
困
る
が
、
他
方
で
転
借
人
の
立
場
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

蠣

そ
の
た
め
、
裁
判
外
で
の
請
求
が
競
合
し
た
場
合
に
賃
借
人
に
支
払

・
て
も
・
そ
れ
を
賃
貸
人
に
対
抗
で
き
な
い
と
ま
で
い
、フ
の
は
行
き

先便

過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
差
押
が
あ
れ
ば
裁
判
所
と
し
て
は
、
賃
貸
人
に
支
払
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
扱
う
べ
き
で
あ
る
。

の擁

③

直
接
訴
権
説

(移
転
説
)

し
か
し
、
先

の
加
賀
山
教
授
の
移
転
説
に
よ
れ
ば
、
賃
借
人
は
転
貸
料
債
権

の
行
使
は
当
然
に
は

猷

制
限
さ
れ
ず
、
支
払
を
受
け
れ
ば
そ
れ
は
有
効
で
あ
る
が
、

一
度
賃
貸
人
が
直
接
訴
権
を
行
使
す
る
旨
の
意
・心表
示
を
す
れ
ば
、
転
貸
料

醜

債
権
が
賃
貸
人
に
移
転
す
る
・
と
に
な
る
の
で
賃
貸
人
し
か
そ
の
行
使
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
・
加
賀
山
贅

の
見
解
に
よ
れ
ば
直

H

接
訴
権
の
行
使
は
裁
判
外
の
意
思
表
示
に
よ
る
こ
と
に
な
る
の
で
・
裁
判
外
に
お
い
差

で
も
賃
貸
人
が
転
借
人
に
対
し
て
自
分

へ
の

支

払

を

請

求
す

れ

ば

(四
六
七
条

一
項

の
よ
う
な
要
件
を
必
要
と
せ
ず
)
、

そ

の
後

に
転

借

人

が

賃
借

人
一

転

貸

人

に

支
払

っ
て

し
ま

っ
て
も

、

`

そ

の
支
払
は
無
効
と
な
り
賃
貸
人
に
改
め
て
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
殖

11

こ
の
立
場
に
残
さ
れ
る
疑
問
は
、
先
ず
裁
判
外
の
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対
す
る
請
求
が
、
移
転
を
求
め
る
意
思
表
示
と
位
置
づ
け
る
こ



と
に
あ
る
。
意
思
表
示
で
あ
る
以
上
そ
の
よ
う
な
意
思
を
賃
貸
人
が
有
し
そ
れ
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
意
思
が

161

賃
貸
人
に
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
次
に
、
裁
判
外
の
権
利
行
使
に
よ
り
、
当
然
に
債
権
の
移
転
を
対
抗
で
き
賃
借
人

へ
の

支
払
を
無
効
と
す
る
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
、
実
際
に
妥
当
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
確
か
に
、
不
安
な
ら
ば
転
借
人
に
は
供
託
と

い
う
手
段
が
あ
る
が
、
不
安
に
思

い
な
が
ら
も
賃
借
人
に
支
払
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
四
七
八
条
で
救
済
す
る
と

い
う
の
は
、
四
七
八
条
で
は
無
過
失
が
要
求
さ
れ
る
の
で
無
理
で
あ
ろ
う
。

④

私
見

(優
先
的
代
位
権
説
)

私
見
の
優
先
的
代
位
権
と
い
う
構
成
で
直
接
訴
権
を
説
明
す
る
考
え
で
は
、
当
然
に
は
賃
借
人
の

受
領
権
限
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
転
借
人
の
転
貸
人
11
賃
借
人
に
対
す
る
支
払
は
有
効
で
あ
る
が
、
賃
貸
人

の
権
利
行
使
が
あ

っ

叢

た
後
は
こ
れ
が
制
限
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
・
そ
し
て
・
第
三
霧

著
た
る
蕃

人
の
保
護
の
た
め
に
、
賃
貸
人

の
権
利
行
使
は
三
〇

論

四
条
の
趣
旨
を
持

っ
て
き
て
差
押
え
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
、
裁
判
外
の
権
利
行
使
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
人

律

の
権
利
行
使
が
競
合
し
た
場
合
に
は
、
転
借
人
は
い
ず
れ
に
支
払
っ
て
も
よ
い
が
、
賃
貸
人
が
差
し
押
え
た
後
は
賃
貸
人
の
権
利
行
使
が

優
先
す
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る

(差
押
え
自
体
の
効
果
で
も
あ
る
)
。

法

噛

[

↑D

蕃

人
の
債
権
者
・
の
関
係

落

人
の
債
権
者
,
の
関
係
は
、
三

一
四
条
に
よ
り
先
取
特
権
が
認
め
、
れ
て
お
り
、
賃
貸

人
が
先
取
特
権
に
基
づ
い
て
転
貸
料
債
権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
賃
借
人
の
他
の
債
権
者
に
優
先
す
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
従

っ
て
、
議

論

の
実
益
は
殆
ど
な
く
、
三

一
四
条
が
適
用
さ
れ
な
い
動
産
の
転
貸
借
の
場
合
や
物
納
の
場
合
し
か
、
六

=
二
条
の
独
立
し
た
実
益
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
勃
と
同
じ
で
あ
る
。
六

=
二
条
に
つ
き
、
賃
借
人
と
の
関
係
で
は
賃
借
人
に
対
し
て
賃
貸
人
が
優
先
す
る
こ
と
を
起
草

(

者

が
考
え
て
い
た
こ
と
は
既
に
み
た
が
、
賃
借
人
の
債
権
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

①

併
存
説

賃
借
人
の
債
権
者
も
賃
借
人
の
権
利
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Oり
の
賃
借
人
の
権
利
行
使

と
賃
貸
人
の
六

一
三

条

の
権
利
行
使
が
競
合
し
た
場
合
と
同
じ
に
考
え
て
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
平
等
説
で
は
平
等
に
な
り
、
賃
貸
人
優
先
説
で
は
、
賃
貸
人



の
権
利
行
使
が
や
は
り
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

②

移
転
説

加
賀
山
教
授
は
賃
貸
人
の
優
先
的
実
現
を
次
の
よ
う
に
、
先
に
述
べ
た
移
転
説
に
よ
り
導
く
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

「賃
貸
人
が
直
接
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転
貸
借
か
ら
生
ず
る
転
貸
人

(賃
借
人
)
の
転
借
人
に
対
す
る
権
利

(少
な
く
と
も

一

権
利
の
行
使
権
限
)
は
魯

人

へ
と
移
転
す
る
.
し
た
が
.
て
、
そ
の
時
以
後

落

人
絵

借
人
に
対
す
る
権
利

の
処
分
権
限
お
よ
び

ヨ

転
借
人
に
請
求
す
る
権
限
を
奪
わ
れ
、
転
借
人
も
賃
借
人
に
対
し
て
有
効
に
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

(直
接
訴
権
の
差
押
的
効

輔

力
)。
す
な
わ
ち
、
転
借
人
は
、
直
接
訴
権
の
行
使
後
に
な
し
た
賃
借
人
に
対
す
る
弁
済
、
更
改
、
お
よ
び
、
直
接
訴
権
の
行
使
後
に
取
得

納

し
た
賃
借
人
に
対
す
る
債
権
を
自
働
債
権

(反
対
債
権
)
と
し
て
行

っ
た
相
殺

(民
法
五

=

条
参
照
)
な
ど
の
抗
弁
を
も
っ
て
賃
貸
人

度

(4
)

制

に
対
抗
で
き
な
い
L。
そ
の
た
め
、
「民
法
六

=
二
条
の
直
接
訴
権
を
行
使
す
る
賃
貸
人
は
、
転
借
人
に
債
務
の
履
行
を
求
め
る
に
当
た

っ

収細

て
、
賃
借
人
の
債
権
者
の
競
A
。を
金
蔓

け
な

い
.
直
接
訴
権
の
行
使
に
よ
。
て
賃
借
人
は
転
借
人
に
対
す
る
権
利

(少
穿

と
も
権
利

蝋

の
行
使
権
限
)
を
奪
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
の
債
権
者
が
転
借
人
に
対
し
て
権
利
行
使
で
き
ず
、
競
合
か
ら
排
除
さ
れ
る

銑

こ
と
は
当
然
で
あ
箪

の蜷

③

優
先
的
代
位
権

(排
他
権
説
)

私
見
で
は
、
㈱
に
お
い
て
賃
借
人
の
権
利
行
使
と
の
関
係
に
お
け
る
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
に

イ獣

な
る
.
即
ち
、
賃
貸
人
は
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
債
権
に
つ
き
排
他
的
に
行
使
が
で
き
、
賃
借
人
の
み
な
ら
ず
賃
借
人
の
債
権
者
も

醜

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
先
取
特
権
の
場
合
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
い
っ
て
、
転
借
人
の
支
払
を
無
効
と
で
き
る
た
め
に
は
、
支

H

払
前
に
差
塑

を
す
る
こ
と
が
必
要
に
葛

切

転
借

人

に

よ

る
相

殺

六

=

二
条

二

項

に

よ

る

と
、

転

借

人

は
前

払

い
を

も

っ
て
賃

貸

人

に
対

抗

で
き

な

い
と
規

定

さ

れ

て

(

い
て
、

先

に
述

べ
た

よ
う

に
起

草

者

に
よ

る

と
、

支

払

期

日
前

に
な

さ

れ

た

弁
済

は
賃

貸

人

を

害
す

る
も

の

と
し

て
、

賃

貸

人

に
対

抗

で

m

き

な

い
も

の
と

し

た

も

の

で
あ

る

(前
払

の
意
味

の
理
解

に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
)
。

で
は

馬
転

借

人

が

賃

借

人

に
対

し



て
反
対
債
権
を
有
す
る
こ
と
、
即
ち
相
殺
の
抗
弁
は
ど
う
な
る
か
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

181

①

併
存
説
の
立
場
で
は

先
ず
、
併
存
説
で
は
、
転
借
人
に
対
し
て
賃
貸
人
と
賃
借
人
が
債
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
殺
が

問
題
に
な
る
の
は
賃
借
人

・
転
借
人
間
で
あ
る
。
起
草
者
梅
博
士
は
相
殺
を
賃
貸
人
に
は
対
抗
で
き
ず
、
こ
れ
が
四
二
三
条
を
利
用
す
る

(6
)

(7
)

の
と
は
異
な
る
点
の

一
つ
と
説
明
を
し
て
い
る
。
疑
問
を
提
起
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
従
う
と
い
う
説
明
が
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
相
殺
が
で
き
る
こ
と
を
も

っ
て
賃
貸
人
に
対
し
て
拒
絶
し
う
る
理
由
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
相

殺
を
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
ず
、
転
借
人
は
賃
借
人
に
相
殺
を
し
て
そ
れ
を
賃
貸
人
に
主
張
で
き
る

(賃
貸
人
の
六

一
三
条
の
権
利
も
消
滅
し

(8
)

て
い
る
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
要
す
る
に
相
殺
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

叢

②

移
転
説
の
立
場
で
は

加
賀
山
教
授
の
移
転
説
で
は
、
直
接
訴
権
を
賃
貸
人
が
行
使
し
て
転
借
料
債
権

が
移
転
し
た
後
に
は
、

論

そ

の
後
に
転
借
人
が
賃
借
人
に
対
し
て
取
得
し
た
債
権
を
も

っ
て
相
殺
の
抗
弁
を
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
、馳

確
か
に
相
殺
通

律

状
が
な
く
な
る
が
、
債
権
譲
渡
と
相
殺
の
問
題
の
よ
う
に
移
転
後
も
相
殺
が
可
能
と
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
、
加
賀
山
教
授
も
直
接
訴
権

行
使
後
に
取
得
し
た
債
権
に
よ
る
相
殺
だ
け
を
対
抗
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
み
る
と
、
直
接
訴
権
行
使
前
に
取

法

得
し
て
い
た
債
権
で
あ
れ
ば
、
直
接
訴
権
行
使
後
も
相
殺
を
対
抗
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
な
お
、
先
取
特
権
に
つ
い
て
も
差

押
え
を
対
抗
要
件
ど
す
れ
ば
、
差
押
え
ま
で
の
相
殺
は
有
効
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

③

優
先
的
代
位
権
説
で
は

(私
見
)

賃
貸
人
が
直
接
訴
権
を
行
使
し
転
貸
料
債
権
を
差
し
押
え
て
初
め
て
優
先
的
効
力
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
転
借
人
の
賃
借
人

へ
の
支
払
い
は
有
効
で
あ
り
、
第
三
者

へ
の
譲
渡
に
よ
り
何
等
の
制
限
の
な
い
債
権

を
譲
受
人
が
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
賃
貸
人
に
よ
る
差
し
押
え
が
あ
る
ま
で
は
、
転
借
人
に
よ
る
相
殺
に
つ
い
て
も
有

効
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
三

一
四
条
に
よ
り
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
賃
貸
人
が
転
貸
料
債
権
を
差

し
押
え
た
な
ら
ば
、
先
取
特
権
を
理
由
に
相
殺
を
否
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。



勾

第
三
者
と
の
関
係

最
後
に
、
第
三
者
と
の
関
係
を
考
え
て
い
き
た
い
が
、
差
押
債
権
者
を
第
三
者
と
は
扱
わ
な

い
私
見
の

立
場
で
は
、
転
貸
料
債
権
に
つ
い
て
譲
渡
を
受
け
た
り
質
権
の
設
定
を
受
け
た
第
三
者
と
賃
貸
人
と
の
関
係
だ
け
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
差
押
え
債
権
者
を
第
三
者
と
扱
う
通
説

・
判
例
の
立
場
で
は
、
㈲
の
問
題
は
こ
こ
に
吸
収
さ
れ
同
様

の
扱

い
が
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
殆
ど
議
論
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
先
取
特
権
に
つ
い
て
は
、
三
〇
四
条

一
項
の
差
押
え
を
第
三
債
務
者
保
護
の

ヨ

た
め
の
規
定
と
理
解
す
る
近
時
の
判
例
の
立
場
か
ら
い
う
と
、
差
押
え
な
し
に
第
三
者
に
は
対
抗
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

朝

①

併
存
説

併
存
説
で
は
、
賃
借
人
が
第
三
者

に
転
貸
料
を
譲
渡
し
、
競
合
す
る
債
権
者
が
賃
借
人
か
ら
譲
受
人
に
代
わ
る
だ
け

吻

で
、
0り
の
議
論
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
平
等
説
で
は
、
両
者
の
権
利
行
使
は
平
等
で
あ
り
、
優
先
説
で
は
、
権
利
行
使

度制

が
競
合
し
た
場
合
に
は
賃
貸
人
の
権
利
行
使
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
賃
借
人
の
場
合
に
は
、
平
等
説
で
も
賃
借
人
が
平
等
に
受
け

収翻

る

べ
き
金

銭

を

賃

貸

人

が
差

押

え

る

・
と

に

よ
り

、

結

局

は
全

額

受

け

る

.
・
と

は
可

能

で
あ

っ
た

が

(具
体
的
方
法

・
つ
・
て
は
ぞ

)
、

第

蝋

三

者

た

る
譲

受

人

で
は

そ

れ

が

で
き

な

い

こ
と

に

な
り

、

結

果

は
重

大

で
あ

る

。

但

し
、

先

取

特

権

の
行
使

が

で
き

る

の

で
問

題

は
な

い

概

で
は

あ

ろ
う

が

(但
し
三
。
四
条

の
差
押
え
を
笙

一著

に
対
す
る
対
抗
要
件

と
位
置
づ
け
れ
ば
・
笙

一著

に
先
取
特
権
を
対
抗
で
き
な
く
な
・
)
・

の権

②

移
転
説

移
転
説
で
は
ど
う
な
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
加
賀
山
教
授
も
明
確
に
述
べ
て
は
い
な
い
。
移
転
説
で
は
、
直

位猷

接
訴
権
の
行
使
に
よ
る
債
権

の
移
転
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
要
件
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
、・
.
・
の
場
倉

、
賃
借
人
に
よ
る
通

醜

知
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
・
賃
貸
人
が
何
ら
か
の
手
段
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
が
、
第
三
者

へ
の
公
示
の
点
は
問
題

引

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
・
そ
れ
と
も

葎

に
よ
る
移
転
で
あ
り
・
対
抗
要
件
は
不
要
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
、つ
か
・

③

優
先
的
代
位
権

(排
他
権
説
)

私
見
で
は
、
先
ず
ク
ーー
ア
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
、
債
権
が
譲
渡
さ
れ
第
三

者

に
移
転
し
た
な
ら
ば
、
排
他
的
な
行
使
権
限
は
消
滅
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
担
保
物
権

の
よ
う
に
追
及
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ

191

る
。
債
権
者
代
位
権
は
あ
く
ま
で
も
債
務
者
の
権
利
を
行
使
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
に
移
転
し
て
し
ま
え
ば
そ
の
詐
害
行
為
取
消
は



問

題

に
な

る

も
、

代

位

権

は
認

め

ら

れ

な
く

な

る

か

ら

で
あ

る
。

も

し

こ
れ

を
肯

定

す

る

と
、

担

保

権

と

い
わ

な

い
も

の

の
、

実

質

は

担

201

保

権

を

認

め

る

の
に
等

し

い

こ
と

に

な

り
誕

弁

に
な

っ
て
し

ま

う

。

や
は
り
代
位
権
を
転
用
し
、
ま
た
、
直
接
訴
権
を
優
先
的
代
位
権
な
い
し
排
他
的
代
位
権
と
構
成
す
る
と
、
担
保
権
そ
の
も
の
と
は
構

成
し
え
な
い
こ
と
の
ネ
ッ
ク
は
こ
の
譲
渡
の
場
合
に
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、
譲
渡
に
よ
り
六

=
二
条
の
権
利
、

私
見
で
は
排
他
的
行
使
権
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
立
法
論
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
は
法
定
の
担
保
権
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
優
先
的
代
位
権
を
位
置
づ
け
る
限
り
、
明
文
の
あ
る
六

㎝
三
条
で
も
同
様
に
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、

一

幸

い
な
こ
と
に
・
こ
こ
で
は
三

一
四
条
で
先
取
特
権
が
規
定
え

て
い
る
の
で
・
差
押
え
を
第
一二
霧

者
保
護

の
た
め
の
要
件
と
位
置
づ

叢

け

る

限

つ
、

そ

れ
を

第

三
者

に

は
対

抗

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

論

注

律

(1
)

来
栖

三
郎

『
契
約
法
』

(昭
四
九
)
三
四
九
頁
。

(2
)

な
お
、
三

一
四
条
と

の
関
係

に
つ
い
て

い
う
と
、
転
借

人
の
動
産
に

つ
い
て
は
、
賃
貸
人

の
三

一
四
条
に
よ
る
先
取
特
権
と
賃
借
人

の
三

一
二

法

条
に
よ
る
先
取
特
権
と
が
競
合
す

る
こ
と

に
な
る
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
賃
貸

人
の
先
取
特
権

が
優
先
す
る
と
い
う
考
え
が
あ

る

(吉
田
久

『
日

本
民
法
論
物
権
編
』

(昭
二
八
)
二
六
八
頁
)
。

(3
)

加
賀
山

・
民
法
を
語

る
⑬
ピ
9
≦

。。
畠
。
。
一
三
〇
号

一
二
九
頁
も
、
支
払
を
賃
貸
人

に
対
抗

で
き
な

い
と

い
う
。

(4
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(二

・
完
)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

一
〇
四
頁
る

(5
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(二

・
完
)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

一
〇
六
頁
。
来
栖
三
郎

『契
約
法
』

(昭
四
九
)
三
四
九
頁

は
、
「
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対

す
る
賃
料
請
求
は
、
賃
借
人
11
転
貸
人

の
債
権
者

に
競
A
口
さ
れ
る

こ
と
が
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

(
6
)

梅
謙
次
郎

『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』
(有
斐
閣
復
刻
版
)
六
五
入
～
六
五
九
頁
。

(
7
)

星
野
英

}

『
借
地

・
借
家
法
』

(昭
四
四
)
三
六
九
頁
。

(
8
)

鈴
木
禄
弥

『借

地
法
下
巻

〔改
訂
版
〕
』

(昭
五
五
)

一
一
九
五
頁
。

(9
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(二

・
完
)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

一
〇
四
頁
。
こ
れ
を
直
接
訴
権

の
差
押
的
効
力
と
称
し
て
い
る
。



〔81
〕一d

無
資
力
要
件
、
催
告

・
検
索

の
抗
弁
権

(
の

無
資
力
要
件
に
つ
い
て

債
権
者
代
位
権
と
異
な
り
、
六

=
二
条
の
適
用
の
た
め
に
は
中
間
債
務
者
M
の
無
資
力
は
直
接
訴

(

権

の
要
件
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
担
保
と
し
て
の
機
能
か
ら
考
え
れ
ば
、
無
資
力
の
場
合
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る

[

が
、
給
付
の
最
終
的
な
帰
属

玉
体
へ
の
直
接
の
支
払
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
の
で
、
別
に
無
資
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
・
と
は
な

い
.
私

に

見

の
立
場
で
は
、
六

=
二
条
は
賃
借
人
の
権
利
の
代
位
行
使
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
債
権
の
優
先
的
回
収
の
た
め

の
制
度
で
あ
り
、
ま

用転

た
、
転
借
人
も
賃
借
人
に
対
す
る
債
務
を
免
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
の
無
資
力
要
件
は
不
要
と
考
え
る
。

の膨

↑の

壁

.

.
検
索
の
抗
弁
権

先
ず
賃
借
人
に
請
求
す
る
さ

つ
壁

・
の
抗
弁
権
を
認
め
る
べ
き
か
不
日か
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
対

聯

立
が
あ
る
.

翻

①

抗
弁
権
肯
定
説

篠
塚
教
授
は
、
・本
条
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と
、
基
本
的
賃
貸
借
と
転
貸
借
と
の
関
係

が
混
乱
す
る
お
そ
れ

債的

も
あ
る
。
そ
こ
で
賃
貸
人
は
、
ま
ず
賃
借
人
に
請
求
し
、
賃
借
人
の
履
行
が
な
い
と
き
に
、
は
じ
め
て
転
借
人
に
請
求
で
き
る
と
解
す
べ

先

(↓

磯

き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
転
借
人
に
は
催
告
の
抗
弁
権
が
あ
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
L
と
述
べ
る
。

雌

②

抗
弁
権
否
定
説

し
か
し
、
星
野
贅

は
、
通
常
は
賃
借
人
が
支
払
わ
な
い
か
ら
転
借
人
に
請
求
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
賃
借
人

猷

が

行

方
不

明

の
場

合

に

は

こ

の
抗

弁

権

も

な

く

(四

五

二
条

)
・

こ
の
さ

つ
な
抗

弁
権

を

認

め

て
も

実

際

上
殆

ど
意

味

が

な

い
し

・

ま

た
起

権

(2
)

草

者

も

そ

の
よ

う

な

こ
と
を

考

え

て

い
な

か

っ
た

こ
と

か

ら
、

反
対

さ

れ

る

。
ま

た

、
加

賀

山

教
授

も

、

こ

れ
ら

の
適

用

が
な

い

こ
と

は
、

讃

(
3
)

迅
速
な
執
行
手
続
き
と
い
う
本
質
か
ら
導
か
れ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
、
こ
れ
に
反
対
を
し
て
い
る
。
私
見
も
こ
の
否
定
説
に
賛
成
す
る
。

注

21

(1
)

篠
塚
昭
次

『新
版
注
釈
民
法

(
15
)
』

(平

元
)
二
八
八
頁
。
来
栖
三
郎

『契

約
法
』
(昭
四
九
)
三
四
九
頁
は
、
「
賃
借
人
が
賃
料
を
延
滞
し
て
い

一

な
く
て
も
賃
貸
人
は
転
借
人

に
賃
料
の
請
求
が
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
」
と
疑
問
を
提
起
す

る
だ
け

で
、

い
ず
れ

の
立
場

か
は
明
ら
か
に
し
て
い



な

い
。

　12

(
2
)

星

野
英

一

『借

地

・
借

家

法
』

(昭

四
四

)
三

七

〇
頁

。
鈴

木

禄

弥

『借

地
法

下

巻

〔改

訂
版

〕
』

(昭

五

五
)

一

一
九

五

頁
も

こ
れ

に
賛

成

す

る
。

(
3
)

加

賀

山

・
前

掲

論

文

(
二

・
完
)

阪

大

法

学

一
〇

三

号

一
〇

〇
頁

。

〔82
〕一色

直
接
訴
権
の
認
め
ら
れ
る
額

　ぴ

転
貸
料
の
方
が
大
き
い
場
合

例
え
ば
、
原
賃
貸
借
の
賃
料
が

一
〇
万
円
、
転
貸
借
の
賃
料
が
二
〇
万
円
で
あ
る
場
A口
に
、
賃

[

貸
人
が
転
借
人
に
請
求
で
き
る
額
は
、
賃
貸
人
の
賃
借
人
に
対
す
る
債
籍

に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
.
落

人
の
賃
料
債

義

務

は

一
〇
万
円
で
し
か
な
い
の
に
、
賃
借
人
の
債
権
の
分
ま
で

一
〇
万
円
も
余
計
に
取
得
で
き
る
の
は
不
当
な
利
得
で
あ
る
た
め
、
学
説

　
ユ
　

論

に
よ
り
承
認
さ
れ
て
お
り
、
異
論
を
聞
か
な
い
。
但
し
、
例
え
ば
賃
借
人
が
四
月
分
と
五
月
分
と
計
二
〇
万
円
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
、

転
借
人
の
五
月
分
の
二
〇
万
円
の
債
務
に
つ
き
、
六

一
三
条
の
直
接
訴
権
の
適
用
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

律

一α

転
貸
料
の
方
が
小
さ
い
場
合

こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
原
賃
貸
借
の
賃
料
が

一
〇
万
円
、
転
貸
借

の
賃
料
が
五
万
円
の

↓

場
合
に
、
X
が
Y
に
対
し
て
請
求
で
き
る
金
額
は
、
五
万
円
か
そ
れ
と
も

一
〇
万
円
で
あ
ろ
う
か
。

①

制
限
説

六

一
三
条
が
転
借
人
が
自
分

の
債
務
を
越
え
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
を
制
限
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

〔
74
〕
に
説
明
を
し
た
。
起
草
者
梅
博
士
も
、
賃
借
人
の
義
務
と
転
借
人
の
義
務
の
二
重
の
制
限
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
転
借
人
が
適
法
に
其
権
利
を
取
得
し
た
る
以
上
は
其
契
約
に
因
り
て
負
担
し
た
る
債
務
よ
り
多
く
の
債
務
を
負
担
す
べ
き
謂
れ
な
」

(原

　　
　

文
カ
タ
カ
ナ
)
し

と
述

べ
て

い
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て

は
、

そ

の
後

の
学

説

も

転
借

人

の
支

払
う

べ
き

義

務

を
超

え

る

こ
と

は

で

き
な

い
も

の
と
考
え
て
、
転
借
人
の
賃
借
人
に
対
す
る
債
務
五
万
円
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
菟

フ
ラ
ン
ス
民
塗

七
五

一黍

転

借
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、
そ
の
転
借
料
の
範
囲
に
責
任
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
わ
が
民
法
の
六

一
三
条

一
項
も
三



一
四
条
の
審
議
の
際
に
転
借
人
の
責
任
を
転
借
料
に
制
限
す
る
た
め
に
賃
貸
借
の
中
に
規
定
を
置
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
そ
の
履
行
と
し

て
お
か
れ
た
規
定
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
規
定
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
素
直
な
理
解
で
あ
る
。

②

制
限
否
定
説

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
椿
教
授
は
、

一
〇
万
円
の
支
払
請
求
を
転
借
人
Y
に
対
し

て
な
し
う
る
と
主
張

(
4

)

し

て
い
る
。
そ
し
て
、
払
わ
さ
れ
た
転
借
人
は
賃
借
人
に
対
し
て
不
当
利
得
や
事
務
管
理
で
返
還
を
請
求
で
き
、
実
際
に
は
次
月
以
降
の

ヨ

転
借
料
と
相
殺
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
五
万
円
に
限
定
す
る
必
然
性
は
な
く
、
賃
借
人
と
転
借
人
と
は
賃
借

輔

人
の
賃
料
を
限
度
と
し
て
併
存
的
債
務
引
受
の
関
係
に
立
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

切

私
見
で
は
、
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対
す
る
独
立
の
債
権
を
認
め
る
の
で
は
亨

、
あ
一
ま
で
も
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
債
権

の
賃

搬

貸
人
に
よ
る
優
先
的
行
使
を
認
め
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
・
通
説
と
同
様
に
・
蕃

人
は
落

人
に
対
す
る
債
権
の
回
収
の
た
め
に
貢

収齪

借

人

の
転

借

人

に
対

す

る
債

権

を

優
先

的

に
行

使

し

う

る

だ
け

で
あ

る

。

債的

生

先

..,

優

(
1
)

起
草
者
も
当
然

の
こ
と
と
し
て
こ
の
結
論
を
認
め
て
い
る
。
な
お
、
岡
村
玄
治

『債
権
各
論
』

(大
四
)
三
六
入
貢
は
、
「
此
場
合

に
於
け
る
転
借

勤

人
が
蕃

人
・
対
し
・
負
担
す
・
讐

霧

・
賃
借
人
が
賃
貸
人
・
対
し
・
負
担
す
る
限
度
・
於
・
、
賃
借
人
転
借
人
連
帯
の
霧

・
し
て
負
担

位

部
分
は
全
部
賃
借
人
に
在
り
。
故
に
例
え
ば
賃
貸

人
が
賃
借
人
の
債
務
を
免

除
し
又
は
賃
借

人
の
債
務
が
時
効

に
因
り
消
滅
し

た
る
と
き
は
転
借

代署

人
は
賃
貸
人

に
対
し
て
は
債
務
を
免

れ
る
も

の
と
す
」
と

い
う
。

難

(2
)

梅
嚢

郎

・
民
法
要
馨

之
三
債
権
編
』

(有
斐
閣
復
刻
版
)
六
五
七
頁
.

H

(3
)

末
弘
厳
太
郎

『債
権
各
論
』
(大
七
)
六

一
七
頁
、
横
田
秀
雄

『債
権
各
論
』

(明
四
五
)
五
二

一
頁
、
村
上
恭

一

『債
権
各
論
』
(大
三
)
五
九

入
頁
、
鈴
木
禄
弥

『
借
地
法
下
巻

〔改
訂
版
〕
』

(昭
五
五
)

一
一
九

一
頁
な
ど
。

(4
)

椿
寿
夫

「
賃
借
権

の
譲
渡
と
転
貸
借

(
下
)
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
五
六
号

(昭
五

一
)
入
○
一
八

一
頁
。
同

『財
産
法
判
例
研
究
』

(昭
五
入
)
三

一
八
頁

(初
出
民
商
三
四
巻
六
号
)
で
も
、
制

限
を
否
定

し
て
、
「
む
し
ろ
原
信
人
と
転
借
人
と
は
、
賃
料
額
に

つ
い
て
は
、
各

自
が
全
額
に
引
当

塒

て
、
右

の
場
合

に
は
超
過
額
に

つ
い
て
清
算
を
す
る
、

と
み
る
方
が
六

=
二
条
の
適
法
転
貸

の
取
扱

い
と
し
て
は
す

っ
き
り
し
な

い
か
」
と
述

べ

て

い
る
。
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〔83
〕)O

保

管
義

務

及

び
そ

の
違

反

に

よ

る
損
害

賠
償

義

務

六

=
二
条

一
項
は
、
転
借
人
が
賃
貸
人
に
対
し
て
直
接
に

「義
務
」
を
負
う
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
義
務
に
つ
い
て
は
限
定
を
し
て
い

、

.

(
1

)

な

い
の
で
、
賃
料
債
務
が
中
心
と
は
な
る
が
、
賃
料
債
務
ま
た
金
銭
債
務
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
起
草
者
は

六

=
二
条

一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
修
繕
義
務
を
賃
料
支
払
義
務
以
外
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
賃
借
物
を
そ
の
帰
責
事
由

「

に
よ
り
輩

●
滅
失
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
霧

が
も
・
と
も
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
・

叢

直
接
訴
権
が
債
権
の
優
先
的
回
収
の
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
先
取
特
権
と
パ
ラ
レ
ル
な
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
金
銭
債

論

権
以
外
に
つ
い
て
こ
の
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
妥
当
な
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
賃
料
債
務

律

以
外
に
つ
い
て
六

=
二
条

の
適
用
の
可
否
を
見
て
い
く
が
、
先
ず
、
保
管
義
務
そ
し
て
そ
の
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
.
そ
の
場
合
の
転
借
人
の
賃
貸
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
の
性
質
に
つ
い
て
は
問
題

が
残
さ
れ
る
。
こ
れ

法一

に

つ
い
て
は
、
二
つ
の
轟

が
可
能
で
あ
る
.

注(1
)

末

弘
厳
太
郎

『債
権
各
論
』

(大
七
)
六

一
七
頁
、
沼
義
雄

『綜
合
日
本
民
法
論
別
巻
第
五
債
権
各
論
下
』
(昭

一
入
)
五

一
頁
は
総

て
の
義
務

と

し
、
倉
田
卓

次
監
修

「要
件
事
実
の
証
明
責
任

契
約
法
下
巻
』

(平

一
〇
)
五
〇

一
頁
も
、
特

に
義
務
を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
格
別
の
理

由

は
な

い
と

い
う
。

〔84
〕一個

保
管
義
務
自
体
に
つ
き
六

=
二
条
の
適
用
を
認
め
る

先
ず
、
転
借
人
は
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、
賃
借
人
に
対
す
る
と
同
様
に



契
約
上
負
う
善
管
注
意
義
務
を
負
担
す
る
も
の
と
考
え
る
学
説
が
多
い
。
六

=
二
条

一
項
が
義
務
を
限
定
し
て
い
な

い
こ
と
が
そ
の
理
由

で
あ
る
が
、
積
極
的
な
理
由
は
あ
ま
り
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「目
的
物
の
使
用
と
不
可
分
の
関
係
に
立
つ
保
管
義
務

を
除
外
す

べ
き
実
質

(
1
)

的
理
由
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

「

い
ず
れ
に
せ
よ
、
..
の
立
場
で
は
、
賃
莫

に
対
し
て
直
接
に
保
管
霧

を
負
担
す
る
た
め
、
。
の
善
管
注
意
霧

の
違
反
に
よ
る
債

ヨ

務
不
履
行
責
任
も
直
接
に
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
損
害
賠
償
義
務
の
段
階
で
、
六

=
二
条

一
項
を
持

っ
て
く
る
必
要
は
な
い

鮒

・
・
に
な
蒐

し
か
し
・
普
漫

保
嚢

務
及
び
そ
の
違
反
に
よ
・
損
害
賠
償
霧

の
い
ず
れ
に
つ
い
て
き

ハ
=
二
条
を
適
用
す
・

娩

と

い
う
説
明
が
さ
れ
総
.

繊収

注

綱

(-
)

我
妻
栄

廣

襲

文

.暮

借
判
例
法

(八
)
・
葎

時
報
二
・
巻
五
号

(昭

一
五
)
三
九
頁
.

・
の
他
、
保
管
霧

・
六

=
二
条

一
項
の
適
用

債

を
肯
定
す

る
も

の
と
し

て
、
岡
村
玄
治

『債
権
各
論
』
(昭
四
)
三
七
〇
頁
、
同

『改
訂
債
権
法
要
論
各

論
』

(昭
三
四
)

=
二
四
頁
、
沼
義
雄

『綜

的先

合
日
本

民
法
論
別
巻
第
五
債
権
各
論
下
』
(昭

一
入
)
五

一
頁
、
永
田
菊
四
郎

『
新
民
法
要
義
第
三
巻
下
債
権
各
論
』

(昭
三
四
)
二

=

頁
、
石

田

磯

文
次
郎

.債
馨

論
・

(昭

二
二
)

一
四
五
真

・
山
輝
明

.契
約
法

(第
三
版
)
・

(平
五
)

一
七
吾

な

ど
が
あ
る
.

権

(2
)

篠
塚
昭
次

『新
版
注
釈
民
法

(15
)
』

〔平

こ

二
九
〇
頁
は
、
「
賃
貸
人
は
、
本
条

で
、
転
借
人

に
た

い
し
、
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
、
損

鰍

害
の
賠
償
を
請
求
す
…

が
で
き
る
・
ま
・
、
不
法
行
為
の
責
任
を
負
わ
せ
…

も
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
…

が
・
・
の
考

姦

旨

儲

で
あ
ろ
う
か
.

(3
)

我
妻
栄

『
債
権
各
論
中
巻

一
』

(昭
三

二
)
四
六
二
頁
、

近
江
幸
治

『契

約
法
』

(平

一
一
)

一
九
二
頁
。

な
お
、
品
川
孝
次

『契

約
法
上
巻
』

縮

(昭
六

一
)
三
三
入
貢
は
、
使
用
方
法

が
悪

い
た
め
に
支
払
う

べ
き
損
害
賠
償
義
務

に
つ
い
て
六

=
二
条

の
適
用
を
肯
定
す
る
。
高
島
平
蔵

「債
権

各
論
』

(平

㎜
)

一
七
六
頁
、
本
田
純

}

『債
権
各
論
』

〔平

=

)

=

一〇
頁
も
同
様

で
あ

る
。

25

〔85
〕一

、

1

b

損

害

賠

償
義

務

に

つ
き

六

=

二
条

の
適

用

を

認

め

る



6

げ

転
貸
人
の
損
害
賠
償
義
務

し
か
し
、
六

=
二
条
の
直
接
訴
権
を
賃
貸
人
に
債
権
者
平
等
の
原
則
を
修

正
し
て
優
先
的
回
収

12

を
可
能
と
す
る
制
度
と
理
解
す
る
立
場
で
は
、
「
滅
失
鍛
損
に
よ
る
損
害
賠
償
で
な
く
使
用

・
保
管
自
体
に
つ
い
て
、
賃
貸
人
が
転
借
人
に

対
し
て
直
接
に
差
止
や
収
去
を
請
求
で
き
る
と
い
う
解
釈
は
、
法
文
上
は
可
能
で
あ
る
が
、
上
記
解
釈
と
は
別
の
観
点
に
立
つ
こ
と
に
な

つ

.
て
」
、
「
六

=
二
条
の
趣
旨

・
性
格
を
漠
然
と
無
規
定
な
も
の
に
す
る
か
ら
、
同
条
と
は
別
に
解
釈
上
肯
定
す
べ
き
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
祝
町

従

っ
て
、
損
害
賠
償
そ
れ
自
体
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
貸
貸
ん
に
杯
事
を
貸
借
ん
外
掛
寄
賠
償
義
務
が
肯

定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
ま
た
、
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
う
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て
賃
借
人
の
賃
貸
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
を
根
拠
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

叢

①

履
行
補
助
者
論

こ
れ
ま
で
の
学
説

・
判
例
の
議
論
は
、
転
借
人
を
賃
借
人
の
保
管
義
務
に
つ
い
て
の
履

行
補
助
者
と
同
視
し

論

て
、
賃
借
人
の
過
失
が
な
毛

も
損
害
賠
嚢

務
を
靭
恥
め
る
と
い
う
も
の
で
あ

・
た

(そ
の
特
難

型
と
し
て
利
用
補
助
者
と
呼
ば
れ
範

・

律

②

担
保
責
任
説

こ
れ
に
対
し
て
、
加
賀
山
教
授
は
、
「転
借
人
に
過
失
が
あ
る
が
賃
借
人
に
は
過
失
が
な
い
場
合
、
転
借
人
の
賃

法

借
物
保
管
霧

違
反
に
つ
き
、
賃
借
人
に
担
鎧

貝
任
を
認
め
、
直
接
訴
権
の
蓮

に
従
.
て
、
賃
借
人
と
転
借
人
の
不
真
正
連
星

貝
任
を

一

認
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
解
す
る
・
と
い
・つ
.
そ
の
理
由
と
し
て
述
べ
る
と
・
ろ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
.

「賃
料
債
務
に
関
し
て
は
、
賃
借
人
は
、
自
ら
賃
借
物
を
使
用
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
転
借
人
が
転
借
料
を
支
払
わ
な

い
場

合

で
さ
え
、
賃
貸
人
に
賃
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ぜ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
転
貸
借
契
約
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
は
転
借
人
の
支
払
を

担
保
す
る
と
い
う
こ
と
が
契
約
内
容
と
し
て
必
然
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
理
は
、
賃
料
債
務

だ
け
で
な
く
、
賃
借
物
の
滅
失

・
穀
損
の
場
合
の
其
債
務
に
も
妥
当
す
る
と
考
え
る
」。

私
見
で
は
、
六

=
二
条

一
項
を
優
先
的
代
位
権

(排
他
権
説
)
に
よ

っ
て
根
拠
づ
け
る
の
で
、
こ
こ
で
も
、
金
銭
債
務
で
あ
る
保
管
義
務

違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
を
問
題
に
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
対
し
て
自
分
に
過
失
が
な
く
て
も
、
転



借
人
の
行
為
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
説
明
が
必
要
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
本
稿
の
検
討
対
象

で
は
な

い
の
で
、
い

ず
れ
の
立
場
が
よ
い
か
は
判
断
を
避
け
て
お
く
。

の

損
害
賠
償
請
求
権

へ
の
直
接
訴
権
の
適
用

あ
と
は
、
先

の
、
直
接
固
有
の
権
利
か
、
そ
れ
と
も
賃
借

人
の
転
借
人
に
対
す

(

(
4

)

る
損
害
賠
償
請
求
権

の
賃
貸
人

へ
の
移
転
か
の
対
立
が
こ
こ
で
も
そ
の
ま
ま
あ
.て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

私
見
は
こ
こ
で
も
賃

∋

借

人
の
転
借
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
賃
貸
人
に
よ
る
優
先
的
な
い
し
排
他
的
代
位
行
使
と
い
う
こ
と
で
説
明
す
れ
ば
よ
い
と
思

鮒

わ
れ
る
。
賃
借
人
に
は
所
有
権
侵
害
と
い
う
損
害
は
な
い
が
、
賃
貸
人
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
も

っ
て
損
害
と

吻

み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
抱

腹制

な
お
、
所
有
者
た
る
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
直
接
訴
権
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
所
有
権
侵
害

収翻

に
よ
る
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
直
接
訴
権
の
意
義
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

蠣

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
加
賀
山
教
授
は
、
不
法
行
為
で
は
失
火
責
任
法
の
免
責
が
あ
る
た
め
債
務
不
履
行
責
任
に
よ

る
利
益
が
あ
り
、
ま

先便

た
、
転
借
人
の
責
任
を
制
限
す
る
た
め
に
も
契
約
上
の
請
求
権
に
限
定
し
、
直
接
訴
権
の
み
を
認
め
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権

の権

を
排

除
す

る

と

い
う

こ
と
を

主

張

し

て

い
る

(契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任

の
競
合
を
認
め
な

い
フ
ラ

ン
ス
法

で
は
確
か
に
そ

の
よ
う

に
な
る
)
。

そ

位撚

れ
に
よ
る
と
、
例

濠

賃
借
人
の
選
任

・
監
督
の
過
失
割
A
星

一〇
パ
↓

・
ト
、
転
借
人
の
過
失
割
合
を
八
○
パ
毛

・
生

し
て
、
賃

鎌
黙
蠕
齢
韓
牒
蔽禦
籔
購難
離
婦
麟
離
離
絞
熱
海
拶
濃
霧
醤

賃
貸
人
に
は
賃
借
人
及
び
転
借
人
に
全
額
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
、
あ
と
は
賃
借
人

・
転
借
人
間
の
内
部
関
係
で
事
後
処
理
が
さ
れ
れ

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
加
賀
山
教
授
は
こ
れ
を
否
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
直
接
訴
権
の
趣
旨
か
ら
は
直
ち
に
は

271

導
か
れ
な

い
と
し
て
も
、
貸
貸
ん
を
厚
↑
保
詮
か
む
趣
腎
で
あ
れ
ば
、
転
借
人
よ
り
も
賃
貸
人
の
保
護
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ



る
。
但
し
、
賃
貸
人
は
賃
借
人
に
は
全
額
を
損
害
賠
償
請
求
で
き
、
そ
れ
に
加
え
て
転
借
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
と
い

281

う
特
別
の
保
護
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
加
賀
山
説
で
か
ま
わ
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
り
え
な
い
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
敢
え
て
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
排
除
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
賃
貸
人
に
は

転
借
人
に
対
し
て
直
接
訴
権

(優
先
的
代
位
権
)
に
よ
る
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
と
、
固
有
の
所
有
権
侵
害
を
理
由
と
し

た
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
の
選
択
を
認
め
て
も
よ
い
と
考
え
た
い
。

注(1
)

三
宅
正
男

『契
約
法

(各
論
)
上
巻
』

(平
元
)

七
九
〇
頁
。

.

叢

(
2
)

牛
舎
寛
樹

「
履
行
補
助
者
と
被
用
者
」
磯
村
保
他

『民
法
ト
ラ
イ
ア

ル
教
室
』

(平

一
こ

一
九
〇
頁
以
下
参
照
。

(
3
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(二

・
完
)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

一
一
四
頁
。

論

(
4
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(二

・
完
)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

一
=

}頁
以
下
。

律

(
5
)

な
お
、
六
五
〇
条
二
項
を
活
用
し
て
債
権
者
を
保
護

し
よ
う
と

い
う
考
え
で
は
、

こ
こ
で
も
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
損
害
賠
償

を
現
実

に
す
る
ま

で
は
、
転
借
人

に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
せ
ず
、
単
に
自
分

の
代
わ
り
に
賃
貸
人
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
す
る
よ
う

請
求

で
き
る
だ
け

法

と

い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
考
察
が
さ
れ

る
以
前

の
も

の
で
あ
ろ
う

が
、
鈴
木
禄
弥

『借
地
法

(下
巻
ご

(昭
四
六
)

一
一
七
九

一

-

=

入
・
頁
で
は
、
賠
償
前

に
落

人
の
転
借

人

へ
の
損
害
賠
婁

硝
求
権
を
認
め
…

(改
訂
版
も
同
・
)
.
移
転
説
に
立

つ
袈

山
教
授
で

は

、
賃

借

人

の
権

利

は

そ

の
構
成

の
前

提

を
な

す

の
で
、

こ

の
結
論

は
当
然

に
肯

定

さ
れ

る

(加

賀

山

・
前

掲

論

文

(二

・
完

)
阪

大
法

学

一
〇

三

号

一
=

二
頁

)
。

(
6
)

加

賀

山

・
民

法

を
語

る
⑬

目
p
≦

QQ
。
『
。
。
一
ご
=

号

一

一
五

～

一

一
六
頁

発

言
。



〔
86
〕ω

賃
借
物
の
返
還
霧

賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
こ
れ
を
転
借
人
に
対
抗
で
き
る
場
合
に
、
賃
貸
人
は
六

一
三
条
に
基
づ
い
て
転
借
人
に
対

し
て
自
己

へ
の
目
的

物
の
返
還
を
請
求
で
き
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る

(ド
イ
ツ
民
法
で
は
返
還
請
求
権
に
つ
い
て
、
賃
貸
人
に
転
借
人
に
対
す
る
請
求
を
認
め
る
規

三

定
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
↓

〔74
〕
注

(2
))
。
但
し
、
賃
貸
人
が
所
有
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
有
権
に
基
づ
い
て
転
借
人
に
対
し
て
直

剛転

接
に
返
還
請
求
権
を
有
す
る
た
め
、
他
人
物
の
賃
貸
借
の
場
合
か
、
契
約
上
の
請
求
権
を
排
他
的
に
適
用
し
て
物
権

的
請
求
権
の
競
合
を

のへ

認
め
な
い
と
い
っ
た
考
え
で
の
み
、
論
じ
る
意
義
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。

渡囎

①

適
用
肯
定
説
1

(併
存
説
)

こ
の
点
は
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
が
、
六

=
二
条
に
よ
り
賃
貸
人
は
転
借
人
に
対
し
て
自

組

分

へ
の
引
渡
を
請
求
で
き
・
・
明
言
す
・
学
説
が
あ
蒐

判
例
・
し
て
も
・
大
判
杢

四

・
=

一
三

六

(新
聞
二
五
三
三
量

一二
頁
)
は
、

責蜥

六

一
三
条

一
項
に

「所
謂
権
利

の
内
に
は
、
賃
貸
借
が
終
了
し
た
る
場
合
に
、
賃
貸
人
よ
り
賃
借
人
に
対
し
物
の
返
還
を
請
求
す
る
権
利

先磯

の
如
き
も
亦
包
含
し
、
従
て
賃
貸
人
は
此
の
場
A口物
を
占
有
す
る
転
借
人
に
対
し
直
接
其
の
返
還
を
請
求
す
る
を
得
る
は
多
　=口を
要
せ
ず
」

朧

(原
文
多

カ
ナ
)
と
述
べ
て
い
る
.

然

こ
の
立
場
で
は
・
賃
借
人
11
転
貸
人
も
契
約
上
転
借
人
に
対
し
て
裂

請
求
権
を
有
す
る
た
め
、
転
借
人
が
直
接
賃
貸
人
に
引
馨

し

権

て
し
ま

っ
た
場
合
に
、
賃
借
人
と
の
関
係
で
債
務
不
履
行
に
な
ら
な

い
か
が
問
題
と
さ
れ
る

(
一
〇
七
条
二
項
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ

纈

る
↓

〔91
〕
ω
)。
こ
の
点
に
つ
き
、
大
判
昭

=

丁

四

・
一
九

(民
集

一
六
巻
五
二
四
頁
)
は
、
次
の
よ
う
に
転
借
人
は
賃
貸
人
に
目
的
物
を

返
還
す
れ
ば
、
賃
借
人
11
転
貸
人
に
対
す
る
返
還
義
務
も
免
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

9

「転
貸
借
が
終
了
す
る
と
き
は
、
転
借
人
は
賃
借
人
に
対
し
転
借
物
返
還
義
務
を
負
担
す
べ
き
は
不
知
論
な
る
も
、
賃
貸
借
も
亦
既
に

12

終
了
せ
る
場
合
に
は
、
転
借
人
は
賃
貸
人
に
対
し
て
も
直
接
に
転
借
物
返
還
義
務
を
負
担
す
べ
く
、
賃
貸
人
に
対
し
其
返
還
義
務
を
履
行



し

た
る
と
き
は
之
に
因
り
て
転
借
人
に
対
す
る
返
還
義
務
を
も
免
る
べ
き
は
論
を
侯
た
ず
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)。

301

学
説
と
し
て
も
、
「転
借
人
が
賃
貸
人
の
返
還
請
求
に
応
じ
て
返
還
し
た
と
き
は
、
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
返
還
請
求
権
は
、
転
借

(
2
)

人

の
責
め
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
履
行
不
能
に
よ

っ
て
消
滅
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

②

適
用
肯
定
説
2

(移
転
説
)

こ
の
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
返
還
請
求
権
が
競
合
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
学
説
に
対
し
て
、
加

賀
山
教
授
は
こ
こ
で
も
移
転
説
を
直
接
訴
権
に
適
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「賃
貸
人
は
賃
借
人
に
対
し
て
賃
貸
借
契
約
終
了
に
基
づ
く
賃
借
物
の
返
還
請
求
権
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
賃
借
人

(転
貸
人
)
の

一

転
借
人
に
対
し
て
転
貸
借
終
了
に
馨

く
転
借
物
返
還
請
求
権
を
持
つ
・
し
た
が
・
て
直

接
訴
権
の
要
件
は
充
た
さ
れ
て
ぢ

・
暮

業

人

は
転
借
人
に
対
し
て
六

一
三
条
に
基
づ
き
直
接
に
賃
借
物
の
返
還
を
請
求
で
き
る
。
こ
の
直
接
訴
権
の
行
使
に
よ
り
、
賃
借
人
に
対
す

論

る
転
借
人
の
返
還
請
求
権
は
賃
貸
人
へ
移
転
し
、
以
後
、
賃
借
人
は
転
借
人
に
対
し
て
転
借
物
の
返
還
を
請
求
す
る
権
限
を
失
う
と
解
す

(3
)

律

べ
き
で
あ
る
。
」

移
転
説
で
は
賃
貸
人
が
賃
借
人
の
転
借
人
に
対
す
る
権
利
を
取
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
直
接
訴
権
の
意
義
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら

法[

す
る
と
金
銭
債
権
に
限
定
す
る
必
要
も
な

い
と
い
、つ
・
と
で
あ
ろ
、九

③

適
用
否
定
説

こ
れ
に
対
し
、
六

=
二
条
の
直
接
訴
権
の
制
度
を
債
権
者
平
等
の
原
則
を
排
除
す
る
制
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
賃
貸
人
の
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
み
認
め
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
直
接
訴
権
は
金
銭
債
権
に
つ
い
て
認
め

ら
れ
、
連
鎖
的
売
買
に
お
い
て
解
除
訴
権
が
例
外
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
旧
民
法
の
起
草
過
程
で
も
、
直
接
訴
権

の
制
度
が
債
務
者
の

他

の
債
権
者
を
排
除
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
こ
と
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
り
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
三
宅
教
授
は
、
「賃
貸
借
の
終
了
に
基
づ
く
賃
貸
人
の
転
借
人
に
対
す
る
返
還
請
求
は
、
転
貸
借
に
関
す
る
賃

(
4
V

貸
人
の
承
諾
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な

い
、
こ
の
請
求

の
物
的
性
質
の
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
私
見
と
し
て
も
、
こ
の
立
場
に
賛



成
し
、
賃
貸
人
に
は
所
有
権
に
基
づ
く
直
接
の
返
還
請
求
権
を
転
借
人
に
対
し
て
認
め
れ
ば
よ

い
と
考
え
る
。
他
人
物
の
場
合
に
は
問
題

が
あ

る

が

、

そ

の
場

A
口
に
は

、
債

権

者

代

位

権

の
転

用
を

も

っ
て
処

理
す

れ
ば

よ

い

で
あ

ろ
う

。

注(1
)

近
藤
英
吉

『
債
権
各
論
』

(昭
入
)

一
二
二
頁
、
我
妻
栄

・
廣
瀬
武
文

「
賃
貸
借
判
例
法

(八
)」
法
律
時
報

二
〇
巻
九
号

(昭

一
五
)
四
〇
頁
、

ト

沼
義
雄

『
綜
合
日
本
民
法
論
別
巻
第
五
債
権
各
論
下
』

(昭

一
八
)
五

一
頁
、
永
田
菊
四
郎

『新
民
法
要
義
第
三
巻
下
債
権
各
論
』
(昭
三
四
)
二

一

に

責

・
石
田
文
次
郎

・債
権
各
論
』

(昭
三

一)

茜

五
頁
・
我
妻
栄

・
債
馨

論
上
巻

=

(昭
一三

)
四
六
二
頁
・
品
川
孝
次

・契
約
法
上
巻
』

輔

(昭
六

一
)
三
三
八
頁
・
高
島
平
蔵

・
債
馨

論
』

(平
元
二

七
六
頁
・
田
山
輝
明

・契
約
法

(第
三
版
三

平
五
二

七
六
頁
・
内
田
勝

二

債

吻

馨

論
・
』

(平
六
)

二

九
頁
、
水
本
浩

.契
約
法
・
(平
七
三

六
八
頁
な
ど
.

度

(2
)

倉
田
卓
次
監
修

『
要
件
事
実

の
証
明
責
任

契
約
法
下
巻
』

(平

一
〇
)
五
〇

一
頁

(並
木
茂
)
。

鮪

(3
)

加
賀
中

前
掲
論
文

三

)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

=

七
頁
以
下
、

三

八
頁
.
同

・
民
法
を
語
る
⑬
響

。・
・ぎ

三

一
号

≡

○
頁
の
発
言

翻

も
同
様

債

(4
)

三
宅
正
男

『契
約
法

(各
論
)
下
巻
』

(平
元
)
七
九
〇
頁
。

舳磯鞭

留
〕ω

蕃

人
の
賃
貸
人
に
対
す
・
直
接
訴
権

鰍纈
は財
経
鳳雛

搬
婬
髪
類解
離

輪
講
驚

難
槻碇鰹
擬
藁

}二蘇

(1
)

借

人

の
た

め

の
賃

貸

人

に
対
す

る
直

接

訴

権

は

明
確

に
否

定

す

る

つ
も

り

で
あ

っ
た
。
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①

否
定
説

六

一
三
条
は
転
借
人
の
義
務
に
関
す
る
規
定
に
過
ぎ
ず
、
権
利
に
関
し
て
は
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
転
借

1

(2
V

人
か
ら
賃
貸
人
に
対
す
る
直
接
の
権
利
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、

一
般
的
な
理
解
と
い
っ
て
よ
い
。
確
か
に
、
修
繕
義
務
に
つ
い



て
は
、
債
権
者
代
位
権

の
特
定
債
権
の
保
全

へ
の
転
用
に
よ
り
債
務
者
た
る
賃
借
人
の
無
資
力
要
件
を
必
要
と
す
る

こ
と
な
く
、
転
借
人

321

に
代
位
行
使
を
認
め
る
こ
と
で
解
決
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
転
借
人
が
修
補
を
し
た
場
合
の
費
用
償
還
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
転
借
人
は

賃
借
人
か
ら
回
収
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
負
う
が
、
留
置
権
の
行
使
に
よ
り
賃
貸
人
の
返
還
請
求
権
に
も
対
抗
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
不
都

合

は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
か

(ま
た
、
賃
貸
借
が
そ
の
後
も
継
続
す
る
限
り
、
賃
料
債
権
と
の
相
殺
に
よ
り
い
ず
れ
な
く
な
る
)
。

但
し
、
六

=
二
条

の
適
用
を
認
め
な
い
と
し
て
も
、
転
借
人
の
賃
貸
人
に
対
す
る
直
接
の
債
権
を
全
く
認
め
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
と
い
う

の
は
、
「但
し
、
占
有
者
と
し
て
の

一
般
原
則

(
一
九
六
条
)
に
基
づ
く
償
還
請
求
権
は
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

(3
V
る
。

叢

②

肯
定
説

岡
村
判
事
は
、
転
借
人
に
は
賃
貸
人
に
対
し
て
直
接
の
権
利
は
六

一
三
条
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
通

論

説

に
対
し
て
、
既
に
古
く
か
ら
、
次
の
よ
う
に
異
論
を
唱
え
て
い
た
。

律

「賃
借
人
は
本
来
自
ぢ
修
繕
す
る
権
利
を
有
し
な
い
の
で
あ
っ
て
斯
様
な
者
に
対
し
て
修
繕
を
請
求
し
得
る
も
の
と
す
る
は
穏
当
で
な

い
の
み
で
な
く
転
借
人
は
直
接
賃
貸
人
に
対
し
て
通
知
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
賃
借
人
に
対
し
て
は
修
繕
の
請
求
が
出
来
ず
直
接
賃

法

貨

人
に
対
し
て
請
求
し
得
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
第
六

=

一条
第

一
項
の
所
謂
権
利
が
義
務
を
包
含
す

る
如
く
第
六

一
三
条

(
4
)

第

一
項
に
所
謂
義
務
を
負
う
は
権
利
の
取
得
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
」。

こ
れ
は
具
体
的
に
は
修
繕
義
務
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
の
一
般
論
は
六

=
二
条

一
項
の
義
務
に
権
利
を
含
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
、
賃
貸
人
と
転
借
人
と
の
間
に
直
接
の
権
利
義
務
の
関
係
を
認
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
債
権
に
も
拡
大
の
余

地
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
篠
塚
教
授
は
、
修
繕
請
求
権
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
が
、
賃
料
乏
対
価
関
係
に
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
賃
貸
人
が
、
転
借
人

に
本
条
の
賃
料
請
求
権
を
行
使
し
て
き
た
と
き
に
、
転
借
人
は
修
繕
が
完
了
す
る
ま
で
、
賃
料
の
支
払
を
拒
絶
し
、
ま
た
は
、
さ
ら
に
す



す

ん

で
、

賃

借

人

(転

貸

人
)

と
賃

貸

人

に
催

告

し

た
う

え

、

そ

の
不

履

行

を

ま

っ
て
、

自

分

の
費

用

で
修
繕

し
、

賃

借

人
・に

対
す

る
転

(
5
V

借
料
ま
た
は
賃
貸
人
に
対
す
る
賃
料
と
、
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

最
も
明
確
に
六

=
二
条
の
直
接
訴
権

の
転
借
人

へ
の
拡
大
を
肯
定
す
る
の
は
、
加
賀
山
教
授
で
あ
る
。
加
賀
山
教
授
は
、
「転
借
人
に
直

一

控
訴
権
を
認
め
て
も
、
そ
の
内
在
的
制
約
に
よ
,
、
賃
貸
人
が
害
さ
れ
る
。
、
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
、
か
ら
、
少
な
く
、
も
、
転
借
人

当

を
保
護
す
る
必
要
が
大
き
い
、
賃
貸
借
の
終
了
が
転
借
人
に
対
抗
で
き
な
い
場
合
や
民
法
六
〇
八
条
の
費
用
償
還
請
求
権
が
問
題
と
な
る

鮒

場
倉

は
、
蕃

人
に
も
直
接
訴
権
が
認
め
ら
れ
・
べ
き
で
あ
・
・
考
え
る
L
と
い
宛

吻

③

私
見

(優
先
的
代
位
権
説
)

私
見
と
し
て
は
、
六

=
二
条
を
離
れ
て

一
般
理
論
と
し
て
四
三

二
条
を
転
用
し
て
優
先
的
代
位

搬

権
を
認
め
る
の
で
・
敢
え
て
六

一
三
条
に
根
拠
づ
け
る
必
要
は
な
い
・
し
か
し
・
そ
の
よ
う
な

一
般
論
が
認
め
ら
れ
言

揚
A
・
の
た
め
に
・

収

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

細

六

=
二
条
を
類
推
適
用
し
て
、
転
借
人
の
賃
貸
人
に
対
す
る
直
接
訴
権

(優
先
的
代
位
権
)
を
認
め
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。

手蹟

従
っ
て
、
転
借
人
が
費
用
償
還
請
求
権
に
つ
い
て
は
優
先
的
代
位
権
が
行
使
で
き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
も
賃
料
債
権
と

概

相
殺
す
る
こ
と
が
多
く
は
必
要
に
な
ろ
う
・
し
か
し
・
相
殺
適
状
を
要
件
と
す
る
相
殺
は
賃
借
人
と
転
借
人
間
だ
け

で
し
か
考
え
ら
れ
ず
、

の権

そ
れ
を
賃
貸
人
に
対
抗
で
き
る
か
が
問
題
に
な
る
だ
け
で
あ
る

(〔80
〕㈲
に
詳
し
く
は
述
べ
た
)。

位都

一

先
ず
、
直
接
訴
権

(優
先
的
代
位
権
)
は
担
保
権
と
は
異
な
る
の
で
、
賃
貸
人
が
差
押
え
を
し
て
も
五

=

条
に
よ
り
転
借
人
は
相
殺
が

鎌

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な

い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
賃
貸
人
に
は
転
貸
料
債
権

へ
の
先
取
特
権
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
差
押

え
に
よ
り
そ
れ
が
対
抗
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
後
は
、
転
借
人
は
相
殺
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
賃
貸

人
か
ら
転
借
人

へ
、
転
借
人
か
ら
賃
貸
人

へ
と
相
互
に
直
接
訴
権
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
転
借
人
の
相
殺

を
賃
貸
人
に
対
抗
す

る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
。
そ
し
て
、
賃
借
人
は
費
用
を
転
借
人
に
償
還
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
度
は
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
費
用
償
還

331

請
求
権
を
も

っ
て
賃
料
と
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
、

一
挙
に
全
て
を
清
算
し
て
し
ま
う
よ
う
な
相
殺
が
で
き
る
の
が



4

望
ま
し
い
が
、
そ
の
説
明
は
難
し
い
。
移
転
説
で
は
、
賃
貸
人
と
転
借
人
と
の
間
に
相
殺
適
状
が
成
立
す
る
の
で

一
挙
に
清
算
で
き
る
相

ヨー

殺
を
説
明
で
き
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
双
方
と
も
直
接
訴
権
の
意
思
表
示
を
し
て
両
方
と
も
移
転
が
成
立
し
て
い
な

い
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注(1
)

梅
謙
次
郎

『
民
法
要
義
理
巻
之
三
債
権
編
』
六
六
二
頁
。
六

=
二
条

(草
案
六

一
六
条
)

の
審
議

の
際

に
も
、
梅
博
士
は
転
借
人
に
は
賃
貸
人
に

対
す

る
直
接
の
権
利
を
認
め
る

つ
も
り

で
は
な

い
が
、
そ
れ
が
不
都
合
な
ら
ば
改
め
て
も
よ

い
と
述

べ
る
が
、
結
局
改

め
ら
れ

る
こ
と
な
く
原
案

通
り
に
可
決
さ
れ
て
い
る

(法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修

『法
典
調
査
会

民
法
議
事
速
記
録

四
』
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法

資
料
叢
書

4
)
四
〇
六
頁
以
下
)
。

一

(・
)

例
え
ば
・
村
上
恭

=

債
馨

論
』
(大
三
)
五
九
黄

鳩
山
秀
夫

・増
訂
呆

債
権
馨

論

(下
巻
三

大
三

四
入
貢

馨

幸
四

叢

郎

『債
権
法
論

(各
論
)
下
巻
』

(昭
四
)
五
六
三
頁
、
岩
田
新

「債
権
法
新
論
』

(昭
九
)
三
七
五
頁
、
沼
義
雄

「綜
合
日
本
民
法
論
別
巻
第
五
債

権
各
論
下
』

(昭

一
八
)
五

一
頁
、
近
藤
英
吉

「債
権
各

論
』

(昭
入
)

一
二
三
頁
、
勝
本

正
晃

「債
権
法
概
説

(各
論
ご

(昭

二
四
)
入
九
頁
、
石

請

田
文
次
郎

・債
馨

論
』

(昭
二
二
)

一
四
五
頁
・
我
妻
栄

贋

馨

輪
中
巻

一
』

(昭
三
三

四
六
}
責

・
永

耕

四
郎

薪

民
法
要
義
第
三
巻
下

律

債
権
各
論
』

(昭
三
四
)
二

=

頁
、
中

川
善
之
助

.
打
田
駿

一

『契
約
』

(昭
二
八
)
三
七
四
頁
、
中
川
善
之
助

.
松
嶋
泰

『
改
正
借
地
法

.
借
家

法
』

(昭
四
二
)
二
八
三
頁
、
石
田
穣

『契
約
法
』

(昭
五
七
)
二
三
九
頁
、
品
川
孝
次

『契
約
法
上
巻
』

(昭
六

一
)
三
三
九
頁
、
水
辺
芳
郎

『
債

法

権
各

論
』

(平

一
〇
)

}
九
三
頁
。

(
3
)

我
妻
栄

『債
権
各
論
中
巻

一
』

(昭
三
二
)
四
六
二
頁
。

(
4
)

岡
村
玄
治

『
改
訂
債
権
法
要
論

(各
論
)
』

(昭
三
四
)

=
二
四
頁
。
同

「債
権
各
論
』

(昭
四
)
三
七

一
頁

で
同
旨
が
主
張
さ
れ
て

い
た
。

(
5
)

篠
塚

・
前
掲
書

〔
84
〕
注

(
2
)
二
九
〇
～
二
九

一
頁
。

,

(
6
)

加
賀
山

・
前
掲
論
文

(二
)
阪
大
法
学

一
〇
三
号

=
二
二
頁
。
同

「
民
法
を
語
る
⑬
」
い
些
≦

。Q
∩
ゲ
。
o
一
=
=

号

一
二
〇
頁

で
の
発
言
も
同
様
で
あ

る
が
、
賃
貸
人

の
義
務

が
修
繕
義
務

と
い
っ
た
為
す
債
務

で
あ
り
、
賃
借
人
の
他

の
債
権
者
と
の
関
係
が
問
題
に
な
ら
な

い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。



7

直
接
訴
権
の
法
理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
民
法
規
定

2
1
一

復
代
理
の

一
〇
七
条

二
項

〔88
〕ω

一
。
七
条
二
項
の
位
置
づ
け
1

起
草
過
程

日糊

一
〇
七
条
二
項
は
、
「復
代
理
人
ハ
本
人
…

二
対
シ
テ
代
理
人
ト
同

一
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
」
る
も
の
と
規
定
を
し
て
い
る
。
こ
の
規
定

吻

は
・
そ
の
文
言
だ
け
を
み
る
と
必
ず
し
も
立愚
昧
が
明
確
と
は
思
わ
れ
な
覧

δ

七
条
二
項
は
第
三
者
と
の
関
係
も
規
定
し
て
い
る
た
め

.度制

明
確

で

は
な

い

が
、

こ

の
規

定

が
直

接

訴
権

を
規

定

し

た
も

の
で
あ

る

こ
と

は

、

昭
和

五

〇

年

代

に

な

っ
て
浜

上

教

授

に

よ

っ
て
確

認

が

収

(2
)

翻

さ

れ

て

い
る
.

蝋

㈲

旧
民
法
の
規
定

δ

七
条
二
項
が
直
接
訴
権
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
・
と
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
旧
民
法
財
産
取
得
編
二

灘

三
六
条
の
規
定
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
・
そ
こ
で
・
こ
の
規
定
の
起
草
過
程
を
確
認℃

て
お
こ
う
・

の擁

ω

ボ
ア
・
‡

ド
草
案
以
降

ボ
ア
・
†

ド
草
案
で
は
、
九
三
二
条
が
そ
の
後
の
旧
民
法
財
産
取
得
編
一
三

六
条
に
な
る
現

然

定
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
規
定
が
さ
れ
て
い
た

(・
長

…

。
目

・
・≦
ξ

・巨

喜

…

匙

§

…

8
§

。・軽

・
:

・…

婁

器

(
3

)

'

鎌

.

.㌍

耀

)軒
案
九
…

.

望

削
二
項
の
場
合
に
お
い
て

委
任
者
は
復
代
理
人
に
対
し
て
嚢

に
関
す
る
訴
権
を

直
接
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
委
任
者
は
、
同
様
に
復
代
理
人
に
対
し
て
直
接
に
義
務
を
負
う
。

5

前
条
第
三
項
の
不
適
法
な
復
代
理
の
場
合
に
お
い
て
、
委
任
者
は
上
記
の
直
接
訴
権
と
受
任
者
に
つ
い
て
の
間
接
訴
権
と
の
選
択

13

権
を
有
す
る
。
但
し
、
直
接
訴
権
の
行
使
は
、
復
代
理
の
追
認
を
も
た
ら
す
。
L



〔
U
窪

。・
蕾

。
霧

肩

曾

⊆
G。
僧
已
巳

①
巽

で
目
①
巨

①
屋

ρ
ぎ

雷

。・
自
色

、舘

島
。
冨

で
鼠

・
a

①
鼻

δ

目
窪
巳

窪

e
℃
①
暮

①
×
⑦
同
8

回
忌
冨

9

①
日

㊦
暮

8

口
証
①

361

δ

。。
暮

。。
け巨

2

Φ
。。
舘

註
8

。。
邑

註

く
①
。。
巴

㊤

αq
①
。。ぎ

昌

仙
①
8

巨

点

る

け
出

①
。。茸

Φ
2

ら
冨

。
8

日
①
暮

8

<
①
円。・
臣

節
β

臨

墓

鼻

円
ρ

U
騨
蕊

『
。・
o
霧

島
①
。・
自
げ
。。
試
ε

ぼ一〇
口

寄
目
貫

巳

貯
お

鷲

曾

`
。。
℃
塑
=

①
霞
9

。。δ
日

①
巴

三
盆

9
ロ

日
ゆ
日

㊦
舘

自
⊆
ρ

一㊦
日

9
冨
畠
㊤
暮

僧
『

9

9
×

㊦
自
首
①

一9
匹
詳
①
霧

島
o
p

畠
貯
①
o
冨

①
け
一げ
〇
二
〇
⇒

ぎ
象

冨

9
①
傷
口
o
プ
歌

島
麟

目

窪
昌
ユ
鉾

巴
冨

"
日

臥
。。
一.①
×
①
門α
8

畠
①
一僧
℃
『
①
日

δ
目
①
①
日

で
o
詳
①
門
鉾

田

s

菖
o
ロ

α
①

冨

。。
ロ
げ
。。
二
ε

註
o
戸

〕

こ

の
規

定

に

つ
い
て

の

ボ

ワ

ソ
ナ

ー

ド

の
説

明

は

お

お
よ

そ

次

の
よ
う

で
あ

る

(軍

。
』9

号

O
O
u
国
O
H<
目

℃
。
弓

ま

日
耳

①
亀
目
討
℃
8

丁

.

.善

書

a

ぎ

8
…

暮
ρ
葺

ξ

.・

.・
・
も

・
範

・

薯

・
で

あ

る

の

で
・

〔

〕

で
括

・
て

お
く

・

と

に
す

る
・

叢

〔
本
条
は
、

こ
れ
と
類
似

の
フ
ラ
ン
ス
民
法

一
九
九
四
条

二
項
を
、
補
充

の
上
採

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
補
充
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
と

論

い
う

と
、

フ
ラ

ン
ス
民
法

の
規
定

は
、
直
接
訴
権
を
相
互
的
な
も

の
と
し
て
は
規
定
し
て
お
ら
ず

(委
任
者

の
直
接
訴
権

の
み
し

か
規
定

し
て
い
な

い
)
、

ま
た
、
不
適
法
な
復
代
理
に

つ
い
て
は
疑
問
を
残
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

既
に
、
本
理
由
書

に
お

い
て
、
直
接
訴
権

と
対
置
さ
れ
る

フ
ラ

ン
ス
民
法

一

律

一
六
六
条
に
対
応
す

る
間
接
訴
権

(債
権
者
代
位
権

の
こ
と
)
に

つ
い
て
は
か
な
り
長
く
説

明
を
施
し
た
。
間
接
訴
権

で
は
、
債
権
者
が
債
務
者

の
権
利

を
代
わ
り
に
行
使
す

る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
務
者

の
訴
権
を
代
位
行
使
す

る
債
権
者

が

】
人
だ
け
と

い
う

こ
と
は
ま
れ

で
あ
ろ
う
。
他

の
債
権
者

法

と
の
競
合
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
も
し
同
様

の
事
例
に
お

い
て
、
債
権
者

が
債
務
者
の
訴
権
か
ら
発
生
し
た
訴
権

を
債
権
者

の
独
自

の
も

の
と
し
て
直
接

に
行
使
が
で
き
る
と
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
他

の
債
権
者

と
の
競
合
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
、

こ
の
よ
う
な
訴
権

に
よ
る
利
益
を
受

け
る
唯

一
の
者
と
な

る
。

本
条

の
よ
う
な
事
例

に
お

い
て
は
、
受
任
者
が
復
受
任
者
に
対
す
る
権
利
を
取
得
し
、
委
任
者
は

こ
れ
を
代
位
行
使
で
き
る
の
み
か
の
よ
う

で
あ
る
。
前

条
前

二
項

で
は
、
委
任
者

に
復
受
任
者

に
対
す
る
直
接
訴
権
を
認
め
た
。
し
か
し
、
本
条
二
項

で
は
、
復
代
理
を
否
定
す

る
こ
と
を
放
棄
し
た
場
合
に

の

み
直
接
訴
権

の
行
使
を
認
め
た
。

こ
れ

に
つ
き
、
以
下

の
よ
う
な

一
般
原
則
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
。

①

復
代
理

が
適
法
な
場
合

受
任
者

は
、
第
三
者

に
任
せ
る
が
、
委
任
者

の
た
め
そ
し
て
委
任
者
の
名

で
行
う
も

の
で
あ

る
。
受
任
者

は
、
決
し
て

自
分
の
利
益

の
た
め
に
、
復
受
任
者

に
対
す
る
委
任
契
約
上

の
権
利
を
取
得
す
る
も

の
で
は
な

い
。
従

っ
て
、
受
任
者
は
委
任
者

の
た
め
に
権
利
を
取
得

す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
両
面
的

で
あ
り
、
復
受
任
者
に
対

し
て
義
務
を
負
う

べ
き
な
の
も
委
任
者
で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス
民
法
で
は
、
委
任
者
に

の

み
直
接
訴
権
を
規
定
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は

】
般
原
則

の
発
現
に
す
ぎ
な

い
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

は
言
及
は
し
て

い
な

い
も

の
の
、
相
互
的
で



「

る
こ
と
な
く
応
じ
た
場
合

に
為

様

に
追
認
を
語

る
こ
と
が
で
ミ

〕

三

(5
)

剛

こ
の
説
明
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
本
草
案
は
直
接
訴
権
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
、
直
接
訴
権
の
債

傭

権
者
代
位
権
に
対
す
る
意
義
と
し
て
は
・
悟
砂
債
権
者
砂
競
合
を
排
除
で
ぎ
を
ご
ど
に
わ
む
こ
と
が
分
か
る
・
ま
た
・
ど
う
し
て
・
直
接

へ度

の
権
利
義
務
の
関
係
を
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
代
理
人
は
究
極
的
に
自
分
の
事
務
で
は
な
く
、
本
人
の
事
務
を
依
頼
し
て
い

制醐

る
も
の
で
あ
り
、
確
か
に
形
式
的
に
は
本
人

・
代
理
人
間
、
代
理
人

・
復
代
理
人
聞
に
委
任
契
約
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
代

熊

理
人
は
究
極
的
に
は
本
人
の
利
益
と
負
担
の
下
で
行
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
持
ち
出
し
て
い
る
。

イ的

)

先

イ

旧
民
法
の
起
草
過
程

優

一

勧

①

法
律
取
調
委
員
会

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
を
土
ムロ
に
し
て
旧
民
法

の
審
議
が
行
わ
れ
る
が
、
法
律
取
調
委
員
会
第
六
四
回

(明

難

治
三

年
六
月

三

・
)
の
審
議
に
提
出
さ
れ
た
草
案
は
以
下
の
考

な
も
の
で
あ
っ
た

(.法
律
取
調
委
員
会
民
肇

案
財
産
編
取
得
嚢

事

儲

籠

』
(商
事
霧

研
究
会

呆

近
代
立
法
資
料
馨

・
三

五
六
頁
)・
草
案
で
は
九
三
一
〕条
で
あ
る
・

湘

草
案
九
三
二
条

「前
条
ノ
初
ノ
二
項

二
定
メ
タ
ル
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
代
人
ノ
管
理

二
関
ス
ル
訴
権
ヲ
直
接

二
其
代
人

二
対
シ
テ

行
ウ
コ
ト
ヲ
得
又
同

一
ノ
名
義

ニ
テ
其
代
人
二
対
シ
直
接

二
責

二
任
ズ
。

同
条
ノ
第
三
項

二
定
メ
タ
ル
反
則
代
替
ノ
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
右
直
接
訴
権
ト
代
理
人
ノ
権
利
ヲ
以
テ
ス
ル
間
接
訴
権
ト
ノ
間

　13

二
選
択
ヲ
有
ス
然
レ
ド
モ
直
接
訴
権

ノ
行
用
ハ
代
替
ノ
確
認
ヲ
帯
ブ
」。

あ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

②

不
適
法
な
復
代

理
の
場
合

復
代
理
が
不
適
法
な
場
合

に
は
、
受
任
者

は
委
任
者
を
代
理
し
て
復
受
任
者
を
選
任
し

て
い
る
と
も
、
ま

た
、
復

受
任
者

に
対
す
る
権

利
を
委
任
者

の
た
め
に
取
得
し
て
い
る
も

の
と
い
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
受
任
者

が
復
受
任
者

に
対
し
権
利

を
有
し
、
ま
た
義

務
を
負
う

こ
と
に
な
る
。
委
任
者
は
間
接
訴
権
を
行
使

で
き
る
だ
け
と
な
る
。
し
か
し
、
委
任
者

は
常
に
追

認
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
復
受
任
者

に
対
し

て
直
接
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
追
認
を
な
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
復
受
任
者

に
よ
る
直
接
訴
権

の
行
使

に
対
し
て
、
異
議
を
留
め



こ
の
草
案
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
ま
さ
に
直
訳
で
あ
り
、
訳
も
こ
な
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
し
た
仏
文

381

を
読
ま
な
け
れ
ば
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
正
確
に
伝
わ
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
草
案
に
つ
い
て
、
審
議
に
よ
り
表
現
が
以

.
下
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
る
。
点
線
を
ふ
っ
た
個
所
が
表
現
の
修
正
さ
れ
た
個
所
で
あ
る
。

草
案
九
三
二
条

「前
条
ノ
初
ノ
二
項

二
定
メ
タ
ル
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
代
人
ノ
管
理

二
関

ス
ル
訴
権
ヲ
直
接

二
其
代
人

二
対
シ
テ

行
ウ
コ
ト
ヲ
得
又
同

一
ノ
理
由

ニ
テ
其
代
人
二
対
シ
直
接

二
責

二
任
ズ
。

同
条
ノ
第
三
項

二
定
メ
タ
ル
反
則
代
替
ノ
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
右
直
接
訴
権
ト
代
理
人
ノ
権
利
ヲ
以
テ
ス
ル
間
接
訴
権
ト
ノ
聞

一

二
選
択
ヲ
有
ス
然
・
ド
モ
直
接
訴
管

径
募

ル
ト
太

陰

誌

認
ゑ

坐

ぐ

春
壁

・」

叢

②

法
律
取
調
委
員
会
再
調
査
案

右
の
よ
う
な
修
正
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て

論

再
調
査
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
草
案
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

(『法
律
取
調
委
員
会

民
法
草
案
財
産
取
得
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』

律

(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
集
11
)

一
七
〇
頁
)。

再
調
査
案
原
案
九
三
二
条

「前
条
第

一
項
及
ビ
第
二
項
ノ
場
合

二
於
テ
、
委
任
者

ハ
下
代
人
二
対
シ
其
管
理

二
関
ス
ル
訴
権
ヲ
直
接

法一

二
行
ウ
事
ヲ
得
又
之
二
対
シ
型

.
名
善

一
テ
直
接

二
責
任
。
負
担
ス
.

同
条
第
三
項
ノ
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
直
接
訴
権
ト
代
理
人
ノ
名
ヲ
以
テ
ス
ル
間
接
訴
権
ト
ノ
間

二
選
択
権

ヲ
有
ス
然
レ
ド
モ
直

接
訴
権
ヲ
行
フ
タ
ル
ト
キ

ハ
真
下
代
人
ノ
選
任
ヲ
許
諾
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
。
」

審
議
で
は
、
「下
代
人
」
と
い
う
文
言
を

「復
代
人
」
と
改
め
る
こ
と
に
し
た
他
は
、
原
案
通
り
と
い
う
こ
と
で
議
決
さ
れ
る
。
再
調
査

案

で
は
以
下
の
よ
う
に
な
る

(『民
法
再
調
査
案
』
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
16
)
二

五
～
二

六
頁
)。
点
線
部
分
が
原
案
と

は
異
な
る
個
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
表
現
の
修
正
だ
け
で
あ
る
。

再
調
査
案
九
一三

一条

「
〔前
条
第

一
項
及
ビ
〕
第
二
項
ノ
場
Aロ
ニ
於
テ
委
任
者

ハ
復
代
ん

二
対
シ
其
管
理

二
関
ス
ル
訴
権
ヲ
直
接

二
行



ウ
コ
ト
ヲ
得
又
之

二
対
シ
同

一
ノ
名
義

ニ
テ
直
接

二
責
任
ヲ
負
担

ス
。

同
条
第
三
項
ノ
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
直
接
訴
権
ト
代
理
人
ノ
名
ヲ
以
テ
ス
ル
間
接
訴
権
ト
ノ
聞

二
選
択
権

ヲ
有
ス
然
レ
ド
モ
直

接
訴
権
ヲ
行
フ
タ
ル
ト
キ

ハ
其
復
代
人
ノ
選
任
ヲ
認
諾
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
。L

一

㈲

旧
民
法
の
規
定

以
上
の
占

つ
な
ボ
ア
。
†

ド
草
案
の
禦

の
部
分
的
裏

現
の
修
正
を
経
て
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
ニ

ヨ

三
六
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。
点
線
を
ふ
っ
た
個
所
は
、
再
調
査
案
か
ら
更
に
修
正
を
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
復
代
人
が
復
代
理

輔

人
と
修
正
さ
れ
る
な
ど
の
表
現
の
み
の
修
正
に
止
ま

っ
て
い
る
.

吻

財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項

「前
条
第

一
項
及
ビ
第
二
項
ノ
場
合

二
於
テ
委
任
者

ハ
復
代
人

二
対
シ
其
管
理

二
関
ス
ル
訴
権
ヲ
直
接

度

、
、
、
、
、
、
、

制

二
行
ウ
コ
ト
ヲ
得
又
之
二
対
シ
直
接

二
責
任
ヲ
負
担
ス
。

収綱

同
条
第
三
項
・
場
倉

於
テ
委
任
者

ハ
直
接
訴
権
ト
袋

入
.
名
ヲ
以
テ
ス
ル
間
接
訴
権
ト
.
間

一湊

権

。
有

ス
然
レ
ド
モ
直

蝋

接
訴
権
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ト
キ

ハ
其
復
代
人
ノ
選
任
ヲ
認
諾
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
。
」

跣

笙

条
は
復
代
理
人
の
選
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
倉

つ
い
て
、
委
任
者
が
復
代
理
人

(復
受
任
者
)
に
対
し

て
直
接
に
訴
権
が
認

の推

め
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
、
表
現
は
異
な
る
が
、
復
代
理
人
か
ら
委
任
者
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
委

位獣

任
者
の
復
代
理
人
に
対
す
る
直
接
の
訴
権
は
、
第
二
項
に
お
い
て

、
直
接
訴
権
・
で
あ
る
・
と
が
明
示
さ
れ
、
.間
接
訴
権
・
即
ち
代
理
人

騰

の
復
代
理
人
に
対
す
る
債
権
を
代
位
行
使
す
る
債
権
者
代
位
権
と
の
選
択
が
可
能
で
あ
る
が
、
直
接
訴
権
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
復
代

理
人
の
選
任
に
つ
き
承
諾
し
た
も
の
と
扱
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
規
定
の
上
か
ら
も
、
明
ら
か
に
委
任
者
と
復
受

任
者
と
の
間
に
お
い
て
相
互
の
直
接
訴
権
が
旧
民
法
で
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。

①

理
由
書
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
説
明

本
条
に
つ
い
て
の
○
。
O
①
9
乱

自
己

.㊦日
旨

①
畠
`
鍵
層
8

碧
8
ヨ
℃
譜
融

α
.旨

391

①
×
冒
o
。。
価
畠
羽

目
9

野

e
口
押

回
。。
㊤
ど

℃
℃
ら
潔

簿

ω
9
の
説

明

を

見

る

と
、

殆

ど

ボ
ア

ソ
ナ

ー

ド
草

案

に
お

け

る

説

明

と

同
様

で
あ

る
。

財

産



0

編
三
三
九
条
の
間
接
訴
権
即
ち
債
権
者
代
位
権
で
は
、
債
権
者
は
債
務
者
の
権
利
を
債
務
者
に
代
わ
っ
て
行
使
す
る
に
す
ぎ
ず
、
債
務
者

14

の
他
の
債
権
者
の
競
合
を
避
け
得
な
い
が
、
債
務
者
の
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
自
分
に
属
す
る
権
利
を
直
接
に
行
使
で
き

る
と
す
れ
ば
、
債
務
者
の
他
の
債
権
者
の
競
合
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
直
接
訴
権
で
あ
る
と
い
っ
た
、
直
接
訴
権

の
間
接
訴
権

に
対
す
る
利
点
の
説
明
が
先
ず
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
第

一
項
が
、
適
法
に
代
理
人
は
本
人
の
た
め
に
本
人
の
名
で
復
代
理
が
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
代
理
人
は
本
人
と
し

て
の
権
利
を
復
代
理
人
に
対
し
て
取
得
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
本
人
が
取
得
し
、
他
方
で
、
反
対
に
本
人
が
復
代
理
人
に
対
し
て
義

「

務

づ
け
ら
れ
る
・
第
二
項
は
・
本
人
に
よ
る
復
代
理
人

へ
の
直
接
訴
権
の
行
使

即
ち
直
接
の
権
利
行
使
が
・
違
法
な
復
代
理
の
追
認
を

叢

意
味
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

論

こ
う
み
る
限
り
、
草
案
に
お
け
る
復
代
理
が
本
ん
砂
代
理
ん
ど
レ
で

(一
本
人
の
名
で
)
復
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
た

律

理
解
が
改
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
代
理
人
の
代
理
行
為
に
よ
り
本
人

・
復
代
理
人
間
に
直
接
の
委
任
契
約
の
関
係
が
成
立
す
る
以

上
、
両
者
の
間
に
契
約
上
の
債
権
が
成
立
す
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
直
接
訴
権
な
ど
と
い
う
必
要
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、.
ボ
ア
ソ

法「

す

ド
の
説
明
が
、
折
角
の
直
接
訴
権
の
規
定
を
誤
解
に
陥
れ
る
原
因
と
な

っ
た
・
と
は
木
口
め
な

い
と
・
ろ
で
あ
る
.

②

注
釈
書
に
お
け
る
解
説

こ
の
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
六
条
に
つ
い
て
の
注
釈
を
見
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
説
明
す
る

も

の
が
あ
る
。
先
ず
、
適
法
な
復
代
理
人
の

(条
文
で
は
復
代
人
)
場
合
に
は
、
「代
理
人
は
委
任
者
の
名
義
を
以
て
委
任
者
の
為
め
に
之

を
選
任
せ
し
も
の
と
云
う
可
く
、
此

一
事
を
以
て
代
理
人
が
委
任
者
に
対
す
る
義
務
は
己
に
消
散
し
て
代
理
人
は
其
関
係
よ
り
離
脱
し
而

し
て
委
任
者
と
復
代
理
人
と
の
間
に
更
に

一
個
の
代
理
関
係
の
成
立
す
る
も
の
た
り
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
、
そ
し
て
、
二
項
に
つ
い
て
は
、

不
適
法
な
復
代
理
人
で
も
、
本
人
が

「認
諾
」
即
ち
追
認
で
き
、
追
認
す
る
と
適
法
な
復
代
理
人
と
な
る
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と

(
6
)

説
明
す
る
。
こ
の
説
明
を
見
る
限
り
、
復
代
理
は
代
理
人
が
本
人
を
代
理
し
て
委
任
を
す
る
も
の
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ



な
ら
ば
本
人

・
復
代
理
人
間
に
直
接
の
委
任
契
約
が
成
立
す
る
の
で
、
直
接
の
権
利
関
係
が
成
立
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

(
7
V

ま

た
、

別

の
著
書

で
も

次

の
よ

う

に
概

ね

同
旨

の
内

容

が

詳
し

く

説

明

さ

れ

て

い
る
。

①

適
法
な
復
代

理
人
の
場
合

「代
理
人
が
復
代
人
を
選
任

せ
し
は
、
委
任
者

の
意
思
に
従

い
た
る
も

の
に
し
て
委
任
者
自
か
ら
之
を
選
任

せ
し
に

異
な
ら
ず
。

即
ち
代
理
人
は
委
任
者

の
名
義
を
以

て
委
任
者

の
為
め
に
之
を
選
任

せ
し
も

の
と
云
う
可
く
、
此

一
事
を
以
て
委
任
者
に
対
す
る
義
務
は
己

「

に
消
散
し
て
代
理
人
は
其
関
係
よ
り
離
脱
し
、
而
し
て
委
任
者
と
復
代
理
人
と
の
間

に
更
に

一
個

の
代
理
関
係

の
成
立
す
る
も

の
た
り
。

是
を
以

て
復
代

三

人
が
代
理

〔
人
?
〕
と
し
て
為

せ
し
管
理
の
所
為

に
対
す

る
訴
権
は
委
任
者
直
接

に
之
を
行
う

こ
と
を
得

べ
く
、
復
代
理
人
に
対
す
る
責
任
即
ち
管
理
に

用

関
す

る
復
代
人
の
費
用
、
立
替
金
、
損
害
の
賠
償
及
び
代
理
の
報
酬
等
の
責
任
は
委
任
者
直
接
に
負
担
す
る
も
の
と
す
。
之
を
約
言
す
れ
ば
権
利
義
務
共

傭

に

一
個

の
代
理
人
を
介
せ
ず
し

・
双
方
の
間

に
於
け
・
直
接

の
関
係

た
る
も
の
な
り
」

(原
文
・
タ
・
ナ
)
・

膨

②

不
適
法
な
復
代
理
人

の
場
A
・

・
の
場
A
・
に
は

.
委
任
者

を
代
表
し
萎

任
者

の
為
め
・
選
任
せ
し
も

の
・
云
、・
を
讐

即
ち
代

理
人
が
自

制

己

の
意
思
に
随
い
自
ら
復
代

人
を
選
任
し
た
る
も

の
な
れ
ば
其
結
果
を
委
任
者
に
転
与
す
可
き
に
非
ず
。
故
に
此
場
合
に
於
る
委
任
者
と
復
代

人
と
の
関

醐

係
を
普
通
の
原
則
吉

聾

す
れ
ば
、
委
任
者
が
自
己
の
霧

者
た
る
代
理
人
の
名
義
を
以
て
す
る
に
非
ざ
れ
ば
其
復
諜

者
た
る
復
代
人
を
訴
ふ
る
の

熊

権
な
」

即
ち
代
理
人
の
名
を
以
・
す
・
間
接
訴
権
あ
・
に
過
ぎ
ざ
・
な
㌦

然
れ
・
も
本
条
・
此
場
合
・
も
間
接
訴
権
・
直
接
訴
権
・
に
付
垂

択
権

的

を
有
す
と
為
し
委
任
者

に
直
接
訴
権
を
も
併
せ
て
許
与

せ
り
。
是
れ
他
な
し
委
任
者

は
代
理
人
の
権
限
外
に
為
し
た
る
行
為
に
て
も
之
を
認
諾
す

る
の
権

概

あ
る
を
以
・
覆

代
人
の
選
任
も
勿
論
之
を
認
諾
す
…

を
得
べ
高

し
・
之
を
認
諾
す
・
や
其
関
係
・
第
一
の
場
合
の
㌍

当
然
直
接
・
為
・
に
因

の

る
L

(原

文

カ

タ

カ
ナ

)
。

権籠

◎⇒

旧
民
法
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
の
結
論

旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
六
条
の
原
案
た
る
ボ
ア
・
‡

ド
草
案
が
、
直
接
訴
権

儲

の
根
拠
委

と
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
民
塗

九
九
四
条
二
項
に
由
来
し
、
そ
の
不
備
を
補

・
た
も
の
で
あ
・
た
・
と
は
、
ボ
ア
・
ナ
ー
ド
の

ず

明
か
ら
明
ら
か
で
窺

そ
の
ボ
ア
・
ナ
ー

草
案
が
・
本
語
に
翻
訳
え

旧
民
法
の
た
た
き
台
・
さ
れ
初
め
は
直
訳
調
で
書

ず
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
審
議
を
経
る
に
つ
れ
表
現
が
改
善
さ
れ
て
い
き
、
先
の
旧
民
法
の
規
定

へ
と
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
審
議
過
程
で
は
表
現
の
改
善
の
み
が
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
内
容
的
な
変
更
は
な
い
の
で
こ
の
規
定
が
直
接
訴
権
を
導
入
し
た

ユー4

規
定
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。



2

と
こ
ろ
が
、
二
三
六
条

一
項
に
つ
い
て
、
①
適
法
な
場
合
は
、
代
理
人
が
本
人
の
名
で
復
代
理
人
に
委
任
を
す
る
た
め
に
本
人

・
復
代
理

14

人
間
に
直
接
の
権
利
義
務
の
関
係
が
発
生
し
、
②
不
適
法
な
場
合
に
は
受
任
者
一
代
理
人
が
自
己
の
名
で
委
任
す
る
の
で
あ
り
、
本
人

・

復
代
理
人
間
に
は
直
接
の
関
係
は
生
ぜ
ず
、
復
代
理
人
と
法
律
関
係
を
有
す
る
の
は
受
任
者
一
代
理
人
で
あ
り
原
則
と
し
て
債
権
者
代
位

権
し
か
問
題
に
は
な
ら
な

い
が
、
委
任
者
は
追
認
を
し
て
直
接
の
法
律
関
係
を
復
代
理
人
と
の
間
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た

も

の
と
、
右
の
解
説
を
見
る
限
り
で
は
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
考
え
て
い
た
直
接
訴
権
に
よ
る
債
権
者
保

護
と
い
う
こ
と
が
無

視
さ
れ
、
代
理
と
い
う
問
題
に
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
後
の
現
行
民
法
の
起
草
過
程
で
直
接
訴
権
と

い
う
こ
と
が
十
分
に

一

意
識
さ
れ
な
か
・
た
原
因
で
あ
る
・

い
ず
れ
に
せ
よ
・
わ
が
国
の
起
薯

ま
た
起
藩

助
者
は
ボ
ワ
ソ
†

ド
の
趣
旨
を
+
分
に
理
解
し

叢

て

い
な

か

っ
た

の

で
は

な

い
か

と
疑

わ

れ

る

と

こ
ろ

で
あ

り

、

そ

れ

が

現
行

民

法

に
お

け

る
規

定

そ

し

て

そ

の
理
解

へ
と

つ
な

が

っ
て

い

論

く
原

因

で
あ

る
と

い
え

よ
う

。

律

主

法

(
-
)

誘

。
め
、
通
説

。
後
述
す
。
さ

つ
に
本
人

.
代
理
人
間
の
内
部
関
係
、
同
じ
関
係
を
本
人

.
復
代
理
人
間

に
認
め
窺

定

と
解
す
る

の
・
対

し
て

一
〇
七
条

二
項

は

一
項

の
結
果
を
注
意
的

に
規
定
し
た
も

の
に
す

ぎ
な

い
と
し
て
、
反
対
す
る
学
説
も
あ
る

(薬
師
寺
志
光

『
改
訂
日
本

民
法
総
論
新

講
下
巻
』

(昭
四
五
)
六
七
三
頁
)
。

(2
)

浜
上
則
雄

「
民
法

一
〇
七
条

の

「直
接
訴
権
」

に
つ
い
て
」
ピ
窒

ω
。げ
0
9
三

三
号

(昭
五
六
)
四
七
頁
以
下
。
な
お
、

〔
93
〕

に
述

べ
る
よ
う

に
、
林
脇
教
授
も
起
草
過
程
を
研
究
し
て
、

一
〇
七
条
二
項
が
本
来
は
直
接
訴
権

の
規
定

で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

一
九
九
四
条
二
項
に
規
定
が
あ
り
、
委
任
者

・
復
受
任
著
聞

に
相
互
的
に
、
直
接
訴
権

が
肯
定
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
訴

権

の
性
質

に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
①
直
接
訴
権

と
位
置
づ
け
る
も
の

(ζ
雷
・
窪

画
一
山
中
診

oq
一髪
ρ

O
。
暮
田
房

の鳳
。
冨
長

石

巴

・弘

㊤
。。
μ
一
昌
。

同
日

ω
)
、
②
復
代
理

の
結

果
と
構
成
す
る
も

の

(O
。
N
冨
P

ピ
.窪
ま

ロ
会
お
。け
P

お
①
P

ロ
。
O
悼
9

。。
し
、
及
び
、
③
契
約
グ

ル
ー
プ
論

に
よ
り
説

明
す
る
も
の

(Z
①
富
戸
い
Φ
のo
島
-
。o
暮
茜
酔
一
目
㊤
刈
P

ロ
。
悼
綜
山
O
①
)
に
分

か
れ
る
。

こ
の
直
接
訴
権
は
、
委
任
者

・
受
任
者
間
、
受
任
者

・
復
受

任
者
間

と
い
う
二
重

の
制
限
が
あ
り
、
委
任
者
は
復
受
任
者

の
直
接
訴
権
に
対
し
て
、
復
受
任
者

の
過
失
を
対
抗
す
る

こ
と
が
で
き

る
も

の
と

い

わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
委
任
者

は
受
任
者

へ
の
報
酬
の
支
払

い
を
も

っ
て
、
復
受
任
者
に
対
抗

で
き
な

い
も

の
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
は
委



任
者

が
復
委
任
を
知
ら
な

い
場
合

に
、
と
り
わ
け
疑
問
が
あ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
る
。

(
3
)

本
文
は
私
訳
で
あ

る
が
、
『
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
再
閲
修

正
民
法
草
案
註
釈
第
三
編
下
巻
』

(
一
七
六
頁

の
も
の
と
五
五
五
頁
の
も

の
と
が
あ

る
)

に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
訳
出
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
再
閲
で
は
条
文
は

一
四
三
二
条

と
な

っ
て
い
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
再
開

一
四
三
二
条

「前
条
第

一
項
第
二
項

二
予
定

シ
タ

ル
場
合

二
於
テ

ハ
委
任
者

ハ
直

二
代
任
代
理
人

二
対

シ
其
管
理

二
関

ス
ル

ー
切
ノ
訴
権
ヲ
執
行

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可

シ
而
シ
テ
委
任
者

ハ
亦
直
接

二
其
代
任
代
理
人

二
対
シ
委
任
者
タ

ル
ノ
義
務

ヲ
負
担

ス
ベ
シ

ー

第
三
項

二
予
定

シ
タ

ル
不
適
法

ノ
代
任
代
理
ノ
場
A
ロ
ニ
於

ハ
委
任
者

ハ
間
接
訴
権

ト
直
接
訴
権
ト
ノ
間
選
択
権

ヲ
有

ス
然

レ
モ
直
接

ノ
訴
権

ノ

に

執
行

ハ
代
任
代
理
ノ
追
認
ヲ
惹
起

ス
ベ
シ
。
」

朝

な

・
、
・
ボ
ア
・
†

ド
氏
起
箆

肇

案
修
正
文
・
六
八
二
⊥

ハ
入
三
頁
で
・
、
次

の
考

に
な

・
三

・
.

吻

一
四
三
四
条

.前
条
第

一
項
第
二
項

二
予
定

シ
タ

ル
場
合

・琴

委
任
者

ハ
直

二
代
リ
代
理
人

二
対

シ
巷

理

二
関

・
ル

一
切
ノ
訴
権
を
執

度

.行

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
委
任
者
モ
亦
直
接

二
其
代
リ
代
理
人

二
対
シ
委
任
者
タ

ル
ノ
義
務

ヲ
負
担

ス

囎

第
三
項

二
序
定

シ
タ

ル
変

則
之
代
リ
代
理
ノ
場
A
・
二
於

テ

ハ
委
任
者

ハ
間
接
ノ
訴
肇

直
接
ノ
訴
権
ト
ノ
中
選
択
権
ヲ
有

ス
然
・
モ
直
接
ノ
執

同

行

八
代
リ
代
理
ノ
追
認
ヲ
帯
有

ス
」

簾

(
・
)

前
響

(注
・
)
・
ボ
・
・
†

ド
の
説
明
が
訳
出
・
れ

・
・
ゑ

な
お
・
司
法
省

・
ボ
ア
・
ナ
ー
ド
氏
起
稿

再
開
修
正
民
法
草
案
第
二
編
第

り抽

三
編
摘
要
』
三
四
六
頁

の
用
語
索
引
に
よ
る
と
、
騨
。
江
。
ロ
虫
肖
①
9
①
は

「直
接

の
訴
権
」
と
訳
さ
れ
、
条
文
と
し
て
は
復
代
理

に
つ
い
て

の

一
四

優

三

二
条
と
後
述
す
る
下
請
人
及
び
請
負
人
の
労
働
者

の
注
文
者

に
対
す

る
直
接
訴
権

に
つ
い
て
の

一
四
九
〇
条
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。

勧

従

・
て
、
転
貸
借

の
場
A
・
の
現
行
六

=
二
条

・
対
応
す

る
規
{疋
は
旧
民
法

に
は
な
か

・
た

の
で
あ
る
.
下
請
人
や
請
負
人

の
鶴

者

の
直
接
訴
権

盤

の
規
定
・
現
行
民
法
に
は
承
継
・
れ
な
か

.
た

・
・
は
後

に
述
べ
ゑ

者

(5
)

司
法
省

『ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿

再
閲
修
正
民
法
草
案
第
二
編
集

三
編
摘
要
』
三

一
八
頁

の

一
四
三
二
条
の
要
旨
は
、
「
代
理
人
他
人
ヲ
シ
テ

醜

己

・

二
代

ハ
ラ
シ
・
タ

ル
場
A
二

於
テ
委
任
者

・
其
代
人

寿

ス
ル
直
接

・
訴
権

及
・
其
代
人
・
委
任
者

寿

ス
ル
直
接
ノ
訴
権
」
と

い
う
も

の

H

で
あ
犠

相
互
の
直
接
訴
権
を
規
定
す
・
つ
・
・
で
・
…

が
分
竃

(6
)

梅
謙
次
郎

・
吾
孫
子
優

・
田
代
律
雄

『民
法
」
〔
明
治
29
年
〕
債
権
』

(信
山
社

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
別
巻
21
)
二
三
三
頁
以
下
。
復
代
理
人

の
本
人
に
対
す

る
権
利
と
し

て
は
、
管

理
に
関
す
る
費
用
、
立
替
金
、
損
害
賠
償
、
報
酬
な

ど
を
例
と
し
て
挙
げ
る
。

(7
)

岸
本
辰
雄

『民
法
正
義

財
産
取
得
編

巻
之
弐
』
二
三
二
頁
以
下
。
但
し
、
磯
部
四
郎

『民
法
釈
義

財
産
取
得
編

(中
ご

(信
山
社

日
本
立
法

ヨー4

資
料
全
集

別
巻

(86
)
七
七
七
頁
で
は
、
「
畢
覚
す
る
に
復
代
人
も
亦
委
任
者

の
為
め
に
行
為
す
る
も

の
に
外
な
ら
ず
且

つ
復
代
人
に
取
り
て
は
代

理
人
に
対
す

る
も
委
任
者
に
対
す

る
も
其
責

に
任
ず

べ
き
は
唯

一
の
結
果
な
る
が
故

に
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
こ
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
た
も

の



144

と

説

明

し

て

お
り

、
他

の
説

明

と

は

異
な

っ
て

い
る
。

〔89
げ

現
行
民
法
の
起
草
過
程

浜
上
教
授
の
研
究
に
よ
る
と
・
以
下
の
よ
う
な
慧

で
現
行

δ

七
条
二
項
は
製

さ
れ
た
こ
と
が

(
明

ら

か

に

さ

れ

て

い
る
。

の

民

法

第

一
議

案

「
民

法
第

一
議

案

」

(『商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
13
』
に
よ
る
)
に

よ

る
と

、
甲

第

六
号

議

案

(

(
明
治
二
七
年
三
月
二
四
日
)

で
は

、

旧

民
法

財

産

取

得

編

二

三

六
条

の
規

定

が

、

次

の
よ
う

に
修

正

の
上

採

用

さ

れ

て

い
る

(
一
一
一
頁
)
。

∵

ア
・
ナ
ー

に
原
案
の
作
成
が
依
頼
・
れ
ボ
ア
・
ナ
ー

草
案
は
た
た
書

・
さ
れ
た
・
は
い
一

本
人
の
起
草
補
助
者
に
よ
藷

立
法
を
綿
密
に
比
較
検
討
し
て
苦
労
を
し
て
作

っ
た
旧
民
法
の
規
定
を
簡
単
に
見
切
り
を
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
は
ず
で
あ
る
。
暴

論

本
的
に
は
旧
民
法
の
規
定
が
、
ド
イ
ツ
民
法
も
内
容
的
に
参
照
さ
れ
な
が
ら
ド
イ
ツ
民
法
的
配
列
に
並
べ
替
え
ら
れ
ま
た
整
理
簡
略
化
さ

(
1

)

律

れ

た
も

の

の
、

多

く

が
採

用

さ

れ

て

い
る

こ
と

は
疑

い

の
な

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

法

甲
第
六
号
議
案
第

一
〇
八
条

「代
理
人
が
第

一
〇
六
条
ノ
規
定

二
反
シ
又
ハ
本
人
ノ
指
名

二
依
ラ
ズ
シ
テ
復
理
人
ヲ
選
任
シ
タ
ル
場

合

二
於
テ
本
人
が
復
代
人

二
対
シ
テ
直
接

三
共
権
利
ヲ
行
使
シ
又

ハ
義
務
ヲ
履
行
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
選
任
ヲ
追
認
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看

倣
ス
」

甲
第
六
号
議
案
第

一
〇
九
条

「復
代
人

ハ
其
権
限
内
ノ
行
為

二
付
キ
本
人
ヲ
代
表
ス
」

こ
の

}
○
八
条
に
つ
い
て
は
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
六
条
二
項
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

一
九
九
四
条
二
項
が
参
照
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る

(そ
の
他
に
も
オ
ラ
ン
ダ
民
法
、
ス
イ
ス
債
務
法
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
民
法
、
ス
ペ
イ
ン
民
法
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
)。
そ
し
て
、
直
接
訴
権
の
本
元

の
・財
産
取
得
編
二
三
六
条

}
項
は
、
二
三
五
条

一
項
と
共
に

一
〇
九
条
の
参
照
条
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
り

直
接
訴
権
を
導
入
し
た
基
本
規
定
で
あ

っ
た
の
が
、
復
代
理
人

・
本
人
間
に
、
本
人

・
代
理
人
間
と
同
じ
関
係
が
成
立
す
る
と
い
う
だ
け



の
規

定

と

誤
解

さ

れ

た

こ
と

が

、

こ

の

一
〇

九

条

の
よ
う

な

規

定

を
作

り
出

す

こ
と

に

な

っ
た

わ
け

で
あ

る
。

わ

法

典

調

査

会

法

典

調

査

会

民
法

議

事

速

記

録

一

(
『商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書

1
』
八
八
頁
以
下

に
よ
る
)

に

(

よ

る
と

、

第

二

回

(
明
治
二
七
年
四
月

一
〇
日
)

の
期

日

に

右

に
掲

げ

た

規
定

の
審

議

が
さ

れ

て

い
る
。

①

草

案

一
〇

八
条

に

つ
い
て

一
〇

八
条

に

つ
い
て

は
、
本

条

の
起
草

を
担

当

し

た
富

井

政

章

博
士

の
説

明

に

よ

る

と
、

「
本
条

は

ヨ

取

得

編

三
三

六

条

〔
二

三
六

条

の
誤

り

で
あ

ろ
う

〕

に
依

っ
た

も

の
で
あ

り

ま
す

、
唯

既

成
法

典

に

は
直

接

訴
権

を

行
う

場

合

が
あ

る

、
如

輔

何

に
も

斯

つ
裁

判
所

に
皆

出

な

け

れ

ば

な
ら

ぬ
と

云
う

や
う

に
聞

こ
え

ま
す

、

で
訴

権

と

云
う

語

を

用

い
ず

し

て
唯

広

く

権

利

を

行

ふ

と

吻

云

ふ

た
方

が

宜

か
ら
う

と

考

え

た

の
で
あ

り

ま

す
、

又
権

利

を

行

ふ
に

限

っ
た

こ
と

は

な

い
義

務

を

履

行

す

る

に
由

て
も

矢

張

り

同

じ
効

度制

果

を

生

ぜ

ね

ば

な
ら

ぬ
も

の
と
思

ふ
た

の
で

あ

り
ま

す

、
唯

だ
夫

れ

丈
け

を

申

し

て

置
き

ま

す

」

(八
八
頁

・
原
文
カ
タ
カ
ナ
)

と

説

明

さ

れ

収観

て

い
る
.

な

お

、

.
其
権

利

ヲ
行

使

シ
・

と

い
・つ
意

味

が
不

明

で
あ

る

と

い
・つ
質

問

に
対

し

て
は

、
富

井

博

士

は

、

.
其

本

人

と

し

て

の
権

櫃

利

と
云

う

積

り

で
あ

り
ま

す

」

と

答

え

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
し

て
、

旧
民

法

に
お

け

る

訴
権

と

い
う

用

語

は

と
ら

な

い
こ
と

に
し

た

た

　先

陶

優

め
、

直

接

訴
権

と

い
う

言

葉

が

使

え

な

い
こ

と

に
な

り
、

そ

れ

が
直

接
訴

権

と

い
う

独

立

の
概
念

な

い
し

制
度

を

ぼ

や

か
し

た

一
つ

の
原

の権

因

で
も

あ

る

と

い

っ
て
よ

い
。

位都

霧

で
は
、
?

つ
か
の
修
正
案
が
出
さ
れ
る
.
先
ず

山
里

芝

助
に
よ
る
本
条
削
除
の
提
黍

さ
れ
る
.
そ
の
理
由
は
、
要
す
る

醜

に
本
条
は
本
人
の
追
認
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
人
の
追
認
に
つ
い
て
特
に
こ
の
場
合
に
だ
け
規
定
を
置
く
必
要
は
な
い
と
い
う
こ

刊

と
に
あ
奄

こ
れ
に
対
」

富
井
博
士
は
・
本
人
と
復
代
理
人
間
に
は
何
等
の
関
係
が
な
い
が
・
本
人
が
復
代
理
人
に
対
し
権
利
を
行
使

145

し
た
り
義
務
を
履
行
し
た
り
す
る
と
、
追
認
が
認
め
ら
れ
直
接
の
関
係
が
生
じ
る
と
答
え
、
梅
博
士
が
更
に
補
足
を
す
る
。
即
ち
、
こ
の

一
〇
八
条
の
追
認
は
第
三
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な
く
、
復
代
理
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
直
接
の
関
係

を
生
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、

=

五
条

の
無
権
代
理
の
追
認
と
は
異
な
る
と
い
っ
た
趣
旨

の
説
明
を
し
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
全
面
削

除
の
提
案
に
は
賛
成



が
得

ら

れ

な

い
で
終

わ

る
。

461

更

に
、

土

方
寧

に
よ

り
、

二

つ
の
修

正
案

が
出

さ

れ

る
。
そ

れ

は

、
「
又

ハ
本

人

ノ
指
名

二
依

ラ

ズ

シ

テ
」

と

い
う

文

言

の
削

除

と

、
「
本

人

が

復

代

理

人
」

と

い
う

の
を

「
本

人

が
復

代

理

人

又

ハ
相

手

方

」

と

変

更

し
、

追

認

を

復

代

理

人

に
対

し

て

の

み
な

ら
ず

復

代

理

人

と

契

約

を

し

た
相

手

方

た

る
第

三

者

に
対

し

て

で
も

よ

い
と

い
う

よ

う

に
修

正

を
す

る
案

で
あ

る

。

し

か
し

、

決

を

と

る

が

賛
成

少
数

で
修

正
案

は

否

決

さ

れ

る
。

ま

た
、

本

野

一
郎

に
よ

り

「
第

一
〇

六
条

ノ
規

定

又

ハ
本

人

ノ
指

名

二
反

シ

テ
」

と

い
う

表

現

の
修

正

を
す

る
案

も

出

さ

れ

る

が
、

こ

れ
も

賛

成

少

数

で
否

決

さ
れ

る

。

②

一
〇

九
条

に

つ
い

て

一
〇

九

条

に

つ

い
て

は
、
富

井

博

士

に
よ

り

、
「
本

条

に
付

い
て

は
疑

い
は

起

る
ま

い
と

思

ひ

ま

し

た
け

叢

れ

ど

も

、

或

は

異
議

が
生

ず

る

か

も
知

れ

ぬ

と
思

ひ
ま

し

た

か
ら

出

し

た

訳

で
あ

り

ま

す

」

と

説

明
す

る

だ
け

で
あ

り

、
単

に
復

代

理
人

論

も

本

人

の
代

理

人

で
あ

り

、

代

理

関
係

に
関

し

て
は

本

人

・
代

理

人

と

同

じ
関

係

に
立

つ
と

い

っ
た

程
度

の
理

解

し

か

さ

れ

て

い
な

い
こ

律

と
が

分

か

る
。

審

議

で
も

、

「
代

表

」

と

い
う

表

現

の
点

に

つ

い
て
質

問

が
出

さ

れ

る

に
す

ぎ

な

い

(前

掲
書
九
六
頁
)
。

法

切

民
法
整
理
案

民
法
整
理
案
で
は

(『法
典
調
査
会

民
法
整
理
案
』
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
14
)
第
二
回
で
審
議

(

さ
れ
て
い
る
が
明
治
二
七
年
の
日
付
が
線
を
引
か
れ
て
お
り
正
確
な
日
付
は
不
明
)
、

一
〇
八
条
は

一
条
繰
り
上
が
っ
て

一
〇
七
条
に
な
り
、
表
現

に
修
正
が
施
さ
れ
る
が

(点
線
の
部
分
。
対
応
条
文
の
変
更
の
他
は
、
復
代
人
を
復
代
理
人
に
変
更
し
た
だ
け
)
、
こ
こ
で
の
修

正
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、

一
〇
八
条
に
括
弧
書
が
つ
い
て
は
い
る
が
二
項
が
追
加
さ
れ
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
の
原
則
規
定
を
復
活
さ
せ

た
か
の
よ
う
に
思
え
る
点
で
あ
る
。

民
法
整
理
案

一
〇
七
条

「代
理
人
が
第

一
〇
五
条
ノ
規
定

二
反
シ
又

ハ
本
人
ノ
指
名

二
依
ラ
ズ
シ
テ
復
代
理
人
を
選
任
シ
タ
ル
場
合

二
於
テ
本
人
が
復
代
理
人

二
対
シ
テ
直
接

二
其
権
利
ヲ
行
使
シ
又

ハ
義
務
ヲ
履
行
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
選
任
ヲ
追

認
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看

倣
ス



一
〇
八
条

復
代
理
人
ハ
其
権
限
内

二
付
キ
本
人
ヲ
代
表

ス

(復
代
理
人
ハ
本
人

二
対
シ
テ
代
理
人
ト
同

一
ノ
権
利
義
務
ヲ
有

ス
)
L

ω

民
法
整
理
会

民
法
整
理
会
で
は
、
一
〇
八
条
二
項
の
追
加
の
点
が
審
議
さ
れ
る

(『法
典
甜
査
会
民
法
整
理
会
議
事
速
記
録
」
(商

事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
集
14
)
に
よ
る
)。
審
議
は
第
二
回

(明
治
二
七
年
一
二
月

一
八
日
)
に
お
い
て
行
わ
れ
、
先
ず
富
井
博
士
か

ヨ

ら
、
こ
の
追
加
の
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
が
以
下
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。

朝

「是
れ
は
不
足
を
補

っ
た
の
で
別
に
新
組
砂
ご
ど
を
ゐ
托
だ
σ
で
楼
を
…
。
復
代
理
人
が
復
復
代
理
人
を
選
任
す

る
と
云
う
場
合
に

一

のへ

〇
五
条
乃
至

一
〇
七
条
の
規
定
は
無
論
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考

へ
る
又
次
の
一
〇
九
条
の
規
定
も
適
用
さ
れ
に
や
な
ら
ぬ
と
考

度囎

へ
る
.
然
る
に
是
等
の
箇
条
に
は
。
ハ代
理
人
と
あ
る
、
実
際
は
疑
は
起
り
ま
す
ま
い
と
思

い
ま
す
が
文
字
の
上
か
ら
疑
が
起
る
と
思

い
ま

翻

す
.
夫
故
些

項
を
置
一
必
要
が
あ
ら
、・
と
思

い
ま
す
・
(原
文
多

カ
ナ
、
傍
点
筆
者
).

蝋

こ
の
説
明
か
ら
分
か
る
考

に
、
・
の

δ

八
条
二
項
は
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
を
復
活
さ
せ
・
直
接
訴
権
制
度
を
認

先曜

め
る
と
い
、つ
意
識
は
な
い
と
い
。
て
よ
い
で
あ
ろ
、つ
.
。
の
。
と
は
、
富
井
博
士
が
、
質
疑
の
中
で
、
.本
人
に
対
し

て
厘

の
権
利
霧

鷹

を
有
す
と
言
.
へ
ば

一
・
五
条
の
場
合
に
復
代
理
人
を
選
任
す
る
.Σ

が
出
来
る
.
選
任
し
た
時
に
竺

・
六
条
の
霧

が
あ
る
ぞ
と
瓜
う

然

こ
と
は
厘

の
霧

を
有
す
と
云
う
・
と
に
な
る
」
(四
吉

・
原
文
カ
タ
カ
ナ
)
と
述
べ
て
い
る
・
と
か
ら
も
分
か
ろ
う
・
・
の
規
定
に
つ

醜

い
て

は
・

削

除

と

い
う

案

も

出

さ

れ

る

が

そ
れ

は
否

決

さ

れ

て

い
る
・

H

㈲

種

取
蓼

員
会

葎

取
調
委
暴

に
よ
る
第
二
号

(明
治
二
九
年
百

配
布
)
に
よ
る
と

(「法
律
取
調
委
員
会
民
肇

案
議

事
筆
記
」
(商
事
法
務
研
究
会

日
本
近
代
立
法
資
料
集
15
)
に
よ
る
)
と
、
次
の
よ
う
な
き
わ
め
て
重
要
な
修
正
が
さ
れ
る
。

7

第

一
〇
七
条

「復
代
理
人

ハ
其
権
限
内

二
付
キ
本
人
ヲ
代
表
ス

ー4

復
代
理
人
ハ
本
人
及
ビ
第
三
者

二
対
シ
テ
代
理
人
ト
同

一
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
」



こ
の
よ
う
に
し
て
、
先

の

一
〇
八
条
二
項
が
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
と
、
旧
民
法
に
お
け

481

る
本
人
復
代
理
人
間
に
お
け
る
直
接
訴
権
を
認
め
る
原
則
規
定
が
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す

る
と
、
後
述
の
請
負

契
約
に
お
け
る
直
接
訴
権
の
規
定
が
現
行
民
法
で
は
脱
落
し
て
し
ま

っ
た
の
と
同
様
に
、
こ
こ
で

一
〇
七
条
ま
で
削
除
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
全
く
消
え
て
し
ま

っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

切

民
法
修
正
案
理
由
書

と
こ
ろ
が
、
民
法
修
正
案
理
由
書
で
は
、
右
の
途
中
で
追
加
さ
れ
た

一
〇
七
条
二
項
に
つ
き
、
次
の

(

(
2

V

よ
う
に
財
産
取
得
編
二
三
六
条
を
承
継
し
た
規
定
と
い
う
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「本
条
は
財
産
取
得
編
第
二
三
六
条
に
該
当
す
る
も
の
に
し
て
、
原
文
第

一
項
は
其

一
部
は
本
案
に
採
り
た
る
主
義

の
結
果
と
し
て
其

叢

適
用
を
生
ぜ
ず
・
変

部
は
次
条
の
規
定
あ
る
為
め
其
必
要
な
き
に
因
り
之
を
設
く
る
必
要
あ
る
べ
き
に
因
り
本
条

に
之
を
踏

芳

・

論

但
直
接
訴
権
か
む
砂
語
ぽ
、、
起
訴
を
要
歩
む
如
↑
附
・即
穏
当
を
齢
ざ
む
を
駄
で
直
接
に
権
科
を
存
使
レ
ど
改
枷
だ
駆
。
亦
追
認
の
効
果
を

律

生
ず
る
は
本
人
が
復
代
理
人
に
対
し
て
権
利
を
行
使
す
る
場
合
の
み
に
在
ら
ず
。
之
に
対
し
て
義
務
を
履
行
し
た
る
場
合
に
於
て
も
亦
同

一
の
結
果
を
生
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
又
は
義
務
を
履
行
し
た
る
と
き
の
数
字
を
加
え
た
り
」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
、
傍
点
筆
者
)。

法

最
初
の

一
〇
七
条
二
項
の
追
加
の
趣
旨
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
先
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
、
こ
れ
は
推
測
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、

そ
の
後
の
審
議
の
際
に
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
を
承
継
す
る
規
定
と
し
て

一
〇
七
条
二
項
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
気
が
つ
か
れ
、
こ

の
規
定
を
直
裁
に
規
定
し
た
以
上
、
元
の

一
〇
七
条
は
規
定
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
確
か
に
理
由
書
の
説
明
で
は

「直
接
訴
権
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
十
分
理

解

し
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
復
代
理
人
は
代
理
人
が
本
人
を
代
理
し
て
選
任
す
る
た
め
本
人
と
直
接
の
契
約
関
係
が
あ
る
と
い
う
よ

う

な
意
識
し
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
そ
の
後
の
修
正
案
と
し
て
は
、
先
の
原
案

一
〇
八
条
を
削
除
し
、
原
案

一
〇
七
条
の

一
項
と
二
項
と
を
合
体
さ
せ
、
「復
代
理
人



ハ
其
権
限
内
ノ
行
為

二
付
キ
本
人
ヲ
代
表
ス
復
代
理
人

ハ
本
人
及
ビ
第
三
者

二
対
シ
テ
代
理
人
ト
同

一
ノ
権
利
義
務

ヲ
有
ス
L
と
す
る
修

正
案
も
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
は
、

一
〇
七
条

一
項
老
二
項
に
分
離
さ
れ
、
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
を
承
継
し
た

と
説
明
さ
れ
る
規
定
が

一
〇
七
条
二
項
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
3

)

一

民
葎

正
案
理
里

、
(未
定
禁

)
に
よ
れ
ば
、

δ

七
条
に
つ
き
以
下
の
さ

つ
に
説
明
が
,
れ
て
い
、
.

コ

「本
条

の
規
定
は
代
理
人
と
復
代
理
人
と
其
名
称
を
異
に
す
る
為
め
或

い
は
疑
義

の
生
ず
る
あ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
之
を
設
け
た
る
も
の

輔

と
す
。
既
成
法
典
は
取
得
編
第
二
三
六
条
第

一
項
に
於
て
復
代
理
人
は
本
人
に
対
し
て
代
理
人
と
同

㎝
の
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
を
親

切

定
し
た
り
と
錐
も
、
復
代
理
人
が
其
権
限
内
の
行
為
に
付
き
本
人
を
代
表
す
る
こ
と
及
び
第
三
者
に
対
し
て
代
理
人
と
同

一
の
権
利
義
務

度制

を
有
す
る
こ
と
を
規
定
せ
ず
。
是
れ
蓋
し
取
得
編
第
二
三
六
条
第

一
項
は
本
人
と
復
代
理
人
と
の
間
に
於
け
る
関
係

の
み
を
規
定
せ
ん
と

収翻

し
た
る
が
為
め
な
る
可
し
と
讐

、
本
案
に
於
て
は
代
理
人
の
行
為
に
依
り
て
本
人
と
第
三
者
と
の
間
又
代
理
人
と
第
三
者
と
の
間
に
如

蝋

何
な
る
関
係
を
生
ず
可
き
や
を
規
定
し
た
る
を
以
て
、
復
代
理
人
に
付
き
て
も
亦
た
此
等
の
関
係
を
生
ず
可
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
る

先便

な
り
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
。

の権

こ
の
説
明
に
よ
る
と
、
起
草
者
は
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
を

「復
代
理
人
は
本
人
に
対
し
て
代
理
人
と
同

一
の
権
利
義
務

位献

を
有

す

る

・
と
を

規

定

し

た
・

に
す

ぎ
な

規

定

と

い

っ
た
程

度

に

理
解

し

て

い
た
た

め
、

・
、つ
い

。
窺

定

に
な

っ
た
も

の

で
あ

り

、
そ

欝
欝
讐
莇
糊導
σま難
纏
隙総
髪
警
野
馳難
樟縫
擁躰舗
諮無
難

作
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

菊

そ
の
後
の
起
草
委
員
に
よ
る
説
明
と
起
草
過
程
に
つ
い
て
の
評
価

　

く

　-

①

梅
及
び
富
井
博
士
に
よ
る
説
明

こ
の
規
定
に
つ
き
、
梅
博
士
は
、

一
〇
七
条

一
項
は
代
理
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
同



0

条

二
項
は
権
利
義
務
の
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
純
理
か
ら
い
え
ば
本
人
と
復
代
理
人
と
の
間
に
は
何
等
の
権
利
義
務
の
関
係
は

ら一

な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
「
是
れ
頗
る
実
際
に
不
便
な
る
の
み
な
ら
ず
代
理
人
が
復
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
得
る
場
合
に
於
て
は
是
れ
亦

其
権
限
内
の
行
為
な
る
が
故
に
本
人
に
代
わ
り
て
之
を
選
任
し
た
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
こ
と
を
得
ず
」
(原
文
カ
タ
カ
ナ
)
、
故
に

一
〇
七
条

(
4
)

二
項
に
よ
り
本
人
と
復
代
理
人
と
の
間
に
権
利
義
務
の
関
係
を
認
め
た
も
の
と
説
明
を
し
て
い
る
。

他
方
で
、
本
条
の
起
草
担
当
者
た
る
富
井
博
士
は
、

一
〇
七
条
二
項
が
直
接
訴
権
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。、
即
ち
、
「復

代
理
人
は
代
理
人
に
償
還
の
資
力
な
き
場
合
に
於
て
、
其
総
債
権
者
と
対
等
の
地
位
に
立
ち
損
害
を
被
る
危
険
あ
る
」
た
め
、
「特
別
の
規

定
を
必
要
と
し
た
」
の
で
あ
り
、
「
双
方
互
に
自
己
の
名
義
を
以
て
委
任
上
の
権
利
を
行
う
こ
と
を
得
べ
し
。
即
ち
普
通
に
所
謂
直
接
訴
権

叢

(5
)

を
認
め
た
る
も

の
な
り

(取
二
三
六
条
、
仏

一
九
九
四
条
二
項
ノ
瑞
債
三
九
七
条
三
項
)」
、
と
。

論

②

現
行
民
法
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
の
評
価

審
議
途
中
で
追
加
さ
れ
た

一
〇
七
条
二
項
に
つ
き
、
旧
民
法
に
お
け
る
直
接
訴
権

律

を
規
定
し
た
財
産
取
得
編
二
三
六
条

一
項
を
表
現
を
修
正
し
て
採
用
し
た
規
定
と
い
っ
た
意
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
右
に
み
た
説
明

か
ら
明
ら
か
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
旧
民
法
の
直
接
訴
権
と
い
う
意
味
を
十
分
理
解
し
て
い
た
か
は
何
度
も
繰
り
返
す
が

法

甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
代
理
の
問
題
に
解
消
し
、
復
代
理
人
代
理
人
が
本
人
の
代
理
人
と
し
て
選
任
し
た
も
の
、
即
ち
本
人
と
直
接
の
契
約

関
係
が
成
立
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
理
解
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
こ
れ
も
何
度
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
識
で
作
ら
れ
た
が
、
旧
民
法
財
産
編
二
三
六
条

一
項

の
血
を
引
く

一
〇
七
条
二
項
を
ど
う
位
置
づ
け
る
べ
き
か
悩
む
と

こ
ろ
で
あ
る
。
復
代
理
人
に
つ
き
、
代
理
人
が
自
己
の
名
で
選
ん
だ
者
で
あ
り
、
本
人
と
直
接
の
契
約
関
係
は
な
く
、
本
人

・
代
理
人
の

委
任
契
約
関
係
、
代
理
人

・
副
代
理
人
の
委
任
契
約
関
係
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
し
権
限
に
つ
い
て
は
復
代
理
人
は
本
人
を
代
理
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
す
れ
ば
、
起
草
者
の
理
解
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、

一
〇
七
条
二
項
の
位
置
づ
け
を
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
旧
民
法
の
規
定
に
遡
っ
て
そ
の
存
在
意
義
を
発
掘
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
直
接
訴
権
を
認
め



た
規
定
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
は

一
般
論
と
し
て
、
四
二
三
条
を
直
接
訴
権
に
転
用
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
大
胆
な
解
釈

は
裁
判
所
に
よ
り
認
め
ら
れ
な

い
可
能
性
が
高

い
の
で
、

一
〇
七
条
二
項
を
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の
類
推
適
用
に

よ
る
拡
大
も
視
野
に
い
れ
れ
ば
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注

三

(1
)

な
お
、
加
藤
雅
信

「
日
本
民
法
史

の
比
較
法
的
系
譜
」
同
編
集
代
表

『民
法
学
説
百
年
史
』

(平

一
一
)
二
九
頁
以
下
参
照
。

用

(2
)

浜
上

・
前
掲

〔
88
〕
注

(2
)
論
文
四
人
頁

に
よ
る
。

転の

(3
)

広
中
俊
雄
編
著

『民
法
修
正
案

(前
三
編
)
の
理
由
書
』

一
〇

}
頁
に
よ
る
。

駆

(・
)

簾

次
郎

.訂
正
増
箆

法
要
馨

之
一
総
則
編
・
(明
四
四
と

一七
四
真

制

(5
)

富
井
政
章

『
民
法
原
論
第

一
巻
』

(大

=

)
五

一
〇
頁
。

収回権債

〔90
プ

的

b

そ

の
後

の
学

説

に
よ

る

理
解

先

一

嘱

①

直

接
訴

権

と

い
う

説

明

一
〇

七

条

二
項

が
、
直

接

訴
権

(自
O
け
一〇
HP
ユ
一円Φ
Oけ
①)

を

認

め

た
規

定

で
あ

る

こ
と

は
、

初

期

の
う

ち

は

雌

例
え
ば
鳩
山
博
士
や
岡
松
博
士
も
認
め
て
い
た
と
・
ろ
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
塗

九
九
四
条
二
項
が
矯

さ
れ
て

い
蒐

ま
た
・
近
藤

代者

教
授
も
、
「本
条
二
項
は
転
貸
の
場
合
に
お
け
る
民
法
六

=
二
条
と
同
様
に
、
本
人
と
復
代
理
人
と
の
間
に
も
本
人
と
代
理
人
と
の
間
に
於

権喉

け
る
と
同

一
の
法
律
関
係
が
発
生
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
、
復
代
理
人
は
直
接
本
人
に
対
し
て
其
の
権
利
を
行
使
し
得
る
と
同
時
に

(例

え
ば
、
報
酬
請
求
権
、
費
用
前
払
請
求
権
)、
本
人
も
亦
直
接
に
復
代
理
人
の
責
任
を
問
ふ
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
之

.

(
2

)

等

の
関

係

が
復

代

理
人

と
代

理

人

と

の
間

の
内
部

関

係

に
よ

り
制

限

せ
ら

る

る

こ
と

は
勿

論

で
あ

る

」

(原
文
カ
タ
カ
ナ
)

と
述

べ
て

い
る
。

51

こ
れ

は
、

そ

の
表

現

か

ら

み

て
、

旧

民

法

財
産

取

得

編

二

三

六
条

を

意

識

し

て

い
る

こ
と

は
明

ら

か

で
あ

り

、

}
〇

七
条

二
項

が
そ

の
改

1

正
条

文

で
あ

る

こ
と

を

認
識

し

た
上

で

の
も

の
と

い

っ
て

よ

い
。

ま

た

、

六

=
二
条

と
同

趣

旨

の
制

度

と
し

て
理
解

し

て

い
る

こ
と

か

ら



み
て
も
、
直
接
訴
権
と
い
っ
た
特
別
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
旧
民
法
と
の
繋
が
り
は
忘
れ

521

ら
れ
て
い
き
、
次
第
に
こ
の
よ
う
な
記
述
は
体
系
書
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
。

②

便
宜
的
規
定
と
い
う
説
明

と
こ
ろ
で
、

一
〇
七
条
二
項
の
規
定
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

一
般
に
は
便
宜
的
な
規
定
と
理
解
が

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
鳩
山
博
士
は
次
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
た
。

「純
論
理
よ
り
言
え
ば
本
人
復
代
理
人
間
に
は
何
等
直
接
の
権
利
義
務
の
関
係
無
く
、
唯
復
代
理
人
が
本
人
を
代
理
す
る
こ
と
を
得
る

法
律
上
の
地
位
在
る
に
過
ぎ
ず
、
然
れ
ど
も
法
律
は
此
の
如
く
本
人
復
代
理
人
間
に
直
接
の
権
利
義
務
の
関
係
を
認
め
ざ
る
と
き
は
復
代

【

理
人
を
し
て
代
理
行
為
を
実
行
せ
し
む
る
に
不
便
な
り
と
し
」
(原
文
多

カ
ナ
)
て
・

δ

七
条
二
項
の
考

な
規
定
が
設
け
ら
れ
範

叢

同
様
の
立
法
趣
旨
を
説
明
す
る
学
説
は
多

い
。
例
え
ば
、
「本
人
は
、
復
代
理
人
の
代
理
行
為
に
よ

っ
て
、
代
理
人
の
代
理
行
為
に
よ
る

論

と
同
様
の
利
害
を
受
け
る
か
ら
、
復
代
理
人
に
対
し
て
も
、
代
理
人
に
対
す
る
と
同
様
の
内
部
関
係
を
成
立
さ
せ
る

こ
と
は
、
本
人
に
も

(
4
)

律

復
代
理
人
に
も
便
宜
で
あ
る
」
、
「本
人
は
代
理
人
と
同
様
に
、
復
代
理
人
も
ま
た
代
理
行
為
の
法
的
効
果
を
う
け
、
同
様
の
利
害
関
係
を

(
5

)

う
け
る
か
ら
、
両
者
を
同

一
の
権
利
義
務
の
関
係
に
立
た
せ
る
の
が
、
本
人
に
も
復
代
理
人
に
と

っ
て
も
便
宜
で
あ

る
か
ら
」
な
ど
と
ほ

法

(6
)

ぽ
同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

③

一
〇
七
条

一
項
の
確
認
規
定
と
い
う
理
解

右
の
通
説
に
反
対
し
て
、
薬
師
寺
教
授
は
、
』

〇
七
条
二
項
は
同
条

一
項
の
結
果

を
注
意
的
に
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
復
代
理
人
が
本
人
の
た
め
の
代
理
権
者
た
る
結
果
と
し
て
、
復
代
理
人

は
本
人
及
び
第
三
者

に
対
し
代
理
権
者
と
し
て
の
注
意
義
務
を
有
す
べ
き
こ
と
を
明
言
し
た
に
止
ま
り
復
代
理
人
が
本
人
に
対
し
代
理
人

の
本
人
に
対
す
る
と

(
7
)

同

}
の
内
部
関
係
を
有
す
る
趣
旨
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
L
と
い
う
。
復
代
理
人
が
注
意
義
務
を
軽
減
さ
れ
る
の
に
、
本
人
と
の
関

係
で
善
管
注
意
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
り
、
復
代
理
人
が
無
報
酬
な
の
に
本
人
に
対
し
て
報
酬
を
請
求
で
き
る
の
は
不
当
で
あ
り
、

一
〇
七

条

二
項
の
文
字
か
ら
い
っ
て
も
、
「復
代
理
人
は
本
人
及
び
第
三
者
に
対
し
代
理
人
と
同

一
の
代
理
関
係
を
有
す
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で



(
8

)

さ
え
あ
る
L
と
い
う
。

④

代
理
人
の
義
務
に
つ
い
て
当
然
の
規
定
と
す
る
説
明

こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
、
船
越
教
授
は
、
確
か
に
あ
る
面
、
特
に
復
代

理
人
の
権
利
に
関
し
て
は
政
策
的
に
規
定
が
お
か
れ
た
も
の
と
い
え
る
が
、
復
代
理
人
の
義
務
に
つ
い
て
は
理
論
的
に
当
然
に
認
め
ら
れ

一

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
.
即
ち
、
.他
人
の
契
約
関
係
に
履
行
代
行
者
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
者
は
そ
の
契
約
上
の
霧

を
従
属
的

E

立
場

に
お

い
て

承
認

し

、
承

継

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
も

の
と
解

す

べ
き

も

の

で
あ

る
L

と
述

べ
て

い
る

(
例
と
し
て
通
知
義
務
を
挙
げ
る
)
。

用転

そ

し

て
、

こ

の
よ
う

な

一
般

法

理

を

一
〇

七
条

二
項

が
特

に

政
策

的

に
認

め

た
も

の

で

は
な

く
、

当

然

に
理

論

上

認

め

ら

れ

る
も

の
と

考

の

(
9
)

駆

え

る

こ

と

に
よ

り

、

下
請

人

の
法

的

地
位

の
説

明
を

き

わ

め

て
容

易

な

ら

し

め

る

と

い
う

。

制収

主

回

、.,

権

(
1
)

鳩

山
秀
夫

『註
釈
民
法
全
書
第
二
巻
法
律
行
為

乃
至
時
効
』
三

一
二
頁
。
但
し
、
同

「
増
訂
改
版
日
本

民
法
総
論
」

(昭
二
)
四
四

一
頁
で
は
そ

蝋

の
雪

な
記
述

・
見
当

・
ら
三

.
岡
松
参
太
郎

・穀

民
法
理
由
欝

編
』

(明
二
九
と

=
一吾

も
、
・復
代
理
人
・
本
人
・
対
し
直
接
訴
権
即

概

・
直
接
に
自
己
の
名

を
以

・
す
・
権
利
を
行

つ
.
」
・
を
得

間
接
訴
権
即
ち
袋

人
が
本
人

・
対
す
・
権
利

に
依
・
を
要
基

本
人
吉

復
代

の

理
人
に
対
す
る
も
亦
同
じ
L
と
述

べ
て
い
る
。

騰

(
2
)

近
藤
英
吉

『
註
釈

日
本
民
法

(総
則
篇
)』

(昭
七
)
四
〇
五
頁
。

代

(
3
)

鳩

山
秀
夫

『
註
釈
民
法
全
書
第

二
巻
法
律
行
為

乃
至
時
効
』
三

=

頁
。

こ
の
よ
う

に
、
そ
う
で
な

い
と
相
互
に
不
便
だ
か
ら
と

い
う
説
明
を

儲

す
・
学
説

・
多

・
・
例
え
ば
・
・
島
順

・
民
法
総
則
』

(昭

一
一二
)
三
九
九
真

吉
田
久

・
暴

民
法
論
総
則
篇
』

(昭
二
五
三

五
九
頁
な
く

↓

(
4
)

我
妻
栄

『新
訂
民
法
総
則
』

(昭
四
〇
)
三
五
七
頁
。

こ
の
よ
う
に
、
復
代
理
人

の
行
為

の
効
果
が
直
接
本
人
に
及

ぶ
こ
と
を
根
拠
と
し
て
説
明

す
る
学
説
も
多

い
。
例
え
ば
、
石
田
文
次
郎

『現
行
民
法
総
論
』

(昭
五
)
四
〇
六
頁
、
小
出
廉

二

『
民
法
教
室
総
則
篇
」

(昭
三
五
)
二
四
〇
頁
、

於
保
編

『
註
釈
民
法

(4
)
』

(昭
四
二
V
七

}
頁

(大
田
武
男
)
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
、
中
島
玉
吉

『民
法
註
義
巻

一
』

(明
四
四
)
六
〇
七
頁
は

こ
の
よ
う
な
批
判
す

る
。

3

(
5
)

石
本
雅
男

「
民
法
総
則

〔改
訂
版
〕
』

(昭
三
七
)
三
〇
五
頁
。

ら一

(
6
)

そ
の
他

に
、
こ
の
よ
う

に
直
接
の
関
係
を
認

め
な

い
と
不
便
で
あ

る
と
説
明
す
る
も

の
に
、
斎
藤
常
三
郎

「日
本
民
法
講
義
総
則
」

(昭
三
)
二



4

一
五
頁
、
川
島
武
宜

.民
法
総
則
』

(昭
四
〇
)
四

一
〇
頁
、
松
坂
佐

一

『民
法
提
要
総
則

〔第
三
版
増
訂
〕
』

(昭
七
)
二
六
九
頁
、
槙
悌
次

「
民

15

法
総
則
講
義
』

(昭
六

一
)

一
五
九
頁
な

ど
。

(
7
)

薬
師
寺
志
光

『
改
訂
日
本
民
法
総
論
新
講
下
巻
」

(昭
四
五
)
六
七
三
頁
。

(
8
V

薬
師
寺

.
前
掲
書

六
七
三
頁
以
下
、
六
七
六
頁
。
岩
田
新

『民
法
総
則
新
論
」

(昭

一
六
)
五
三

一
一
五
三
二
頁
も
同
旨

か
。

(
9
)

船

越
隆
司

「民
法
総
則
』

(平
九
)
二
〇
三
一
四
頁
。
な
お
、
同
二
〇
四
頁

で
は
、
代
理
人
が
復
代
理
人
に
対
し
て
み
ず

か
ら
報
酬

の
支
払

い
を

約
し
て
い
た
場
合

に
は
、
復
代
理
人
は
本
人
に
対
す

る
報
酬
請
求
権
を
代
理
人
に
対
し
て
放
棄
す

る
表
示
を
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と

い

う
。
ま
た
、
四
宮
和
夫
11
能
見
義

久

『民
法
総
則
第
五
版
』

(平

=

)
二
七
〇
～
二
七

一
頁

は
、
代
理
人
の
受
領
物

の
引
渡
義
務

に
関
し
て
、
「
い

ず

れ
の
義
務
も
、
結
局
は
、
本
人
A
に
受
領
物
を
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
同

一
の
目
的
を
有
す

る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述

べ
て
お
り
、
こ
の
よ

「

う
な
親
書
{・
蓋

す
・
・
.
・
ろ
で
あ
・
.

叢論

)O

復
代
理
の
場
合
1
1

委
任
者

(本
人
)
の
債
権
の
保
護

律

〔91
〕一

法

侮

目
的
物
の
引
渡
請
求
権

復
代
理
人
が
受
領
し
た
金
銭
な
ど
に
つ
い
て
、

一
〇
七
条
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
人
に
対
し
て
引

}

嚢

務
を
負

三

・
は
学
説
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
蒐

目
的
物
の
墨

書

を
め
ぐ

・
て
は
・
.」れ
ま
で
は
次
の
二

つ
が
議
論
さ
れ
て

き
た
"ぴ

復
代
理
人
の
代
理
人
に
対
す
る
引
渡
義
務

先
ず
、
復
代
理
人
が
例
え
ば
債
権

の
取
立
を
依
頼
さ
れ
金
銭
を
受
領
し
て
い
る

場
合
、
本
人
は

一
〇
七
条
二
項
に
よ
り
復
代
理
人
に
そ
の
引
渡
を
請
求
で
き
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
代
理
人
も
引
渡
を
請
求
で
き
る
の
か

が
問
題
に
な
る
。
代
理
人
と
復
代
理
人
と
の
間
に
は
委
任
契
約
が
あ
り
、
代
理
人
に
は
復
代
理
人
に
対
す
る
委
任
契

約
に
基
づ
く
引
渡
請

求
権
が
あ
る
の
で
、
自
分
が
本
人
に
履
行
す
る
た
め
に
も
必
要
な
の
で
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
の
が
普
通
の
理
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
こ

の
点
に
つ
き
、
、学
説
の
中
に
は
代
理
人
は
請
求
が
で
き
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
殖



の

復
代
理
人
が
本
人
に
引
き
渡
し
た
場
合

一
〇
七
条
二
項
に
よ
り
、
復
代
理
人
は
本
人
と
代
理
人
の
両
者
に
対
し
て
目
的
物

(

の
引
渡
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
、
本
人
に
直
接
に
渡
せ
ば
、
代
理
人
も
本
人
に
対
す
る
義
務
を
免

れ
る
の
で
代
理
人
に

対
す
る
義
務
も
免
れ
る
と
考
え
て
よ
い
が
、
代
理
人
に
渡
し
た
場
合
に
は
、
本
人
に
対
す
る
義
務
も
当
然
に
免
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
後

一

者

の
場
A。
に
は
、
本
人
が
代
理
人
か
ら
裂

を
受
け
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
り
、
実
際
に
本
人
に
渡
ら
な
か

っ
た
場
A
、
に
争
い
が

ヨ

起

き

る

こ
と

に

な

る
。

輔

最
判
昭
五

一
.
四

.
九

(
民
集

三
。
巻

三
。互

・
八
頁
)

.・
れ
・
つ
・
て
は
、
最
判
昭
五

一
.
四

.
九

(民
集
三
。
巻
三
号
二
。
八
頁
)
の
判
決
が
あ

の

り
、
事
案
は
以
下

の
よ
う

で
あ
る
。
目
的
物
と
は
い
う

が
、
代
理
し
て
受
領
し
た
保
険
金

の
引
渡
請
求

の
事
例

で
あ
り
、
金
銭
債
権

が
問
題
に
な

っ
て
い
る
も

膨

の
三

え
・
.

制

自
賠
法
に
よ
り
保
険
金
請
求
権
を
取
得
し
た
被
害
者
X
が
、
保
険
金

の
請
求
と
受
領

と
を
A
に
依
頼
し
、
A
は
白
紙
委
任
状
な
ど
を
B
に
行
使

し
、
B
は

酬

更
に
そ
れ
を
Y
に
交
付
し
・
Y
が
保
険
金
を
受
領
し
た
・

約
半
額
は
X
が
受
領
し
た
が
・
残
額

に
つ
い
て
は
受
領
を
し

て
い
な

い
た
め
・
X
が
Y
に
対
し
て

簾

残
額

≡

六
万
円
・
弁
護
士
費

用
の
支
払

・
を
求

め
・
訴

え
を
提
起
し
・
.

・
れ
・
対

し
・
、
Y
は
賠
償
金
を
全
額
・
に
引
き
渡
し
、
・

は
・
れ
を
・
に
引

的

き
渡
し

て
い
る

の
で
、
自
分
は
X
に
賠
償
金
を
引
き
渡
す
義
務
は
な

い
と
争
う
。

概

第

蓉

判
決
は
・

X
Y
間

の
委
任
契
約

の
存
在
を
否
定
し
・

X
の
請
求

・
理
由
が
な

・
・
し
・
退
け
…

.
・
・
で
、
・
が

δ

七
条
二
項
を
根
拠

・

勧

控
訴

を
す
る
.
控
馨

・
、

一
・
七
条
二
項
・
よ
り
、
・
・
代
理
人
と
同
じ
法
律
関
係
が
X
Y

に
生
じ
・
…

つ
べ
き
で
あ
り
、
・
が
委
任
霧

処
理
・
際

位

し
て
金
印
を
受
領
し
た
場
合

に
は
、
X
は
Y
に
対

し
て
だ
け
そ
の
引
き
渡
し
を
請
求
で
き
る
も

の
と

い
う

べ
き
も

の
で
あ
り
、
Y
は
B
に
そ
れ
を
交
付
し

た

都

か
否
か
を
問
わ
ず
・
X
に
対
し

て
右
金
印
を
裂

渡
す
べ
き
霧

が
あ
・
・
し

・
、
・
を
勝
訴
・
せ
・
.
・
れ
・
対
し

・
、
・
が
上
告
を
し
、
最
高
裁
・
次

の

熊

考

に
判
示
し
て
Y
の
上
告
を
受
け
い
れ

て
い
る
.

ヨ

「
民
法

一
〇
七
条
二
項
の
規
定
に
基

づ
い
て
本
人
復
代
理
人
間
に
直
接

の
権
利
義
務
が
生
じ

た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
右
の
規
定
は
、
復
代
理
人

の
代
理
行

為
も
代
理
人

の
代
理
行
為
と
同

一
の
効
果
を
生
じ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
契
約
関
係

の
な

い
本
人
復
代
理
人
間
に
も
直
接

の
権
利
義
務

の
関
係

を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
が
便
宜
で
あ

る
と

の
趣
旨

に
出
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

こ
の
規
定

の
ゆ
え

に
、
本
人
又
は
復
代
理
人
が
そ
れ
ぞ
れ
代
理
人
と
締
結

し
て
い
る
委
任
契

約

に
基
づ

い
て
有
、し
て

い
る
権
利
義
務
に
消
長
を
き
た
す

べ
き
理
由
は
な

い
か
ら
、
復
代
理
人
が
委
任
事
務
を
挺
理
す
る
に
当

た
り
金

銭
等
を
受
領
し
た
と

55

き

は
、
復
代

理
人
は
、
特
別

の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、
本

人
に
対
し
て
受
領
物
を
引
渡
す
義
務

を
負
う

ほ
か
、
代
理
人
に
対
し

て
も

こ
れ
を
引
渡
す
義
務
を

1

負

い
、
も
し
復
代
理
人
に
お

い
て
こ
れ
を
代
理
人

に
引
渡
し
た
と
き
は
、
代
理
人
に
対
す
る
受
領
物
引
渡
義

務
は
消
滅
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
本
人
に
対
す



る
受
領
物
引
渡
義
務
も

ま
た
消
滅
す

る
も

の
と
解
す

る
の
が
相
当

で
あ
る
。
そ
し

て
、
以
上
の
理

は
、
復
代

理
人
が
さ
ら
に
適
法
に
復

代
理
人
を
選
任
し
た

　15

場
合

に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
L。

本

判

決

が

「
特
別

の
事

情

が
な

い
か

ぎ
り

」
と

限
定

し

た

点

に

つ
い
て

は
評

価

が

さ
れ

て
お

り
、
例

え

ば

林
脇

教

授

は
、

「
復

代

理

人

は
、

た

と
え

ば

代

理

人

が
困

窮

し

て

い
る

(引
渡
を
受
け

た
代
理
人
が
費
消
す

る
、
或
は
そ
れ
を
代
理
人
自
身
の
他

へ
の
債
務

の
弁
済
に
充

て
る
で
あ
ろ
う
)

こ

と
を

知

り

な

が

ら

こ

れ

に
引

渡

し

た

よ
う

な
場

合

に
は

、
復

代

理

人

の
代

理

人

に
対

す

る
履

行

と

は

な

っ
て
も

、

本

人

に
対
ず

る
関

係

で
注
意
霧

に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
殖

「

㈲

直
接
訴
権
説
か
ら
の
再
検
討

叢

便
宜
的
規
定
説
で
は
、
林
脇
教
授
が
先
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
代
理
人
が
費
消
す
る
な
ど
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
復
代

論

理
人
が
代
理
人
に
渡
し
た
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
復
代
理
人
は
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
先

の
判
例
の
立
場
で

あ
る
。

律

こ
れ
に
対
し
て
、
一
〇
七
条
二
項
を
直
接
訴
権
を
認
め
た
規
定
と
理
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
結
論
が
か
な
り
異
な

っ
て
く
る
。
浜
上
教
授

↓

は
、
先
の
判
例
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
「直
接
訴
権
」
ま
で
認
め
る
も
の
と
ま
で
は
解
釈
を
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
と
し
て
、

直
接
訴
権
の
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
の
直
接
訴
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
加
賀
山
教
授
の
移
転
説
と
全
く
同
様

で
あ
る
。

先

の
事
案
で
い
う
と
、
X
の
直
接
訴
権
の
行
使
に
よ
り
、
B
の
Y
に
対
す
る
引
渡
請
求
権
は
X
に
移
転
し
、
そ
の
後

は
、
Y
は
B
に
引
渡

し
て
も
X
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
弁
済

の
他
、
更
改
、
相
殺

(直
接
訴
権
行
使
後
に
取
得
し
た
債
権
に
よ
る
相
殺
が
禁
止
さ
れ
る
だ
け
で
、

(
4
)

そ
れ
以
前
か
ら

の
債
権

に
よ
る
相
殺
は
認
め
る
)

な

ど
を

X

に
対

抗

で
き

な

く

な

る

と

い
う

。

こ
う

し

て
、
本

人

X

を

B

の
他

の
債
権

者

に
優

先

し

て
保

護
す

る

こ

と
を

肯
定

し

、

「
も

し

、
X

が

Y

に
対

し

て

Y

が

B

に
対

し

て
賠
償

金

の
引

渡

し

を

す

る

以
前

に
、

自

分

に

賠
償

金

を

直

接

に

引

き

渡
す

よ

う

『
直

接

訴
権

』

を

行

使

し

て

い
た

と
し

た
ら

、

Y

は

、

B

に
対



す
る
賠
償
金
の
引
渡
し
を
も
っ
て
X
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
X
の
Y
に
対
す
る

『直
接
訴
権
』
の
行
使
に
射
し
て
、
さ
ら
に
賠
償

(
5
)

金

の
引

渡

し
を

し

な

け

れ

ば
な

ら

な

か

っ
た

と
解

さ
れ

る
」

と
述

べ
る

(先

の
事
案
に
あ

わ
せ
て
原
文

の
乙
を
B
に
変
更
し
た
)
。

こ

の
こ

と

の

(
6
)

根

拠

と

し

て

は
、

次

の
よ
う

に
述

べ

る
。

【

.
そ

.
ま

で
、

本

人

の
利

益

を

考
慮

す

る

.
」
と

の
方

が
、
代

理
制

度

の
魯

臼
に
敵

よ

呈

く
A
.
致

す

る

と
考

尺
ら

れ

る

か
ら

で
あ

る

.

ヨ

け
だ
し
、
代
理
の
制
度
は
、
代
理
人
の
行
為
に
よ
っ
て
も
あ
た
か
も
本
人
自
身
が
行
為
し
た
の
と
同

一
の
法
律
効
果

が
生
ず
る
と
こ
ろ
に

輔

そ

の
特
色
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
民
法

一
〇
七
条
二
項
の
規
定
が
な
い
と
、
本
人
の
地
位
は
、
不
当
に
害
さ
れ
る
の
で
あ
る
」

切

口

私
見

(優
先
的
代
位
権
説
)
に
よ
る
と
ぎ

な
る
か

私
見
と
し
て
は
、
次
の
考

に
目
的
物
の
暴

露

に
つ
い
て
も
、
金

腹制

銭
と
そ
れ
以
外
の
物
で
次
の
よ
う
に
分
け
て
考
え
た
い
。

収翻

①

金
銭
以
外
に
つ
い
て

私
見
で
竺

〇
七
条
二
項
の
直
接
訴
権
の
制
度
は

(私
見
で
・
・
れ
を
優
先
的
な
・
し
排
他
的
代
位
権
で
震

蝋

す
る
が
)
、
金
銭
債
権
を
保
護
す
る
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
金
銭
以
外

の
目
的
物
の
引
渡
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
よ
る

跣

必
要
は
な
い
・
但
し
・
こ
の
場
合
も
・
目
的
物
を
債
務
者
た
る
代
理
人
の
債
権
者
の

}
般
責
任
財
産
と
す
べ
き
で
は
な
文

他
の
債
肇

が

の権

そ

の
物
を
責
任
財
産
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
の
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
本
人
が
引
き
渡
し
を
復
代
理
人
に
請
求
し
た
後
は
、
代

位獣

理
人
も
そ
の
債
権
者
も
引
き
渡
し
を
請
求
で
き
穿

な
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
考

に
も
思
わ
れ
る
.
し
か
し
、
本
人

へ
の
所
有
権
の

醜

移
転
を
認
め
れ
ば
第
三
者
異
議
を
主
張
で
き
る
し
、
ま
た
、
復
代
理
人
の
保
護
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
金
銭
債
権
同
様
に

H

差
押
え
が
あ
る
ま
で
は
代
理
人

へ
の
裂

を
も

っ
て
本
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
有

157

い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
済
的
実
体
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
例
え
ば
リ
ー
ス
取
引
で
は
買
主
た
る
リ
ー
ス
業
者
の
買
主
た
る
権
利
が
賃
借

人

た
る
ユ
ー
ザ
ー
に
移
転
す
る
と
い
っ
た
特
約
が
さ
れ
る
が
、
代
理
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
権
利
を
移
転
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ

と
は
妥
当
で
は
な
い
。
ま
た
、
六
五
〇
条
二
項
を
類
推
適
用
し
て
本
人
へ
の
引
渡
の
み
し
か
請
求
し
え
な
い
と
し
て
、
第
三
者
の
た
め
に



す

る
契
約
に
お
け
る
要
約
者
の
よ
う
な
権
利
に
制
限
す
る
の
も
、
自
分
が
引
渡
を
受
け
て
本
人
に
引
き
渡
す
必
要
性
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う

581

か
ら
、
適
切
と
は
い
え
ま
い
。

も
ち
ろ
ん
引
渡
義
務
の
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
に
つ
い
て
は
、
金
銭
債
務
に
な
る
の
で

一
〇
七
条
二
項
を
適
用
し
て
よ
く
、
次

に
述
べ
る
金
銭
の
場
合
と
同
じ
扱
い
に
な
る
。

②

金
銭
に
つ
い
て

復
代
理
人
が
受
領
し
た
の
が
金
銭
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
金
銭
債
権

の
問
題
と
し

て
金
銭
債
権
を
保
護

す

る

一
〇
七
条
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
よ
い
。
そ
う
す
る
と
、
私
見
は
直
接
訴
権
を
排
他
的
な
い
し
優
先
的
な
代
位
権
で
構
成
す
る
の

一

で
・
あ
く
ま
で
も
代
理
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
金
銭
債
権
を
本
人
が
代
位
行
使
す
る
に
す
ぎ
な
い
・
と
に
な
り
、
復
代
理
人
が
代
理
人

叢

に
履
行
を
し
そ
の
債
務
が
消
滅
す
れ
ば
、
代
位
行
使
の
対
象
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
先

の
最
判

は
結
論
と
し
て
支
持

諭

し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

律

そ
し
て
、
復
代
理
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、
本
人
が
代
理
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
こ
の
金
銭
債
権
を
差
押
、託
た
後
に
初
め
て
復
代
理

人

の
代
理
人
へ
の
弁
済
が
対
抗
で
き
な
く
な
る
も
の
と
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
結
局
差
押
え
が
必
要
で
あ
り
あ
ま
り
憲

法「

味

が
な

い
か

の
さ

つ
で
あ

る

が
、

.

.
の
制

度

の
嚢

は
代

理

人

の
他

の
債

薯

を
排

除

で
き

る
と

い
、つ
占
…
に
あ

り

、

差

押

え

に

よ

り

そ

の

債
権

は
本

人

の

み

が
排

他

的

に
行

使

が

で
き

る

に
す

ぎ
な

い
こ
と

に
な

る

(本
人

の
債
権

の
範
囲
内

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え

る
残
額
に

つ

い
て
は
他

の
債
権
者

が
行
使

で
あ
る
)
。

従

っ
て

、
浜

上
教

授

の
主

張

は

卓

見

で

は
あ

る

が
、

意

思

表

示

だ
け

で
移

転

を

し

復

代

理

人

に

対
抗

で
き

て
し

ま

う

と

い
う

の
は
、

復

代

理

人
保

護

と

い
う

観

点

か

ら

は
抵

抗

感

が
あ

る
。

注(1
)

大
判
昭

一
〇

・
八

・
一
〇
新
聞
三
八
八
二
号

一
三
頁
。
川
島

武
宜

『民
法
総
則
』

(昭
四
〇
)
四

一
〇
頁
、
松
坂
佐

」

『民
法
提
要
民
法
総
則

〔第
三
版

・
増
訂
〕
』

(昭
五
七
)

二
六
八
頁
。



(2
)

我
妻
栄

『新
訂
民
法
総
則
』

(昭
四
〇
)
三
五
入
頁
。

(3
)

林
脇
と
し
子

「
復
代

理
人

の
地
位
に
関
す
る

一
考
察
」
法
学
研
究
五

一
巻
三
号

(昭
五
三
)
二
二
頁
。

(4
)

浜
上

・
前
掲

〔88
〕
注

(1
)
論

文
五
二
頁
。
直
接
訴
権
の

一
般
論
を

こ
こ
に
適
用
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
も
述
べ
て

い
る
。
「
『直
接
訴
権
』
の

行
使
に
よ

っ
て
、
復
代
理
人
に
対
す
る
復
委
任
上
の
権
利
は
、
本
人
に
移
転
す
る
。

つ
ま
り
、
『
直
接
訴
権
』
の
行
使
に
よ

っ
て
本

人
は
代
理
人
の

権
利
を
取
得
し
、
代
理
人
は
権
利
を
失
な
う

の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
は
法
定
の
代
物
弁
済
と
し
て
完
全
に
債
務
を
免
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か

一

し
、
民
法
は
本
人
を
保
護
す

る
た
め
、
本

人
が
現
実
に
復
代
理
人
か
ら
弁
済
を
受
け

る
ま
で
は
、
代
理
人
を
完
全

に
は
免
責
せ
ず
、
代
理
人
に
連

に

帯
責
任
を
課
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
も

っ
と
も
、
本
人
が
復
代
理
人
の
選
任
監
督
に
過
失

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
限
り

で
、
代
理
人

輔

の
連
薯

任
・
、

一
部
連
帯

・
な
る
・
解
す

べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
・
と

(五

了

五
三
頁
)
.

の

(5

)

浜

上

・
前

掲

〔88
〕

注

(
2
)
論

文

五

二
頁

。

そ

の
前

提
と

し

て
、

「
Y

は
、

『直

接

訴
権

』

の
行
使

後

に
な

し

た
乙

に
対

す

る

弁
済

、

更
改

、

お

藤

よ
び

・直
接
訴
権
`
の
行
覆

・
取
得
し
・
乙
・
対
す
る
債
権
を
自
働
債
権

(反
対
債
権
)
と
す

・
相
殺
な
ど

の
抗
弁
を
も

・
て
、
x
に
対
抗
す
・

㎜

・
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
・

と
述

べ
て

い
る
.

回

(
6
)

浜
上

・
前
掲

〔
88
〕
注

(
2
)
論
文
五

二
頁
。

権蝋銑

〔-2
〕切

損
害
賠
償
請
求
権
な
ど

六

=
二
条

一
項
に
お
け
る
と
同
様
に
・
保
管
霧

と
そ
の
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
霧

に
つ
い
て
と

の

(

雌

同
様

の
議

論

を

、

・

・
で
も

考

え

る

・
と

が

で

き

る
.

然

働

善
管
注
意
書

一
〇
七
条
二
項
の
解
釈
と
し
て
、
復
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
善
管
注
意
書

を
魚

三

と
は
、
学
説
に

熊

よ
り
承
認
さ
れ
て
い
蒐

し
か
し
・
金
銭
債
権
の
保
護
と
い
、三

と
か
ら
は
・
善
管
注
意
霧

に
つ
き

一
〇
七
条
二
項
を
適
用
す
る
・
と

H

に
は
露

せ
ざ
窒

な
い
・
と
は
Σ

報
告
義
務
や
本
人
が
復
代
理
人
に
直
接
指
示
を
レ
つ
る
な
ど
・
直
接
の
葎

関
係
を
認
め
ら

れ
れ
ば
都
合
が
よ
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
起
草
者
が
考
え
て
い
た
よ
う
に
、
な
る
べ
く
代
理
人
が
本
人
を
代
理
し
て
第

9

三
者
を
本
人
の
代
理
人
に
選
任
す
る
も
の
、
即
ち
厳
密
な
意
味
に
い
う
復
代
理
人
で
は
な
く
本
人
と
直
接
の
契
約
関
係
が
認
め
ら
れ
る
も

15

の
と
す
る
か
、
ま
た
は
、
本
人
の
た
め
に
す
る
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
〇
七
条
二
項
の
適



用
の
余
地
は
狭
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
特
に
不
都
合
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

601

ω

損
害
賠
償
義
務

復
代
理
人
の
債
務
不
履
行
の
場
合
に
は
、
代
理
人
は
履
行
補
助
者
と
し
て

一
〇
五
条

の
要
件
を
充
た
せ
ば

本
人
に
対
し
て
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
を
損
害
と
し
て
代
理
人
は
復
代
理
人
に
対
し

て
債
務
不
履
行
責
任

を
追
及
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
張
本
人
で
あ
る
復
代
理
人
と
損
害
を
受
け
た
本
人
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、

一
〇
七
条
二
項
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
六

一
三
条

一
項
同
様
に
問
題
が
あ
る

(〔83
〕
参
照
)
。
損
害
賠
償
責
任

の
法
的
性
質
に
か
か

わ

っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。

①

併
存
説

先
ず
、
直
接
訴
権
の
併
存
説
で
は
、
そ
れ
は
代
理
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
契
約
上
の
権
利
と
同
じ
権
利
を
認
め
よ

叢

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
責
任
は
、
不
法
行
為
責
任
で
は
な
く
、
敢
え
て
直
接

の
請
求
権
を
肯
定
し
よ
う
と
い
う
の
で

論

あ
る
か
ら
債
務
不
履
行
責
任
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
、
六

一
三
条
で
述
べ
た
よ
う
に
、
善
管
注
意
義
務
自
体
を
本
人

・
復
代
理

律

人
間
に
認
め
れ
ば
、
そ
の
不
履
行
に
よ
る
責
任
と
い
う

こ
と
で
、
復
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
債
務

の
不
履
行
責
任
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

法

な
お
、
善
管
注
意
義
務
自
体
に

一
〇
七
条
二
項
を
適
用
す
る
と
、
代
理
人
が
免
責
さ
れ
る
場
合
で
も
、
復
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
債

務
不
履
行
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

②

移
転
説

移
転
説
で
は
、
浜
上
教
授
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
先
ず
は
代
理
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
債
務

不
履
行
責
任
の
成
立
を
認
め
、
そ
れ
が
本
人
の
直
接
訴
権
の
行
使
の
意
思
表
示
に
よ
り
本
人
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う

す
る
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
も
、
債
務
不
履
行
責
任
に
基
づ
く
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

但
し
、
こ
の
考
え
で
は
、
代
理
人
が
免
責
さ
れ
る
場
合
に
は
、
復
代
理
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
な
い
の
で
、
直
接
訴

権

は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
本
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、

一
〇
七
条
二
項

に
よ
る
こ
と
な
く
不
法
行
為
に
基
づ
く
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。



③

優
先
的
代
位
権
説

(排
他
権
説
)

私
見
で
は
明
文
の
規
定
が
あ
る
場
合
な
い
場
合
と
も
、
直
接
訴
権
を
優
先
的
代
位
権
な
い

し
排
他
的
代
位
権
で
根
拠
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
六

=
二
条

一
項
同
様
、
復
代
理
人
は
.本
人
に
対
し
て
義
務
を
負
う
と
規
定
す

る

一
〇
七
条
二
項
の
文
言
に
は
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
敢
え
て
こ
の
批
判
は
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
代
位
行
使
で
あ
る
と
構
成
す
る

た
め
、
代
理
人
が
免
責
さ
れ
る
場
合
に
は
、

一
〇
七
条
二
項
に
よ
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
本
人
に
対
す

(
2
)

ヨ

る
復
代
理
人
の
直
接
の
損
害
賠
償
義
務
を
問
題
に
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
内
容
が
問
題
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
代
理
人
が
本
人
に
対

朝

し
て
責
任
を
魯

場
合
で
も
、
同
様
に
復
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
損
害
賠
箋

務
を
認
め
る
・・
と
は
可
能
で
あ
る
.

切

な
お
、
委
任
で
は
な
一
寄
託
契
約
の
場
合
に
は
、
問
題
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か

芳

の
契
約
上
の
責
任
が
制
限
さ
れ
て
い
た
り
免
責
さ
れ

度制

て

い
る
場

合

に
、

不

法

行
為

責

任

で

い

っ
て

そ

の
制

限

を

無

に

で
き

る

か

と

い
う

問

題

が
あ

る

が
、

こ

こ

で
は

両

責
任

が
成

立

す

る

場

合

収綱

に

つ

い
て

の
優

先

的

代

位
権

の
話

に
限

定
す

る
も

の

で
あ

り
、

理
論

は
同
様

に

な

る
.

債的

生

先

..,

優

(1
)

遊
佐
慶
夫

『新
訂
民
法
概
論
総
則
篇
』
(大

=
二
)
三
七
入
貢
、
沼
義
雄

『綜
合

日
本
民
法
別
巻
第

一
民
法
総
論
下
』

(昭

=

)

一
七
二
頁
、
田

の権

島
順

『
民
法
総
則
』

(昭

一
三
)
三
九
九
頁
、
我
妻
栄

『
新
訂
民
法
総
則
』

(昭
四
〇
)
三
五
七
頁
、
石
田
穣

『
民
法

総
則
』

(平
四
)

四

一
五
頁
、

位

須
永
醇

『新
訂
民
法
総
則
要
論
』

(平
九
)
二
二
三
頁
な
ど
。

代者

(2
)

拙
稿

「契
約
外

の
第
三
者
と
損
害
賠
償
責
任
」

『玉
田
弘
毅
教
授
古
希
記
念
論
文

現
代
民
法
学

の
課
題
』

(平
九
)
二

一
九
頁
以
下
参

照
。

権纈

〔92
〕ω

復
代
理
の
場
合
2
1

復
代
理
人
の
債
権

611

例
え
ば
、
復
代
理
人
が
委
任
事
務
処
理
の
た
め
に
立
替
払
い
を
し
た
り
し
て
、
費
用
償
還
請
求
権
を
持

っ
て
い
た
り
、
代
理
関
係
及
び



復
代
理
関
係
と
も
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
有
償
委
任
契
約
で
あ
る
場
合
に
、
復
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
、
直
接
費

用
償
還
請
求
権
や
報

621

酬
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
は
、

一
〇
七
条
二
項
は
復
代
理
人
の
本
人
に
対
す
る
義
務
だ
け
の
規
定
で
は
な
い
の
で
、

こ
れ
は
肯
定
さ
れ
て

(
1

)

い
る
。
私
見
で
は
、
復
代
理
人

へ
の
本
人
の
債
権
同
様
に
優
先
的
代
位
権
に
よ
り
構
成
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
委
任
契
約
が
有
償
委
任
で
あ
る
場
合
に
は
、
復
代
理
人
が
代
理
人
た
る
自
己

へ
の
委
任
者
に
対
し
て
報
酬
債
権
を
有
す
る
場
合

に
、
復
代
理
人
に
は
、
代
理
人
が
本
人
に
対
し
て
有
す
る
報
酬
債
権
に
つ
き
直
接
訴
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
代
理
人
の
報
酬
の
ほ
う
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
六

=
二
条

一
項
に
お
け
る
と
同
様
に

(↓

〔82
〕
ω
)
そ

の
限
度
で
し
か
復
代

一

理
人
は
本
人
に
報
酬
請
求
が
で
き
な
い
・
と
に
な
苑

叢

注

論

(1
)

我
妻
栄

『新
訂
民
法
総
則
』

(昭
四
〇
)
三
五
八
頁
・
須
永
醇

『新
訂
民
法
総
則
要
論
』

(平
九
)
二
二
三
頁
。

(2
)

石
田
文
次
郎

『現
行
民
法
総
論
』
(昭
五
)
四
〇
七
頁
注

(1
)
、
近
藤
英
吉

『註
釈
日
本

民
法

(総
則
篇
)
』

(昭
九
)
四
〇
五
頁
、
田
島
順

『民

律

・
法
総
則
』

(昭

=
二
)
三
九
九
頁
、
石
田
穣

「民
法
総
則
』

(平
四
)

四

一
五
頁
な
ど
。

法

ω

代
理
以
外
の
委
任
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
か

〔93
〕委
託
販
売
に
お
い
て
、
「受
任
者
が
自
己
の
名
で
第
三
者
に
商
品
を
売
却
し
た
場
合
に
、
委
任
者
の
第
三
者
た
る
買
主
に
対
す
る
関
係
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
と
は
別
に
、
例
え
ば
X
が
商
品
の
委
託
販
売
を
M
に
依
頼
し
、
M
が
更
に
そ
の
商

品

の
販
売
を
Y
に
再
委
託
を
し
た
場
合
に
、
委
託
者

の
再
受
託
者
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
代
理
を
伴
う
委
任

関
係
に
つ
い
て
の

「
〇
七
条
二
項
の
規
定
が
、
代
理
を
伴
わ
な
い
委
任
契
約
更
に
は
準
委
任
契
約
に
類
推
適
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
と



し
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る

(な
お
、
再
寄
託
に
つ
い
て
は
、
六
五
八
条
二
項
に
よ
り
一
〇
七
条
二
項
が
準
用
さ
れ
て
い
る
)
。

周
知
の
よ
う
に
、
旧
民
法
は
代
理
と
委
任
と
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
行
民
法
で
は
、
代
理
は
総
則
に
規
定
を
し
、
他
方
で
委

任
契
約
は
代
理
関
係
に
限
定
せ
ず
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
を
委
任
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
よ
く
自
己
の
名
で
契
約
を
す
る
場
合
も
包
含
す
る

一

も

の
と
し
、
ま
た
、
準
委
任
と
し
て
法
律
行
為
以
外
の
霧

の
処
理
も
委
任
に
準
じ
て
扱
わ
れ
る
..
と
に
な

っ
て
い
る
.
罠

法
の
委
任

ヨ

関
係
の
規
定
は
総
則
の
代
理
の
個
所
と
契
約
法
の
委
任
契
約
の
個
所
に
ば
ら
さ
れ
、

一
〇
七
条
二
項
は
代
理
の
中
に
整
理
さ
れ
た
規
定
の

輔

一
つ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

一
〇
七
条
二
項
は
代
理
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
の
で
、
代
理
以
外
の
委
任
契
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

のへ

に
な
る
。

度

(↓

制

①

類
推
適
用
肯
定
説

後
述
の
最
判
昭
三

一
二

〇

・
一
二
の
原
判
決
は
、
「問
屋
と
委
託
者
と
の
間
に
お
い
て
は
委
任
及
び
代
理

収魍

の
規
定
の
準
用
が
あ
る
か
ら
、
民
法
復
代
理
の
規
定

(篁

〇
四
条
、
笙

〇
七
条
等
)
も
そ
の
魯

・
に
反
し
な
い
限
り
準
用
が
あ
る
も

蝋

の
と
解
す
べ
」
き
で
あ
る
と
し
て
、
委
託
者
と
再
受
託
者
間
は
委
託
者
と
受
託
者
間
と
同

一
の
権
利
義
務
を
取
得
し
、
再
受
託
者
は
そ
の

先便

販
売
に
よ

っ
て
得
た
代
金
の
中
か
ら
報
酬

(手
数
料
)
及
び
立
替
金
等
自
己
の
取
得
す
べ
き
も

の
を
控
除
し
た
残
額
を
委
託
者
に
支
払
う

の擁

べ
き

霧

が

あ

る

も

の

と
判

示

し

て

い
る
.

.
・
れ

が

、
最

高

裁

に
よ

り
破

棄

さ
れ

る

・
と

は

次

に
述

べ
る

さ

つ
で

あ

る
.

獣

学

説

と

し

て

は
、
我

書

士

が

、
・
け

だ
し

、

・

の
規

定

は
、

代

理

に
伴

う

内

部
関

係

に
関

す

る
も

の

で
あ

っ
て
、

三

・
に
類

推

し

な

け

(2
)

騰

れ
ば
存
在
意
義
が
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
、
代
理
以
外
の
委
任
関
係

へ
の
類
推
適
用
を
肯
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

②

類
推
適
用
否
定
説

学
説
に
は
、

一
〇
七
条
二
項
は
同
条

一
項
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う

に
限
定
を
す
る
も
の

が
殆
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鳩
山
博
士
は
、
「受
任
者
は
委
任
者
の
名
に
於
て
復
委
任
を
為
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
其
法
律
効
果
が
直

3

接

に
委
任
者
に
帰
属
す
べ
き
理
由
な
く
、
委
任
者
が
復
委
任
者
に
対
し
て
所
謂
直
接
訴
権
を
有
す
べ
き
理
論
上
の
根
拠
な
し
。
第

一
〇
七

16

条
第
二
項
は
此
理
論
に
異
り
た
る
特
別
規
定
に
外
な
ら
ざ
る
が
故
に
之
を
単
純
な
る
復
委
任
に
類
推
適
用
す
る
は
正
当
な
り
と
い
う
こ
と



(
3
)

4

を
得
ず
。
委
任
者
は
唯
第
四
二
三
条
に
依
り
て
復
受
任
者
に
対
し
事
務
処
理
を
請
求
し
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
す
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

16

戦
後

の
学
説
を
見
て
も
同
様
で
あ
り
、
例
え
ば

一
〇
七
条
二
項
に
つ
い
て
研
究
を
し
た
林
脇
教
授
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
否
定
説
を
支
持
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
こ
れ
が
生
ず
る
の
は
、
代
理
権
を
伴
う
受
任
者
に
よ
っ
て
復
委
任
が
な
さ
れ
た
結
果
、
本
人
と

復
受
任
者
と
の
間
に
代
理
関
係
が
生
ず
る
な
ら
ば

(復
受
任
老
は
同
時
に
復
代
理
人
と
な
る
)
、
同
じ
本
人
と
復
代
理
人
と
の
間
に
直
接
の

(
4
)

権

利
義

務

の
関

係

を

認

め

る

こ
と

が
適

当

で
あ

る

と
す

る

こ
と

に
基

づ

く
」

と
。

し

か

し
、

こ

の
よ

う

に
述

べ

な

が
ら

も

、

更

に
次

の
よ

う

に

い

っ
て

い
る
点

は

注

目

し

て

よ

い
で
あ

ろ

う
。

一

「本
人
と
復
代
理
人
と
の
間
の
直
接
の
権
利
書

の
関
係
は
・
初
め
本
人
の
復
代
理
人
に
対
す
る
直
接
訴
権
と
し
て
規
定
さ
れ
た
」・
・事

叢

務
処
理
上
復
代
理
人
が
受
取

っ
た
金
銭
そ
の
他
の
物
に
つ
い
て
、
契
約
関
係
に
し
た
が
え
ば
、
本
人
は
復
代
理
人
に
対
し
直
接
引
渡
の
講

論

求

が
で
き
な
い
。
こ
の
引
渡
に
つ
い
て
、
復
代
理
人
は
代
理
人
に
、
代
理
人
は
本
人
に
対
し
て
そ
の
義
務
を
負

っ
て

い
る
か
ら
、
本
人
か

律

ら
直
接
復
代
理
人
に
引
渡
の
請
求
を
認
め
る
方
が
、
た
と
え
ば
代
理
人
破
産
の
場
合
に
も
本
人
の
危
険
が
防
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
本

人

か
ら
復
代
理
人
に
対
す
る
直
接
請
求
だ
け
を
認
め
る
と
、
復
代
理
人
か
ら
本
人
に
引
渡
が
な
さ
れ
代
理
人
も
本
人
に
対
す
る
引
渡
義
務

法一

を
免
れ
る
結
果

復
代
理
人
が
代
理
人
に
対
し
て
持
つ
権
利

(た
と
え
ば
報
酬
請
求
権
)
の
実
黎

挙
げ
ら
れ
守

な
る
お
そ
れ
が
生
ず

る

の

で
、
反

対

に
、
復

代

理

人

か
ら

本

人

に
、

復

代

理
人

が
代

理

人

に
対

し

て
も

っ
て

い
る
権

利

の
直

接
請

求

も

認

め

る

こ
と

と
な

っ
た
。

(
5
)

こ

れ

が

一
般

的

に
本

人

と
復

代

理

人

と

の
間

の
直

接

の
権

利
義

務

の
発

生

と

な

っ
た
も

の
と

思

わ

れ

る
L
。

こ
う

し

て

、

こ

の
制

度

が

「
直

接
訴

権

」

の
制

度

で
あ

る

こ
と
、

そ

し

て
、

そ

の
趣

旨

が
債

権
者

た

る
本

人

ま

た

復

受

任
者

の
保

護

に

あ

る

こ

と

が
意

識

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

そ
れ

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

代

理

と

い
う

こ

と

に
拘

泥

し

て
、

代

理

以

外

へ
の
拡

大

が
否

定

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

判
例

と
し

て
も

、

一
〇
七

条

二

項

の
類
推

適

用

を

肯

定

し

た

原
判

決

を

破

棄

し

た

最
判

昭

三

一

・

一
〇

・

一
二

(民

集

一
〇
巻

一
〇
号



一
二
六
〇
頁
)
が
あ
る
が
、
商
法
五
五
二
条
二
項
は
問
屋
と
委
託
者
と
の
関
係
に
つ
き
、
委
任
の
規
定
を
適
用
し
、
代
理
の
規
定
を
準
用

す

る
趣
旨
で
あ
り
、
代
理
に
関
す
る
規
定
中
民
法

一
〇
七
条
二
項
は
、
「
そ
の
本
質
が
単
な
る
委
任
で
あ

っ
て
代
理
権
を
伴
わ
な

い
問
屋
の

性
質
に
照
ら
し
再
委
託
の
場
合
に
は
こ
れ
を
準
用
す
べ
き
で
な
い
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
」
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
詳
し

い
理
由
は
述

(6
)

一

べ
て
い
三

.

。
の
判
決
の
調
書

解
説
は
、

δ

四
条

δ

五
条

の
類
推
適
用
は
認
め
、
が
、

一
。
七
条
二
項

の
類
推
適
用
は
否
定

引

す

べ
き
結
論
を
支
持
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

輔

「第

一
次
の
委
任
と
第
二
次
の
委
任
と
は
別
個
独
立
の
契
約
で
あ
り
、
委
任
者
と
第
二
次
の
受
任
者
と
の
間
に
は
契
約
関
係
は
な
い
の

吻

で
あ
る
か
ら
、
両
者

の
間
に
直
接
の
権
利
霧

の
発
生
し
な
い
・
と
は
契
約
理
論
上
当
然
の
帰
結
で
あ
る
.
民
望

〇
七
条
二
項
は
復
代

度制

理
人
の
代
理
行
為
の
効
果
が
法
律
上
直
接
本
人
に
つ
い
て
生
じ
る
事
実
に
対
応
せ
し
め
た
特
別
規
定
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る

収欄

購

数

段

縫

線

蓑

地
を
類
推
適
用
す
べ
き
根
拠
を
欠
く
わ
け
で
あ
ゑ

単
な
る
委
任
関
係
あ
る
に
す
ぎ
な

先便

こ
の
立
場
で
は
、
委
任
者
の
保
護
は
、
受
任
者
が
復
受
任
者
に
対
し
て
有
す
る
販
売
代
金
引
渡
請
求
権
に
つ
い
て
債
権
譲
渡
を
受
け
る

の雌

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
当
然
に
代
金
債
権
が
移
転
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
に
譲
る
。

イ獣

③

考
察

一
〇
七
条
二
項
の
立
法
趣
旨
を
、
通
説
の
よ
う
に
代
理
の
場
合
に
復
代
理
人
の
行
為
に
よ
り
直
接
そ
の
効
果
を
本
人
が

醜

受
け
る
た
め
に
、
内
部
関
係
に
つ
い
て
も
本
人

・
代
理
人
と
同
様
の
関
係
を
認
め
る
の
が
便
宜
で
あ
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
直
接
本
人
に

H

効
果
を
帰
属
さ
せ
三

場
合
に
は
そ
の
適
用
の
余
地
が
な
い
こ
と
に
な
る
・
し
か
し
萎

託
販
売
の
さ

つ
に
処
分
授
権
の
場
倉

は
・
物

165

権

的

効
果

は
本

人

に
帰
属

す

る

こ

と
同

じ

で
あ

り
、

例

外

を

認

め
な

い
わ

け

に
は

い
く

ま

い
。

そ

れ

は
別

と
し

て
も

、

一
〇

七
条

二
項

を

単

に
そ

の
よ
う

な

便

宜

的

な
意

義

に
止

ま

ら
ず

、

本

人

ま

た

は
復

代

理

人

の
債
権

の
保

護

に
も

あ

る

と
す

れ

ば
、

こ

の
趣

旨

が
あ

て

は
ま

る

の
は
代

理

の
場

合

に
は

限

ら

な

い
こ
と

に
な

る

(六
五
八
条

二
項
で
寄
託

に
準
用
さ
れ
て
い
る
)
。



例
え
ば
、
X
が
そ
の
所
有
物
の
売
却
を
M
に
依
頼
し
た
が
、
M
が
X
の
承
認
を
得
て
Y
に
売
却
を
再
委
任
し
た
、
Y
が
そ
の
名
で
そ
の

661

物
を
売
却
し
代
金
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
場
合
に
も
、

一
〇
七
条
二
項
は
類
推
適
用
さ
れ
て
よ
い
。
私
見
で
は
、
四
二
三
条
を
転
用
し
て

優
先
的
代
位
権
を

一
般
論
と
し
て
認
め
る
が
、
こ
れ
が
裁
判
所
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
、

一
〇
七
条
二
項
を
類

推
適
用
に
よ
り
拡
大
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
。
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